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この報告書は,日 本 自転車振興会 か ら競輪収益 の一部であ

る機械工業振興資金の補助 を受けて昭和57年 度に実施 した

「文章情報 デー タベ ースの総合利用 に関す る調査研究」の成

果 を とりまとめた ものであ ります 。
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は じ め に

近年国際情勢の変化は,即 時,わ が国各界に大 き く波及 し,こ うした事態へ

の迅速 ・的確な対応は も とよ り,事 前 に予知 できる体制づ く りが急務 とな って

い る。

このためには,内 外の情報資源を活用 し,常 時 こ うした動向を把握 できる情

報処理 システム体制を確立す る必要が ある。

と くに,記 事情報等の文章情報 をデータベース化 し,コ ンテ ンツ ・アナ リシ

ス等 の高度な手法 を駆使 して情報 内容 を分析 し,客 観的な判断材料を求めるこ

とは 有効 と思われ る。

また,こ れ らの情報過程 においては,な るべ く人手を介さない,自 動的な機

械処理が可能な形が望 まれ てい る。

こ うしたこ とか ら,本 事業 においては,文 章情報 データベ ースを効果的に利

用す るに必要 な総合解析 システムを開発する ことを 目的 として,初 年度は,基

礎的な調査研究を実施 した。

第2年 度 として本年度は,基 礎的 な課題 について引き続き調査研究 を行 うと

ともに海外先進事例の調査 やデー タベ ース作成 ・更新 システ ムの研究開発 を実

施 した。

今後は,各 種調査 研究 と並行 して システム機能の整備 ・拡大 を図 り,よ り効

果的,実 用的な総合解析 システム構築に向けて研究開発を推進 してい くことと

したい。

最後に,本 調査研究 にあた って,ご 指導,ご 協力いただいた委 員並びに関係

各位 に感謝の意を表 します 。

昭和58年3月
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1.事 業 概 要

1.1目 的と背景

コンピュータ情報処理 は,広 く深 く社会 に浸透 し,情 報化社会は名実 とも

に確立 されつ つあ る。

近年の オフ ィス ・オー トメーシ ョンや パーソナル ・コンピュータの急激な

普及 にもみ られ るよ うに,職 場や家庭 におけ る一般利用者の比較的容易な操

作によるコンピュー タ利活用が可能な時代 とな った。

こ うした状況の背景には,ハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェアの技術 向上に伴 う

諸条件整備は もとよ り,情 報資源に対す る社会及び個人の関心,意 識の向上

が大き く作用 してい ると思われ る。

情報その ものの重要性が認識 され,情 報量が拡大 され るに伴い,デ ータベ

ースや
,情 報検索 システム とい った情報流通機能 の需要 も拡大す るのは必須

であ り,益 々増大す る情報 利用者の ニーズに対応すべ く,情 報の量的,質 的

整備 と簡便 な利用体 制づ く りを中心 とした情報処理 システ ムの確立が急務 と

なって きた。

とくに文章情報 データベ ースは 日本語情報処理 の普及や海 外か らの文献情

報データベ ース等の導入に よ り,そ の蓄積 及び利用は急速 に高 まる もの と思

われ る。

それ らを効果的 に利用す るには通常の情報検索 に加 えて,デ ー タベ ースの

持 つ 各種 の 情 報 を コ ンテ ンツ ・アナ リシス等の高度 な分析(キ ーワー ドの

頻度の時系列分析,出 現頻度の相関分析,意 味論的分析)を し,利 用す るこ

とが極めて重要で ある。

このため,文 章 情報 データベースを効果的 に利用す るに必要 な総 合解析 シ

ステムを開発す るこ とを 目的 と して,調 査研究 を実施す る。

一1一



1.2実 施 経 過

本 事業 の 計 画概 要 は 図1-1に 示 す とお りで あ り,こ れ まで の実 施経 過 を

以 下 に示す 。

(1)昭 和56年 度

「文 章 情報 デ ー タベ ー ス総合 利 用 調査 委 員 会 」 を設 置 して,本 調 査 研究

の 基本 計 画 を策 定 し,事 業 の推 進 と りま とめ を行 った。

また,委 員会 メ ンバ ー を中 心 とす る ワー キ ング ・グル ー プで 以下 の テ ー

マに基づ い て調 査 研 究 を実 施 した 。

① カ ン トリー リス ク,エ ネル ギ ー動 向把 握 の た め の文 章情 報 コ ンテ ンツ

・アナ リシ ス手 法 の 研 究

o

O

O

O

O

o

② 海外情報の有効活用,

用化の基礎研究

o

o

O

o

o

キー ワー ド自動抽 出法の研 究

入力デー タ作成上の課題

既存 システム利用事例研究

シソーラス辞書作成の研究

定量化利用方法論の研究

新 記事情報利用 システムの研究

問題別把握,分 析を行 うための翻訳 システム実

なお,

実施 した。

② 昭和57年 度

前年度 と同様 「文 章情報 データベース総合利用調査委 員会」 によ り,全

実用可能性の研究

機械翻訳技術の研究

構文解析技術の研究

入出カイ ンターフ エースの研究

LC-MARCの 実験準備

56年 度調査は,(剛 日本エネルギー経済研究所への委託 によ り

一2一
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体の推進,統 括を行 った。

委員会の下に 「文章 情報 データベース定量化利用研究専 門委員会」並び

に 「機械翻訳 システ ム研究専 門委員会」の2つ の専門委員会 を設 置して,

研究を実施 した。

「文章情報デ ータベ ース定量化利用研究専 門委員会 」では,

。 国際紛争 データと危機管理 システムの研究

。GeneralInquirerに おけるデータ作成 と解析

。 認知構造図手法 の研究 と適用実験

について事 例研究を行 うとともに,総 合解析 システムの うちデータベース

作成 ・更新 システムの開発を実施 した。

つ ま り近年広 く各界の注 目を集めてい るエネルギー,カ ン トリー リス ク

関連分野をモデル に記事情報の整備及び データベ ースの構築を行 った。

「機械翻訳 システム研究専門委員会」では,

。 辞書 構造の研究 と作成上の課題

。 翻訳 システム先進事例の研究

。 構i文解析法 と辞書の 役割

につい て研究を行 った。

また,① 文章情報 の有効 利用法 と機械翻訳の アル ゴ リズム,② 文章情報

解析 システムにおけ る構文解析 と用語 データベ ースの役割をテーマに,欧

州を中心 とす る先進事例 の調査を行い,今 後の参考 に資 した。

なお,シ ステム開発に伴 う作業の一部は(助日本 エネルギー経済研究所に

委託 して実施 した ものであ り,57年 度本調査研究の経過概要は表1-1

に示す 通 りで ある。
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表1-1昭 和57年 度調査実施経過去

月
項 目 % 5 6 7 8 9 10 11 12 プ 2 3

1実 施計画の策定 ■ ●.

皿 委員会の開催
・ 文章情報 データベース総合利 用調査委員会

・ 文章情報データベース定量化利用研究

専門委員会
・ 機械翻訳システム研究専門委員会

§

誓

苓

9

§

z

苓

苓

頓

田 文章情報総合利用の研究

・ 国際紛争データと危機管理 システムの

研究
・GeneralInquirerに おけ るデー

タ作成 と解析
・ 認知構造図手法の研究 と適用実験

・ 辞書構造の研究 と作成上 の課題

・ 翻訳システム先進事例の研究

・ 構文解析法 と辞書の役割

　

■

■

■ 一

　

一

　

W海 外調査員の派遣
蒜 蒜

V総 合 解析 シス テムの開 発

・ データベース作 成 ・更新 システムの開 発

・ エネル ギー記事 情報 の整備

　 　

一 一

W報 告 書 の作成 一 一
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1.3本 報告書の構成

本報告書 は,次 の5章 か らな ってい る。

まず 矛1章 で事業概要 をのべ,〉ヤ2章 では総合解析 システム像 と,そ の基

幹 とな る諸機能につき,56年 度作成 した基本構想 を基 として,本 年度の経

緯を踏 まえた検討を加 え,再 度,基 本構想を とりまとめた。

オ3章 は,本 年度開発 したデータベース作成 ・更新 システムの概要 と,カ

ン トリー リス ク,エ ネルギー関連の記事情報の整備 についてふれた。

W4章 は,文 章情報デー タベースの総合的な利用 に資す るため,文 章情報

の定量化 による内容分 析手法の検討 と適用実験の結果 お よび各種機械翻訳 シ

ステムにおける構文解析や用語 データベ ース(辞 書)の 構造等の事例研究,

海外におけ る先進事例調査等 の成果 を各 テーマ毎にま とめた。

>V5章 は,こ れ までの成果 を踏ま えて問題点を抽出 し,現 状認識 に基づ く

今後の方向性 を考察 して総合解析 システム開発へ の具体 的アプ ローチをま と

めた。
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2.文 章 情 報 デ ー タベ ー ス総 合解 析 シ ステムの基本構 想

2.1総 合解 析 システムの必要性

(1)情 報需要の変化

情報化社会 ・知識集約型産業社会 といわれ てすでに久 しい。複雑化 した

社会環境 に応 じて情報 に対す る需要 も変化 してきている。最近の情報需要

として,次 の3点 に顕著な傾 向を見いだす こ とがで きる。

第1の 特色は情報需要の 「国際化」傾向で ある。世界各地で発生す る様

々な事 件は,国 際的 に大 きな波及効果を及ぼ してお り,相 互依存 関係が深

まるにつれ て海外の政治 ・経済動向がわが 国の政治 ・経済に及ぼす影響 も

大き くな ってきてい る。 この ような状況の も とに海外情報の需要は従来 に

も増 して急激 な高 ま りをみせ てお り,海 外情報 を的確かつ迅速に収集 し,

分析す る ことが大 きな課題にな ってい る。

例 えば,

① 海外情報 を得 るため海外の新聞,雑 誌等の輸入量が年 々増加 している。

②DIALOG,MARK皿 な ど国 際 間 の デー タ通信 システムを利 用 した

情報サ ー ビスが普及 して,国 内で入手で きる海外情報量は極 めて大 き く

な ってい る。

③ 日経NEEDS-IRな どわが国のオ ンラ イン情報 サー ビスシ ステムに

よる デー タベー スも,海 外情報を得 る一手段 として利用 され てい る。

等が あげ られ,こ うした傾 向は さらに増大す る と予測される。そのため海

外情報 に対す る分類 ・索 引の作成,抄 録 ・翻訳等の処理が容易 に行 える必

要が ある。

しか し,膨 大な情報量 に対 して人間が手作業で処理 を行 うには 自ず と限

界が あ り,コ ンピュー タを利用 した 自動的な分類,イ ンデ ックス作成,翻

訳等の処理 システムの開発が望まれ てい る。

第2の 特色は情報需要の 「総合化」傾向である。

従来の文章 情報の検索は,デ ータベー スか ら個別の情報 をと り出す こと

が中心であ った。今後は従 来の検索につ け加 えて,デ ー タベー スに蓄積 さ
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れた文章情報の内容を把握 し,要 点を分 析す ることが極めて重要視 され て

いる。

た とえば カン トリー ・リスク,経 済安全保障,通 商摩擦等の テーマに と

り組む ことを考 えてみ よう。 これ らの テーマに対処す るには個 々の断片的

な情報 を抽出す るだけでは問題点を理解することが容易でな く,不 十 分で

ある。 個々の情報では把握 しに くいこれ らの テーマに関係す る情報 を分析

して内容の傾向や特徴を簡 単に取 り出せ るようにす るこ とが必要で ある。

また,利 用可能な情報量が膨大 になるにつれて,利 用者がす べての情報に

あた ってみ ることは不可能 になってきてい る。政治 ・経済 ・社会問題が顕

著にな る前にあらか じめ予知で きるようにす るには,デ ー タベースの情報

か ら何 らかの方法に よって,見 落 しがちな変化やわずかな兆候 を発 見す る

ことが重要である。

一方,こ の よ うな需 要 に対 し,最 近の情報解析技術の進歩,あ るいは

デー タベー スの普及等 によ り,情 報の総合的利用の条件が整いつつ ある。

第3の 特色は,情 報需要の 「多様化」傾向である。

この傾向は従来か らみ られ るが,近 年著 しく強まってい る。

その背景 としては,情 報 を必要 とす る需要者の拡大が挙げ られる。大企

業 に偏 よ りが ちであ った情報需要者は中小企業,家 庭 ・個人へ広が りをみ

せ てい る。また企業内では,特 定の部門(た とえぼ調査部門)に 集中 しが

ちで あ った需要が,あ らゆ る部 門に拡大 してきてい る。 この ように専門家

か らいわゆ る情報の"素 人"に いた る まで情 報 を 求 める層が広が ってい

る。

需要者層の広が りに伴 って,情 報の利用 目的 ・利用方法は急速に拡大 し,

その要求内容は極めて多様化 している。個 々の需要者の要 求を満たすた め

には,需 要 に応 じて処理方法 ・提供方法 ・提供媒体 ・提供形態等を,利 用

者が 自由に選べ るような需要者 オ リエ ンテ ッドなサー ビスができるシステ

ムの開発が求め られてい る。
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(21総 合解析 システムの必要性

前項で述べたよ うに,最 近の情報需要は新 しい傾向を示 してお り,こ の

傾 向は今後 さらに強 まるもの と予測 され る。

このため,需 要者が求めてい る情報は質 ・量 ともに拡大 し,需 要者は単

にデータベー スか ら検索 して提供を うけ るだけではな く,さ まざまな 目的

に応 じた需要者本位のサー ビスを要 求 している。

しか し,現 在の データベース利用 システムで対応す るには限界が あ り,

よ り的確に ニーズに対応す るためには,個 々の情報を利 用者が望 むかた ち

で提供でき るよ う加工分析 し,そ の うえ,そ れ らの情報 を有機的に組み合

わせ て解 析 し,総 合化できる処理 システム ー 総合解析 システム ー の開

発が必要 にな ってい る。

総合解析 システムの主要 な機 能は,以 下 の とお りである。

① 文章情報 を分析 して内容を把握す る解析能 力

・文章 情報 を定量化する機能

・情報 内容の時系列的分析ができる機能

・キー ワー ド間の構造分析機 能

② 文章情報 を処理す るための言語処理能 力

・利 用者が希望す る言語で情報 を入手できるための翻訳機 能

・利 用者が検索 しやすい ように,蓄 積対象の文章情報 のキーワー ドを設

定 した り,索 引を作成する機能

③ 文章情報 デー タベー スと,数 値 デー タベー スを組み合わせ て分析す る

機能

④ その他

・文章情報 のなかか ら数値 データ部分 を抽出す る機能
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2.2総 合解析システムの概念像

(1)シ ステムの 目的

文章情報総合解析 システムは,大 量 の文章情報を データベー スに蓄積 し,

これ を検索 ・内容分析す ることによって,事 態の客観的 な把握 ・将来動向

の予測 ・仮説の検証な どに役 立つ データを提供す ることを 目的 とし,政 策

の立案や決定,企 業の経営計 画の策定な どに際 して,有 力なサ ポー トシス

テムとして機能す ることをめ ざしている。

文章情報の デー タベー ス化 には,キ ー ワー ドの付与をは じめとす る文章

の解析 ・加工作業が必要である。一般に,日 本語文章情報 におい ては,こ

れ らの作業はほ とん ど人手で行 わ れ て い るた めに,多 くの時 間 ・労力 ・

コス トがかか り,文 章情報 データベー スの量的な不足と,ア ップ ・ツー ・

デー トな情報を タイム リーに利 用できない原因 とな ってい る。また,文 章

情報の 内容分析にいた っては,利 用者個人の能 力(読 解力や 分析 力)に 依

存 してい るのが現状である。

総合解析シ ステムは,文 章情報利用における人間系作業依存の現状か ら

脱 して,機 械による文章の解析 ・加 工 を行 って デ ー タベ ース化 を容易 に

す るとともに,定 量分析な ど内容分析を行い,さ らに言語の異 なる文章情

報利用のため機械翻 訳 を 行 う シス テ ムで あ り,こ れ によって文章情報の

高度な利用の促進 に役 立つ ことが期待 される。

(2}シ ステムの適用範 囲

総合解析 シ ステムが取 り扱 う文章情報はその主題 とす る分野や 言語を問

わない,と い うのがあるべ き姿である。すなわち,そ の主題が,政 治 ・経済

・外交 ・産業 ・社会 のいずれの分野であ っても,そ れぞれ に即 した解 析や

内容分析が実行で きることが必要である。

また,外 国語の文献の解析や,利 用者が希望す る言語での出力,日 本語

情報の海外への伝播 などのための翻訳 も,文 章情報の総合利 用の うえで欠

かす ことができない。 したが って総合解析 システムには,日 本語は もとよ
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り,英 語 をは じめとす る主要 な外国語の解析や,こ れ らの言語を双方向に

翻訳す ることが,究 極的には求め られ る。

例 えば以下の ような分野での利用が期待で きる。

① 企業経営 ・政策等意思決定への支援

・カン トリー ・リスク分析

・エネルギー問題分析

・通商問題分析

・経済安全保障分析

・マーケテ ィングへの応用

・新製品開発計画への応用

・広告 ・PRへ の応用

・国際会議 の運営補助 等

② 公共サ ー ビス

・海 外情報 の 日本語翻訳サー ビス

・図書館の インデ ックス発行サ ー ビス 等

この他,利 用 してい く過程 におい て更に有効な使い道が数多 く見い 出 さ

れ ると予測 され る。

(3)シ ステム機 能の概要

文章情報の総合解析は,概 念的 には,文 章を構文的 ・意味論的に解析す

るプロセ ス(基 礎解析)と,基 礎解析の結果を分析 ・編集 ・合成 して利用

者が求める情報 を,希 望す る形態,言 語で出力す るプ ロセ ス,の2段 階の

過程 を経 て達成 され る。後段 の プロセスは,検 索 ・内容分析 と翻訳 との2

っの プロセスに大 別され,利 用者の選択によ って,必 要 な処 理 が 行 わ れ

る。 また,い ずれの プロセ スにおい ても辞書や文法規 則など知識ベー スの

助けが不可欠なことはい うまで もない。

す なわ ち,基 礎解析,検 索,内 容分析,翻 訳,知 識 ベースの5つ が総合

解析 システムとして具備すべ き機能である。
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以下 にそれぞれの機能の概要や要件を述べる。

基礎解析は,通 常の文章を対象に形態素解析,構 文 解 析 等 を行 って,

検索 ・内容分析や翻訳に使用す る二次情報を作成す る。二次情報は,一 元

的なデータ構造で蓄積 され,検 索や内容分析のための キーワー ド等はも と

よ り,機 械翻訳に必要 な中間言語的な要素等で構成 され る。 したが って,

基礎解析の解析結果如何が,シ ステム全体の性能を左右す ることになるわ

けで,き わめて精緻 ・高度な処理能力が要求 され る。前述 したよ うに,キ

ー ワー ド付与な どの作業は,現 状ではほ とん ど人手を介 しているが,こ れ

に要す る時間や コス ト,個 人差に よる精粗のば らつきな どを考 えると,機

械による二次清報の作成は,文 章情報利用促進の うえで,大 きな役割を果

たす ものであ る。

これ らの二次情報は,次 の プロセスの効率化だけでな く,単 語の意味の

変化を蓄積す るな ど後述す る知識ベ ースの基礎情報 として,デ ータベー ス

化を図ることが望ま しい。

検索機能は,一 次情報 ・二次情報 デー タベースか ら,利 用者が求める情

報 を抽 出す る。適合率 ・再現率 など検索効率の 向上,使 いやす さ,多 様 な

検索手段 などが求め られ る。検索 され た情報は アウ トプ ットされ,ま たは

内容分析や翻訳へ の インプ ッ トとな る。

内容分析は,基 礎解析 によって抽出されたキ ー ワー ド・事実情報な どを

利用 して定量分 析な どを行い,潜 在的な事象や傾 向を示す データを取 り出

す 役割 を果たす。分析の方法は,単 語の頻度分析 をは じめ,多 様な手法が考

えられ,分 析 目的に合致 した最適な ものが選べ る必要 がある。分析の結果

は,数 値で示すぼか りで な く,必 要に応 じて図や グラフで表わす ことが望

ま しい。定量分析のほか には,単 語を再編集 して インデ ックスや抄録を作

成す る文章の要約 化の機能 も,内 容分析の任務 となろ う。

翻訳 は,二 次情報 データベー ス を利 用 して 行 われ る。一般に,機 械翻

訳は解析→合成の プロセ スをたどるが,総 合解析 システムでは,解 析の フ
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エーズは,基 礎解析に委ね,翻 訳は合成 フェーズのみ を担当す ることとす

る。 これは文章情報 の内容分析を行 うための解析 と,機 械翻訳 のための解

析が,内 容的に軌を一にす ることにより,重 復 を避ける 目的か ら,こ のよ

うな機能分担が望 ましい と考 えるか らで ある。

以上の諸機能が実用上,有 効に働 くために,辞 書や文法規 則等の知識ベ

ー スが必要 となる。特 に総合解析 システムが,対 象とす る文章情報の分野

や 言語を限定 しない汎用的 な機能を備 えるこ とをめざす以上は,そ れぞれ

の分野 ・言語に適応 した知識ベー スを個 々に装備す る必要がある。知識 ベ

ー スの作成には,人 手 によるデー タ入力をは じめ,既 存の機械可読型 デー

タの入力や基礎解析 の結果の活用な ど,様 々な手段が考 えられ るが,日 々

更新 され る必要性か らみ て,自 動増殖機能を具備す るこ とが重要で ある。

(4}シ ステムの拡張性

以上述べ てきたことは総合解析 システムの理想の姿であ り,こ れ らの機

能を完全に装備す ることは,現 状の技術 レベルでは困難であろ う。 しか し,

文章情報 総合利用の促進のため,本 システムの開発は急務であ り,技 術 の

進歩 を待 っていたず らに時を過 ごす ことは避けるべきで あろ う。

総合解析 システムの開発は,一 度に高度な レベルの システムの完成をめ

ざす のではな く,現 存 の技術 をもれ な く取 り入れた うえ,限 定 された機能

の システムを実現 させ るこ とが,最 善の道 と考 える。重要なことは,今 後

の技術進 歩や研 究開発の成果を逐 次吸収 できるよう,シ ステムの拡張性 に

特に配慮す ることで ある。

2.3基 礎解析サブシステム

(1)位 置 づ け

基礎解析の 目的は 日本語,英 語等の ソー ス言語で表現 され てい る一 次情

報 に言語解 析,加 工 処 理 を行 い,そ の 結果を二次情報 として蓄積 し,次

の ステ ップである内容分析,検 索あるいは翻訳 などが効果的に行 えるよう
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にす ることであ る。

基礎解析の対象 となる一 次情報は言語,デ ー タ属性等に よって多種多様

な形態が考 えられる。

入力 された一次情報の基礎解析処理 フローは図2-2に 示す処理要素で

構成 され る。

。 形態素解析

。 構文解析

。 意味解析

二次 情 報

データベース

検 索サブシステム

内容 分析サ ブシ ステム

翻訳 サブシ ステム

図2-2基 礎 解析 サ ブ シ ステ ム
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。 文脈解析

これ らの一連の処理は シ ソーラス,専 門語辞書,一 般語辞書,不 要語辞

書などの 自立語辞書や文法辞書 などの知識ベー スを参照 しなが ら行 われ る。

二次情報の利用 目的,す なわち内容分析や検 索,翻 訳 の要求 レベルによ

って一次情報 の基礎解析の処理内容は異 なるが,次 の情報 を二次情報 とし

て生 成す る。

。 文章ID

。 書誌的情報

。 本文

oキ ーワー ド

。 事実情報

。 機械翻訳用中間言語

② 機 能

文章情報 を一 次情報 として入力 し,二 次情報 を生成す る基礎解析処理は

自然言語処理技術が基本 となる。文章解析は大 き く分け て形態素解析,構

文解析,意 味解析,文 脈解析に分類できる。 二次情報は,こ れ らの各処理

の結果 として生 成され る。

形態素解析か ら文脈解析 までのそれぞれの処理は,必 ず しも完全に分離

できるものでな く,相 互に補完す る関係 にある。構文的 な解析はかな り行

われ ているが,文 脈処理は高度な知能処理であ るため,未 だ研究の初歩的

段階にあ る。

以下に,基 礎解析 サ ブシ ステムの構成技術 と処理概要 を示す。

(a)形 態素解析

形態素解析の処理 内容 は単語認識,品 詞判定,複 合語 生成 ・分割等が

主要 なもので ある。 日本語解析の場合,分 ち書 きの習慣 のない言語であ

ることか ら,最 終的な語への分割 は文の解析 が終 った時点で明確になる。

英語のよ うに分 ち書 きのある言語では,こ の種の問題点はない。
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一連の解析処理では活用語辞書,付 属語 辞書,生 成 ・分割情報辞書

(複合語生 成 ・分割)な どの文法辞書 をもとに,一 般語辞書,専 門語辞

書,関 連語辞書(シ ソ「 ラス),不 要語辞書,利 用者辞書 を用い て語の

認識を行 う。

(b)構 文解析,意 味解析,文 脈解 析

形態素解析処理 によ って得 られた文の各要素について,相 互の文法的

な構造を明確 にす ることが構文解析である。

形態素解析,構 文解析処理における困難な問題 点は 「暖昧 さ」の除去で

ある。

意味解析 とは,曖 昧 さを除去 して文の各要素の意味構造 を確定す るこ

とである。

曖昧 さの要因には多品詞語,多 義語,異 形同義語,省 略,代 名詞 およ

び指示詞等の使用,さ らには統語論的暖昧 さがある。

これ らの暖昧 さは本質的には,文 脈解析での意味処理によ って解決 さ

れ るべ きもので あるが,こ の ために多 くの課題が現在研究の途上にある。

基礎解析の各処理過程で創成 され る各種の二次情報は情報検索,内 容分

析,翻 訳処理の入力情報 として使われ る。図2-3は 二次情報 と利用 内容

の関係を示 した もの である。
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基 礎 解 析

尋

キーワー ド

数値情報

文章ID

書誌 情報

Q ∪ o

二次情報

データベース

翻 訳

単語頻度 ・出現属性

図2-3基 礎解析処理 データの利用

例 えぼ,キ ーワー ドの抽 出結果は,情 報検索分野か ら利用 される。文章

情報を入力 し,単 語認識,品 詞判定,複 合語生成 ・分割等の形態素解析処

理 に基づ き,シ ソー ラス,ス トップワー ド(不 要語)等 の辞書を用いて該
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当 キー ワー ドを抽 出す る。 表2-2に は,こ の処理 技 術 の構 成 を示 す 。

表2-2キ ー ワー ド抽 出の 構 成技 術

技 術 項 目(詳 細)
ン 英 語 日本語

自

然

語

の

解

析

入力テキス ト編集

(誤 字抽出/修 正技術)
○ ○

形

態

素

解

析

単 語 認 識 一 ○

品 詞 判 定 ○ ○

複 合 語

分 割 一 ○

生 成 ○ ○

文 法 処 理

(活 用形,接 辞,数 詞,送 り仮名)
○ ○

構 文 解 析 △ △

意 味 解 析 △ △

、

自

然

語

の

加

工

不 要 語 の 除 去

(ス トップ ・ワー ド)
○ ○

関 連 語 の 処 理

(同 義語 の統一,表 記法の統一)
○ ○

出力 テ キス ト編 集

(入 手 による修正)
○ ○

辞

書

自 立 語 辞 書
。 一 般 語 辞 書
。 専 門 語 辞 書
。 関 連 語 辞 書
O不 要 語 辞 書
○ 利 用 者 辞 書

・ ○

、

・ ○

文 法 辞 書
o活 用 語 辞 書
。 付 属 語 辞 書
。 分 割 情報 辞書 }9 }・

種△:場 合 によって必要,○:必 須,
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一方,翻 訳処理で は基礎解析の解析 レベルによ り各々の 自然言語に依存

した方式 と 自然言語 に依存 しないユニバーサルな方式 の2つ の方式がある。

前者は トランスフ ァー方式 と呼ばれ,タ ーゲ ット言語文 を生成す るために

ソース言語依存の内部表現か らターゲ ッ ト言語依存の内部表現に変換す る。

後者は ピボ ッ ト言語方式 と呼ばれ,ユ ニバーサルな意味構造を持 ってお り

ソー ス言語,タ ーゲ ッ ト言語の各 々の個別言語に依存 しないので,原 理的

には多言語間 の翻訳 が可能 となる。従 って,基 礎解析では,解 析 レベルに

応 じて二 次情報 の生 成内容が異な る。

2.4検 索 サブ シ ステ ム

(1)位 置 づ け

文章 情 報 デ ー タベ ー スを 有 効 に活 用 す る た め に,ま ず 検 索 効率 の 高 い,

使 い 易 い情 報 検 索機 能 を備 え てい なけ れ ば な らない 。情 報 検 索 の対 象 は新

聞の 全 文記 事 の一 次情 報 に加 え,抄 録 デー タ等 をベ ー スに した二 次情 報 デ

ー タベ ー スも容 易 に検 索 で き る よ うにす る。

(2)機 能

各種 の オ ン ラ イ ン情 報 検 索 サ ー ビスの 普 及 に よ り,文 章 情 報(文 献情報)

の検 索 は か な り一 般 化 しつ つ あ る。現 在 一 般 に 用い られ てい る検 索方 法 は,

キ ー ワー ドあ るい は フ リー ター ムの マ ッチ ン グに よ る語 レベ ルの 検 索 で あ

る 。基 本 的 に は,次 の よ うな検 索 機 能が 考 えられ る。

① 検 索 効 率 の 向上 を図 るた めの シ ソー ラ ス活 用機 能

② 全 文 検 索,文 字 列 検 索,近 接 検 索 な ど と呼 ば れ る フ リー テキ ス ト・サ

ーチ の機 能

③ 通 常 の遡 及 検 索(RetrospectiveSerch)の 他 に,新 し い 情 報 が 到

着す ることに,あ らか じめ登録 してある質問に該 当す る情報 を検索す るSDI

(SelectiveDisseminationofInformation)の 機i能
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内容分析 サブシステム

翻訳サブシステム

図2-4検 索 サ ブシ ステ ム

2.5内 容 分析サブシステム

(D位 置 づ け

一 次情報がその ままの形で利用者の ニーズを満たす場合 もあるが
,大 量

の文章情報全体が示す意味 を把握 したい,あ るいは要点のみを知 りたい等

の高度 な処理 を必要 とす る形で要求 され る場合 もある。

内容分析は文章情報 を定量化 して利用 した り,大 量の文章 をサマライズ

した りす る機能で ある。

(2)機 能

内容分析機能は,以 下 に述べ るよ り高度 な検索 ニーズをサポー トした り,

分析 ニー ズに対応す る機能で ある。

前者は,キ ー ワー ドの文 中での使われ方や役割を分析 し,主 体,客 体,

時,場 所,活 動等の属性をキーワー ドに持たせ て検索に利用す る。 また,

名詞(キ ー ワー ド)だ けでな く,動 詞,形 容詞等 との述語 に対す る関係 を

始め,各 語間の関係 を格構造の形で とらえ,検 索に利 用す る。
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さらに,文 単位での意 味内容が組み合 され て,文 章全体の意味内容が分

析 され,そ れ に基づ く検 索が行われ る。G.Saltonに よるrSMART情

報検索システム」な どは,そ の試みの1つ であ るが,本 格的な システムの

実現には知識 推論 レベルの高度 な技術開発が必要で ある。

後者 の内容 分析の ニーズに対応す る機 能 としては大量の文章情報を有効

に活用するため,文 章情報 を数量化 して定量的に扱 う機能 と,報 告書 な ど

の長文 の文章 を抄録 な どの形 に集約化す る機能が要 求され る。

定量化利用 の第1ス テ ップは,ま ず文章情報 を数量化す る ことである。

文章情報を数量化す る最 も基本的な方法は,文 章中に出現す る単語の頻

度 を分析する方法であ る。 時系列的 に出現頻度を分析す る単純 な方法か ら,

語の 同時 出現を分析 して相関を調べ た り,さ らには多次元の角度か ら語 を

数量化 し表2-3に 示す多変量解析 など,各 種の解析 システムが考えられる。

単語の出現頻度分析 だけでは,あ る主題が好 意的 に扱われてい るのか,

中立的なのか,あ るい は敵対的なのかを知 ることはで きない。従 って,文

レベルの分析 によ り述語 とそれ を修飾す る格の内容 をと りだす と同時に,

主題に対す る態度の強度等 を定量化する こと,さ らには,各 文の内容を主

(注)体 交は客体 ごと
にま とめ,文 章全体 としての態 度を定量化す る機能が必要

である。

第2の ステ ップは,政 策決定の プロセ スをモデル化 し,数 量化 され た文

章情報をモデルに組込む ことで ある。政策決定 モデルは カン トリー ・リス

ク分析,エ ネルギー問題分析な ど,問 題分野別 に作成 され る。例 えば,相

手 国の文書,メ ッセージが 内容分析 され てモデルに インプ ッ トされ,自 国

のと り得 る政策を変数 としてシ ミュレー トし,・その中か ら最適解を選 んで

政 策を決定す る。 こ うした デシジ ョン ・サポー ト・システム としての機能

が,総 合解析 システムには強 く要 求され る。

(注)第4章4.3及 び4.4で 紹介されている"GeneralInquine"は,こ うした機能を持つ
総合的内容分析システムとして開発されている。
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表2-3多 種多変量解析

パ タ ー ン 目 的

ノ

使 用 す る 分 析

量のデータのみ

の場合

質 に関す るデー

タまたは量 のデ
ータも含む時

質に関す るデー

タのみの場合

1型 予測式(関 係式)の 発見
量の推定

重回帰分析
正準相関分析 数量化分析1類

2型 標本の分類
質の推定

判別分析

`

数量化分析皿類
分割表 の分析

ク ラス ター分析

3型

多変量の統合整理
(減 らす)

変量の分類,代 表変量の
発見(選 定)

主成分分析

因子分析

数量化分析皿類

w類
潜在構造分析

4型 分 析 の 検 定

(testに よ るjustjfy)
分散分析

検・・ブ・・テ・く コ

二 次 情 報

データベース

翻訳サ ブシステム

図2-5内 容 分 析 サ ブシ ス テム
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2.6翻 訳 サブシステム

(1)位 置 づ け

日本語の文章のみ な らず海外の文章情報 も同様に処理 を可能 とす るため

に,翻 訳機能が必要 である。機械翻訳の レベルを図示す ると,図2-6の

様にな る。 図の左半分が,入 力文を解 析する部分で あ り,右 半分は,出 力

文 を生成す る部分で ある。 図の様に,文 の解析,生 成は さらに多数の レベ

ルに分割 され ている。

入力 された テキス トに対 して,ま ず 形態素解析がな され る。形態素解析

とは,単 語認識,品 詞判定,複 合語分割,語 形変化の認識な どがな され る

事を言い,そ の解析後の情報は,そ の まま次の構文解析の入力 となる。構

文解析では,形 態素解析 された情報 によ り,1つ の文章の解析を行 う。そ

⑤

図2-6機 械 翻 訳 の レベ ル
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の手法 には,ボ トムア ップ解析 と,ト ップダウン解析の2つ の方法が一般

的に用 られ てい る。構文解析での問題点は,文 法的に正 しい幾通 りもの構

造が解析 され る事で あ り㌧この レベルでは,そ れ らの構造か ら意味的に最

適な構造 を選び 出す事 は困難で ある。 その選択は,次 の レベルの意味解析

に任 され る。意味解析は,1つ の単語が,複 数の品詞,複 数の語義を持つ

事 に起因す るあい まい さを是正す るためになされ る。次の レベルの文 脈解

析 とこの意味解析につい ては,ま だ多 くの研究を必要 としてお り,今 後 ど

の様に発展 してい くかは現在の ところ未知の部分が多い。

本 システムでは,図2-6に 示 され る左半分の解析部分は,す べ て基礎

解析でな され る。

解析の結果は,二 次情報 の中に格納 され る。翻訳では,そ の情報 よ り,

目的 とす る言語の生 成が主な機能 とな る。本 システムにおけ る機械翻訳 シ

ステムの位置づ けを図示す ると図2-7の 様 になる。

以下,そ の概略 について述べ る。
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検索結果
分析 結果

二次情報

データベース

Y

/

文脈生 成

占

意味 生成

構 文生成

形態素生成

ー

後 編 集

人
翻訳結果

〉

(2)機 能

(a)文 の 生 成

図2-7

Q
基礎解析サブンステム

翻 訳 サ ブ シ ス テム

文の生成には,文 脈生成,意 味生 成,構 文生成,形 態素生成がある。

まず,文 脈全体か ら適切な主語,代 名詞等 の生成を行い,次 に,タ ーゲ

ッ ト言語 に適 した意味表現の生 成を行 う。 さらにター ゲッ ト言語の文法

に添 って構文の生成を行い,最 後に形態 素生 成を行 うとい う手順で進め

られ る。翻訳においては,言 語間における スタイルの違いに よる読みづ

らさが問題 となるが,文 の生成で どの程度それ が是正 され るかは,現 在

の ところ 明らかでない。結果的には,生 成後の文 をそのまま利用す る事

は困難 とな る場合が多 く,そ の後の編集 に委ね られ る所が大 ぎい。

(b)後 編 集
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文の生成に も述べた様 に,言 語間の スタイルの違いは,機 械翻訳 シ ス

テムの現在の技術 レベルからはどうする事もできない。例 えば,英 語では

関係代名詞 を使 った長々 しい文章がかな り一般的に使用 され るが,そ れ

を 日本語 に翻訳す る場合 には,複 数の文章に分割 し,か つ,そ の順序を

入れか える事に よって,は るかに読み易 くな る事が多い。

人間の手で翻訳 を行 う場合 には,こ の様 な事は,ご く一般的に行われ

てい るが,技 術的に機械の実現は当分期待で きない。 そこで ,人 手 によ

る後編集が必要にな って くる。

後編集で人間に委 ね られ る項 目として,次 のものがあげ られ る。

。誤訳の修正

。読みづ らさの是正

。形式の整理

・数式,化 学 式,図 表の挿入

。場合によ っては注釈の挿入 等

2.7二 次情報デーーータベ ース

(1)役 割

一次情報 は
,基 礎解析機能によ り,文 章情報の高度利用が可能な内部形

式 に加工 され,二 次情報 デー タベー スに蓄積 される。

二次情報 データベー スは,文 章情報の多様な利用要 求にかな う総合的な

変換形 式を整 えていなければな らない。多様な利用要求 に対応す るための

内部情報構 造は,共 通な点 も多いが,そ れぞれ 固有な属性も要 求され る。

(a)検 索

書誌的情報,標 題 ・見出 し,抄 録,本 文等の蓄積情報及び検索 を効率

的 に行 うためのキー ワー ドが 必要である。

(b)内 容分析

① 内容検索
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文章レベルあるいは文 レベルでの意味内容の解釈 を可能 とす る情報構

造が要求 され る。

② 定量化分析

統計的分析手法 による内容分析 を行 う場合には,文 章や文 中に出現

す るキーワー ド(単 語 ・複合語)及 びその出現属性が取 り出 され るよ

うにな っていなければ な らない。

(c)翻 訳

文章情報 データベー スの検索 ・分析結果を,そ の利用 目的に応 じた言

語で 出力す るために,任 意の ターゲ ッ ト言語へ変換可能な中間言語形式

で表現 され ていなければ な らない。

(2}二 次情報の構造

以上の要件 を考慮す ると,二 次情報 の蓄積構造 は,概 略次の とお りとな

る。

(a)文 章ID

本 システムに蓄積 され る順に付与 される文章番号で ある。本 システム

内での個 々の文章情報を一意に識 別す るた めに用いる。

(b)書 誌的情報

・標題 ・見出 し

・出典

・著者

・発行(掲 載)年 月 日

・発行所 な どの原文情報

(c)本 文

(d)キ ーワー ド

解析の過程で抽 出 した語の うち,文 章全体の意味 内容の表現 に重要な

役割 をなす もの と認定 され たものに,文 中での様態 を付加 した内部情報

である。
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(e)事 実情報

文章中の各文単位で 述べ られ ている事実 ・傾向などの意味 内容 を表現

した 内部形式の情報 である。

意味表現方法は,現 在実用化 され てい るもの,あ るいは研 究 レベルの

ものな どい くつか考 えられ るが,一 般 によ く用い られている格文法解析

に意味論的 ・語用論的な処理を加 えた ものが有効 と思われ る。

すなわ ち,意 味 内容を文中での述語 と,そ れに係 る格を5WIHで と

らえ,文 節単位での統一的な構造で表現す る方法を とる。

whowhenwherewhyhow

文 ・文 節ID,述 語(主 格 ・客 体 格,時 間 格,場 所 格,原 因 ・理 由格,手 段 ・方 法 格

what

対象格)述 語様態

この構造では,文 中での他の文節あるいは文章中での他の文 との概念

構造 を導入す ることによ り,は じめ て事実情報の表現が達成 され る と思

われ る。従 って,上 記 のそれぞれの格要素には語の見出しIDに,文 中

あるいは文章中で関係す る構造 データへの連結子(文 ・文節ID)も 付

加 される。

述語様態は,そ の述語が文中で修飾 され る様態(時 制,様 相,法,肯

定 ・否定な ど)の 情報であ る。

この方法で内部表現す る事 実情報 は,デ ー タの独 立性 ・探索の一貫性

を保持す るために,方 法論の確 立 したデー タ構造 としての リレーシ ョナ

ル ・モデルな どへの写像が考 えられ る。

上記の構造で文章情報を加工 ・蓄積す ることによ り,意 味 内容に立入

っての高度な検索 ・分析に対応す ることが可能である。 更に,文 章中の事

実情報間の関連を文章 レベルで探索することによ り,文 章全体の意味内

容 インデ ックスを作成す る 「自動 インデ ックス機能 」や文章内容の要約
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を作成す る 「自動抄録機 能」の実現へ と発 展 させ ることができる。

(f)機 械翻訳用中間言語

標題 ・見 出 し,本 文な どは原文の まXの 蓄積の他に他言語への文章生

成を可能 とす るために,中 間言語形式で蓄 えてお く必要がある。機 械翻

訳の中間構造は,特 定言語に依存 しない普遍的な表現 をも意識 し,複 数

言語翻訳への拡張性 を考慮 してお く。また,前 記の事実情報 との構造上

の差 は予想 されるが,意 味的 な把握の観点か ら事実情報データへの接続

あるいは相互の構造の融合 につい て検討 してお く必要がある。

2.8知 識 ベ ー ス

川 位 置 づ け

近年,自 然言 語処理におい て,処 理の対象 デー タや アル ゴ リズムか ら独

立 した独 自の 「知識要素」の設定の必要性 が提起 され,そ の重要度がます

ます強 ま ってきてい る。本節では,総 合解析 システムにおいて 「知識ベー

ス」 として設定 されたその要素の役割 りとそこで満たすべ き機能に関 して

その概略 を述べ ることとす る。

知識ベ ー スを独立 して設定すべ きとす る点 を次にかかげる。

① アル ゴリズムとの独立

知識ベー スが 運用され る時点におい て,先 験的 な情報(広 義の 「知識」)

を プ ログラム/手 続 きか ら分離 して扱 う。

② 個別処理(目 的)と の独立

シ ステムの総合性を確保する上で,個 別の処理か ら独立した 「知識」

を設定す る。

しか し,手 続 きには極めて知的な部分が あ り,そ のかな りの部分は知

識 ベー スと不可分 なものであ り,目 的か ら離れた知識 ベー スの構築はな

か なか困難であ る。 そこで,独 立性の確保 には,高 度な配慮が求め られ

るこ とに留意 しつつ,む しろ,ア ル ゴリズムと対象データの側か ら知識
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ベ ースを増殖 してい く機能を考慮す ることとす る
。

次に,知 識ベー スとのかかわ りか ら,総 合解析 システムの各要素の動

きを粗描 してみ る。'

基礎解析では,用 意 された語彙情報(辞 書)を 適用 しなが ら,規 則に

よ り定 め られた操作が施 され,文 章情報が コンピュータ内部表現に構造

化 され る。 この際,必 要 に応 じて 「知識」が援用 され る
。

内容分析では,基 礎解析 と類似の操作 によ り質問文の解析が なされ
,

回答探索,推 論,モ デル分析な どの構造化 された文章情報間の操 作 も
,

辞書,規 則,知 識を用いた操作によ り実現 される。 また,回 答すべ き内

容に対 して,知 識を用いた規則適用 と語彙の挿入 を行 って,回 答文が生

成 され る。

機械翻訳の場合 も,必 要 とされ る辞書,規 則などは異なっていても,お

お よそ以上 と同様 の操作がな され る。すなわ ち,ソ ース言語の解析 にお

い ては,基 礎解析で行われ るような操作が,ソ ー ス言語か らター ゲ ッ ト

言語へ の移行に際 しては,内 容検索な どで も必要 となる。構造 化 された

文章情報間の変換 処理が,そ してターゲ ッ ト言語の生成の為 には
,回 答

文の生成 と同様な操作が行われ る。

以下では,知 識ベー スを辞書,規 則,知 識表現の3つ の要 素に分解 し
,

それ に,そ れ らを維持運用 してい くためのサ ポー ト系を加 えた
,各 要 素

につい て述べ る。なお,辞 書,規 則,知 識表現の間の境界は必ずしも明確で

はな く,そ の各 々につい て他で代用す るよ うな場合 ,他 と組合せ ては じ

めて機能す る場合,更 には アル ゴリズム等でそれ らの機能 を大部分吸収

す る場合 とい った系の実現形態 もあ りうる。

(2J辞 書

コンピュー タによる自然言語処理 のための辞書は
,人 間が参照す るため

の伝統的 な辞書 と異 な り,厳 密な論理性 をもってい る必要がある
。場合 に

よ っては,人 間が用い ている辞書 とは,全 く異 った構 成 と構造 をもつ もの
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であってもか まわない。 しか し,文 法理論の発展 と共 に,近 年,辞 書へ の

一般的な考察が深 まってお り,少 な くとも論理的 な意味では,コ ンピュー

タ用辞書を特別扱いす る必要 はないのではないか と思われ る。

以上 を踏ま えて,知 識ベー スにおける辞書に関す る各事項につい て記す。

(a)辞 書の種類

論理的には,次 の様な基準に対応 して複数種 の辞書が必要 となる。

① 言語の別に対応 した辞書

② 解析,生 成,各 内部操作の処理 フェーズに対応 した辞書

③ 適用 目的の種類に対応 した辞書

(b)辞 書の構造

個別記述 と全体記述に分かれ る。

① 語彙情報

「単語」の各 々に関す る構文情報,意 味情報 など。

② 共通情報

辞書の ファイル としてのヘ ッダ情報 と辞書規則など。

(C)登 録語の問題

登録範囲,形 態の扱い等 によ り辞書 内の項 目,辞 書の用い方等 も異 な

ってくる。

① 登録範囲

対象 とな りうる文章情報 の全 ての語が収納 され てい ることを原則 と

す るもの と,一 部のみを登録す ることで 目的を達 し うるよ うな特別の

場合。

合成語な どを含めた膨大な専門語などを登録 したもの と,数 万語程

度の一般語を中心 として対処す る場合。

② 形態の扱い

活用,派 生,熟 語,合 成語,同 形異義(異 品詞),呉 織語 に対す る

扱い。
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(d)構 文情報

各語彙の構文情報は語 自体の分類 と,前 後に出現 しうる語の分類の2

種類の 内容を もつ。

① 構文 カテゴ リ

「動詞」,「 名詞」 とい った,そ の語 自体の 「品詞」。

② 構文的文脈情報

語の文中での役割に応 じて細分化をした構文情報。

他の語 との関係で,前 後に出現 しうる語 を構文情報 で指定す る。例

えば,補 語 として形容詞を とることができるとい う情報 である。 しか

し,こ の情報 は構文 カテ ゴリの細分類 として実現す る場合が多い。

(e)意 味情報

意味情報 に関 しては,必 ず しも理論的に位置づ けが定 ま ってい る訳で

はない。 ここで は,比 較的浅い レベルで,か つ広 く認 め られ てい る 「内

在素性」,「 選択制限」の他に,流 動性をもたせて,「 意味標記」を別

ア イテムとして採用す る。

① 意味 カテゴ リ(意 味標識)

語の内在的 な性格を大きな枠で カテゴ リ化 した もの。

例 えば,名 詞が具象物か否か,動 物か否かな どの カテゴ リである。

・これ らは統語素性 とも見られ る。

意味 カテゴ リは,次 の選択素性 と共に用い られ るが,そ のための カ

テゴリ化にも,曖 昧性が多 く,ま た,際 限な く分類が 細か くなる危険

がある。む しろ,出 来る限 り粗い分類 とす る方が よい。

内容分析 などでは,分 析のための属性値 として,こ うした カテゴ リ

が陽にあ らわれ るが,そ れ らを辞書の意味 カテゴ リと同一視す ること

は留保 してお く必要 がある。

② 意味的文脈情報(選 択素性)

意味 カテゴ リな どを用い て,他 の語 との述語 関係,格 支配関係等 を
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記述 した もの。

例 えば,こ の動詞の主語は,人 間または動作の主体 とな りうるもの

で あ る こ とな ど。 これ は,解 析の あいまい度を解消す るな どの効果

がある一方で,フ ィル タと しての機能を重視 しすぎると,典 型的な文

以外は扱 えない ような事態 となる。

③ 意味記述

語の意味を論理的に表現 した もの。

元来は意味標識の下に,ま たは意味標識 と同一視 して考 えられ るも

のである。 ここでは,①,② を合わせ,精 密化 したもの となろ う。 そ し

て文の意味構造,更 には事実表現 などを組み上げ る上 では,そ の もと

となる情報が意味記述 として記 され ている必要がある。

(f)辞 書規 則

辞書におけ る規 則記述の 自由度を許す ことは,非 常 に強力な効果を生

む。 これは,文 法規 則とは厳密 に区別す る必要がある。

① 辞書全体の規 則

派生語の形態,構 文,意 味生成の パター ンを記述 した規 則な ど。

その他,辞 書項 目の形式記述な ど。

② 語彙毎の規則素性

その語には,ど の規 則が適用で きるか(あ るいは適用 しなけれぼな

らないか)な どの情報のための項 目。

(3}規 則

辞書を補 うよ うな規則は,こ こでは辞書 に吸収 され るもの とす る。また

アル ゴ リズム(プ ログラム)を 補 うための規則 も,こ こでは除 く。

(a)構 文構造 に関す る規則

文章 の統語論的な構造(コ ンピュータ上 での 内部表現 と考 えてよい)

を規定す ると共に,実 際 に表 出され る文の形態 と,内 部表現(深 層構造)

との間の変換操 作を規定す るものである。ほ とん どの場合は,句 構造規
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則またはそれ に何 らかの操作機能を付加 した ものを用い ることになろ う。

構文規則だけによる解析 には,数 多 くの暖昧度を生んでみた り,逆 に解

析 の失敗を場 当 り的な規 則を導入 して救 うことを強い られ るとい った問

題が ある。 そこで,意 味 情報 をも用いた り,意 味解析規則 などを並用す

るとい った方 策が必要 となる。

(b)意 味 に関す る規則

意味に関す る規 則は,構 文規 則との関係において次の よ うに分類 され

る。構文規則の適用に よる変換操作 と同時に意味構造 と表層構造を結び

つける意味規 則 と,内 部的な構文構造 に意味解釈を施 して意味構造を作

る。 あるいはその逆の プロセ スをた どるための意味規 則とで ある。

意味構造の表現法 には必ず しも確定 した ものはないが,多 くのモ デル

は本質的に 「拡張 され た述語 とそのアーギ ュメン ト」 とい った枠組みで

把 えてい る。 モデルの選択はむ しろ,語 彙や意味規 則の記述の仕易 さが

その 目安 となる。

なお,操 作の レベルでは,構 文 レベルと意味 レベル とを分 ける必要 は

ない。両者を融合 した もの として規則を記述する ものもある。

(c)語 用論 的な規則

情報検索,内 容分析では,各 々の文をそれだけで解析 してみ ても,要

求 を満足す るに十 分な情報が得 られない場合が多い。機械翻訳におい て

も,文 の間,文 の外か らの情報が必要 となる事が ある。そ こで,そ れ ら

の メカニズムを記述 した規則が必要 である。

しか し,現 在 こ うした規 則を プログラムか ら分離 して独立 した規 則 と

して表現す る手法は定ま ってい るとは言 えない。現在は,知 識ベー スの

中で開発 され るであろ うそれ らの規則のための記述言語 を準備 してお く

ことが重要で ある。

(4}知 識 表 現

規 則と辞書の語彙情報 とを用い て文の内部を操作す るだけでは抱 えられ
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ない 情 報 内容 が あ る。 それ らは 別 の形 で 表 現 され た 「知識 」 を用い る こ と

に よ り処 理 され る こ とに な ろ う。

(a)シ ソー ラ ス

シ ソー ラ スは語 の 間 の 構造 を表現 した 体 系 で あ る。 その 汎 用 化 は別 の

観 点 か らは,概 念 構 造 の 一般 記 述 とも言 い うる で あ ろ う。 す なわ ち,シ

ソー ラ スは,い くつか の概 念 単位 と して設 定 され た もの の集 合 の構 造 記

述 とな る。 そ れ らは,辞 書 にお け る各 語 彙 の 意 味記 述 の基 ともな る。

しか し,こ の様 な意 味 で の シ ソー ラ スは,現 時 点で は 研 究的 な もの に

止 ま るで あ ろ う。 む しろ,各 分野 に お け る専 門 用 語 の管 理 の た めに一 般

の 検 索 用 シ ソー ラ スと重 複 した形 で 作 成 ・運 用 し てい くこ とが重 要 で あ

る。

(b)事 実 デー タベ ー ス

総 合 解 析 シ ス テ ムに お い ては,二 次 情報 デー タベ ー スを吸 収 して,知

識 を増 殖 し てい く様 な シ ス テム構造 が 望 まれ る。 その た め に は,文 章 解

析 の 技 術 の 高 度 化が 必 要 とな る。

事 実情 報 は 例 えば,述 語 とその アー ギ ュメ ン トの組 を基 と した事 象 レ

コー ドを,リ レー シ ョナル ・モ デル な どで 構 造 化 させ る こ とが 出来 る。

(c)分 析 モ デル ベ ー ス

定 量 化分 析 な どの基 本 的 分 析 モ デル を予 め登 録 してお き,そ れ を加工

し て用い られ る よ うな形 態 が 考 えられ る。 そ の た め に は,そ の モ デル記

述 形 式 の 確定 が 必 要 とな る。

(d)一 般 知 識

高 度 な意味 内容 の 操 作 を行 うた めに は 基 本 フ レー ム と して,一 般 知 識

が 知 識 ベ ー スの 中 に表 現 され てい る こ とが 必要 で あ る。

⑤ 知 識 ベ ー スの サ ポ ー ト系

総 合 解 析 シ ステ ムの 実用 化 に際 し,知 識 ベ ー スの作 成維 持 の為 には,体

制 と ソー ル及 び マ ン ・マ シ ン ・イ ンター フェ ー スの設 定 が 重 要 な キ ーポ イ
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ン トとな って くるで あろ う。

開発 や 運 用 に あた って は,適 用 分野 の 専 門 家,担 当者 と言 語 を中 心 とす

る関 連 分 野 の 専 門家 集 団が 中 心 とな り,SEサ ポー トを後 に ひか えた 体 制

が 必 要 とな る。

一 方 ,基 本的 ツール と して も,一 般 的 な ハ ー ドウ ェア環境 や ソフ トウ ェ

ア環 境 の 問題 に加 え,総 合 解 析 シ ステ ムの各 要 素 に関 す るモ ニ タ リ ング ・

シ ス テム と シ ミュレー ト ・シ ス テムが特 に必 要 とな る。 ま た,知 識 ベ ー ス

等 のた めの 言 語 プ ロセ ッサ も必要 とな ろ う。 それ は 辞 書,規 則,知 識 い ず

れ に関 して も コ ンピ ュー タの 専 門家で ない 人 が十 分 に 記 述可 能 な もの で あ

る 必要 が あ る。 しか し,一 方 で は,効 率 や シ ス テムの 融通 性 な どの点 か ら

閉 じ られ た 系 の中 だ け で しか 使 えない よ うな 目的 向 き言 語 で あ って も困 る

面 が あ る。

以 下 で は,知 識 ベ ー スの 各 エ レメ ン トにつ い て,そ の 他 の要 因 を簡単 に

述べ る。

(a)辞 書 の 作 成 ・更新 の サ ポ ー ト

これ は 大 量 の人 手 を要 す る作 業で あ る。 それ は 多数 の 専 門 家 で もあ り,

多 数 の 非 専 門的 作 業 員で も あ る。 そ れ を補 償す る体 制組 織 の 問題 が,こ

こで は 最大 の要 因 とな る。 そ れ をサ ポ ー トす るた め に は,前 記の ツー ル

の 他 に デー タの 収 集 ・整 備 シ ス テム,デ ー タ分 析 シ ス テムそ の他 の サ ー

ビス ・シ ス テムや 辞書 変 換 シ ス テムな どが 必 要 で あ る。

(b)規 則の 作 成 ・更新 の サ ポ ー ト

は じめ に述 べ た様 な ツー ルの 他 に,言 語 や,各 適 用 分野 の 専 門 家 が 簡

易 に規 則 の 作 成や 修 正 を 行 える シ ス テムが 必 要で あ る。

(c)知 識 表 現 に 関す るサ ポ ー ト

シ ソー ラ スに関 しては(a)と 同様 な こ とが 言 える。 また,そ の他 の 実 験

的 な部 分 と実 際 の 適用 の イ ンター フェースのた めには,(b)に お け る と類似

の 作業 とな る で あ ろ う。
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3.デ ー タ ベ ー ス作 成 ・更 新 シ ス テ ム の 開 発

3.1シ ステムの 目的

文章 情報は非常 に豊富な情報 を内容としているが,情 報密度は きわめて薄

め られ た ソース とい うことができよ う。文章情報の有効利用 を考 えた場合,

一般検索に よる利用 もさるこ となが ら
,特 定のテーマに基づ き文章情報 を集

約化 して利用す ることが重要であ る。

その方法 として文章情報か ら様 々な情報 を定量化 し,さ らに多変量解析等

を適用 してい く方 向が考 えられ る。 このよ うな文章情報定量化利 用の有効 な

方法論が確認で きれば,統 計数値 情報の分析結果は全 く異な る視野に立つ分

析が可能 と考 えられ る。例 えば,エ ネルギー問題 経済問題,カ ン トリー ・

リス ク問題 とい った分野な どで大い に役立つであ ろう。

本調 査研究で開発 を検討 してい る文章情報総合解析 システ ム像は前章 で述

べ た とお りである。そのモ デル としてエネルギー分野を取 り上げた。本年度

は上 述の よ うな問題意識に基づ いて,キ ーワー ドを付 したエネルギー関連記

事情報のイ ンデ ックスを収録す る二次情報データベースの 構築 をめ ざし,デ

ー タベース作成 ・更新 システ ムを開発す ることを 目的 とした
。 また,モ デル

実験 を行な うために必要 な記事情報 イ ンデ ックスのデ ータ整備作業 にも一部

着手す ることと した。

3.2情 報の範囲

情報 の収集は海 外で発行 されてい る主要50紙 誌の中か らエネルギー問題

を論及 した主要記事を対象 とす る。

情報の内容は,上 記主要記事か ら一定のルールに従 って コーデ ィング した

もので あ り,大 別す ると次 の3種 類 とな る。

① データの所在 に関する情報

② デ ータの具体的内容に関す る情 報
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③ デ ータを入手 し利用す るための情報

なお,情 報の項 目及びその概要の一覧は,表3-1に 示す とお りである。

表3-1情 報の項 目一 覧表

% 項 目 名 備 考

1 デ ー タ 番 号 10文 字(EBCDIC)

2 媒 体 フ ラ ッ グ 1文 字(EBCDIC)

3 ペ ー ジ 3文 字(EBCDIC)

4 抄 録 フ ラ ッ グ 1文 字(EBCDIC)

5 マ イ ク ロフ ィシ ュア ドレス 9文 字(EBCDIC)

6 予 備 16文 字

7 掲 載 年 月 日 漢字6文 字(12文 字)… ……XXXXXX

(JIS)L

月L日

年(画 歴 下二桁)

8 媒 体 漢字1文 字(2文 字)(JIS)

9 ペ ー ジ 漢字3文 字(6文 字)(JIS)

10 記 事 イ ン デ ッ ク ス 漢 字40文 字(80文 字)(JIS)外 字 ミ¶#(漢 字 コー ド)"

XX'… ・'…XX(XXYYY)

∠ 紙 面 の 大 き さ

∠ 一紙詩名 略号
記事 インデ ックス

11 記事インデックス内外字数 2文 字(EBCDIC)

12 外 字 コ ー ド 漢字10文 字(20文 字)(JIS)

13 予 備 6文 字

14 キ ー ワ ー ド 総 数 2文 字(EBCDIC)

15 キ ー ワ ー ド1

1

2

3

4

5

カ テ ゴ リ ー 因

カ テ ゴ リ ー ㈲

キ ー ワ ー ド

外 字 コ ー ド

キ ー ワ ー ド カ ナ

1文 字(EBCDIC)-

1文 字(EBCDIC)

漢 字40文 字(80文 字)(JIS)外 字 ¶#(漢 字 コード)"

漢字2文 字(4文 字)

50文 字

16 キ ー ワ ー ド2

ー

ワ一

3

'4

5

カ テ ゴ リ ー 因

カ テ ゴ リ ー ㈲

キ ー ワ ー ド

外 字 コ ー ド

キ ー ワ ー ド カ ナ

1文 字(EBCDIC)

1文 字(EBCDIC)

漢字40文 字(80文 字)(JIS)外 字 ¶#(漢 字 コード)"

漢字2文 字(4文 字)

50文 字
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% 項 目 名 備 考.

(キ ー ワ ー ドの 繰 り返 し)
皐

44 キ ー ワ ー ド30

1

2

3

4

5

カ テ ゴ リ ー 因

カ テ ゴ リ ー ㈲

キ ー ワ ー ド

外 字 コ ー ド

キ ー ワ ー ド カ ナ

1文 字'(EBCDIC)

1文 字(EBCDIC)

漢 字40文 字(80文 字)(JIS)外 字 ㏄#(漢 字 コニド)"

漢字2文 字(4文 字)

50文 字

1レ コ ーー ド4250バ イ ト

3.3シ ス テ ム の機 能

本 シ ステ ムの機 能 と して は,、エ ネル ギ ー記 事 情 報 イ ンデ ックスの 入 力 デ ー

タ作 成機 能,デ ー タベ ー スの作 成 機 能,デ ー タベ ースの 更新 機 能,デ ータベ

ー スの 修 正機 能 の4つ が あ る
。

一般 に デ ー タベ ー スの 作成 ・更新 は
,一 括 して ユ ー ザ の 利 用 時 間 外 に 行

われ る のが 原則 で あ るか ら,シ ス テ ムの 処 理 形態 は バ ッチ処 理 とす る。

各 サ ブシ ス テ ム とそ の機 能 につ い ては,図3-1,各 サ ブ シス テ ム間 の情

報 関連 図は 図3-2に 示 す とお りで あ る。

デ

ー

タ
ベ

ー

ス

作

成
・

更

新
シ

ス

テ

ム

入力データ作成

サ ブ シ ス テム

磁気テープデータか らデータベース作成更新に必要

な入力データを作 成

データベース作 成

サ ブ シ ス テ ム

データベース ・フ ァイルの初期設定

エネルギー記事情報 インデックスの初期蓄積

一

データベース更新

サ ブ シ ス テ ム

エネル ギー記事情報 インデ ックスの追加蓄積

データベース修正

サ ブ シ ス テ ム

エネル ギー記事情報イ ンデックス ・データベース内

のエラー修正

図3-1デ ー タ ベ ー ス 作 成 ・更 新 シ ス テ ム
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3.4シ ステ ム の概 要

各 サ ブシ ステ ム単 位 に,サ ブシ ス テ ムの機 能,入 力情 報,出 力 情報,作 成

フ ァイ ル等 の 概 要 につ い て 述べ る。

デ ータベ ース作成 ・更 新 シ ステ ムの 入 出力情 報 の一 覧 は 図3-3に 示す とお

りで あ る。

エネルギー情報

磁気 テープ

主要検索 キー ・データ

データベース作成

入力データ磁気テープ

ファイル初期化データ

データベース作成

入力データ磁気テープ

データベ ース修正指示

データ

デ ー タ ベ ー ス 修 正

デ ー タ

入力データ作成

データベース作成

データベース作成

入力データ磁気 テープ

主要検索 キー一覧表

データベース作成情報

データベース内容チェック リス ト

フ ァイル初期設定情報

データベース更新情報

デ ー タ ベ ー ス 内 容 チ ェ ック リス ト

デ ー タ ベ ー ス 修 正 内 容 チ ェ ッ ク リス ト

図3-3デ ー タベ ー ス作成 ・更新 シス テ ムーの 入 出 力
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3.4.1入 力 デ ー タ作 成サ ブ シ ス テ ム

(1)入 力 デ ー タ作 成 サ ブシ ス子 ム の機 能

入力データ作成

プログ ラム

エネルギー情報

記事 インデックス
原 テープ

Q〕 ⊃_作辮
デー タベース展開用

入 力データ磁気テープ

当システムでは,エ ネルギー情報

記事 インデックス原テープを入力

データとして,デ ータベースへ展

開す るために必要 な入力データ磁

気テープを作成す る。

本プログラムで以下の作業を行なう。

① 原 テープはEBCDICコ ー
ドとJIS漢 字 コー ドの混在な

ので コンピュータの機種に併せ

て コー ド変換す る。

② 単一項 目と可変項 目の情報を

分離 し識別す る符号をつける。

③40字 イ ンデ ックスの中か ら

紙誌名略号 と記事行数を分離し

紙誌名略号はキーワー ドの一つ

とする。

④ 入力データに対す る可能な論
理 チェックを行 ないエラー情報

等を出力す る。

i2)入 力 デ ー タ作 成 サ ブ シス テ ムへの 入 力情 報

エ ネル ギ ー情 報 記 事 イ ンデ ッ クス原 テ ー プの 内容は表3-1に 示 した

通 りで あ る。一 つ の エ ネル ギ ー記事 につ い て 合計4250バ イ トの情 報1

が 含 ま れ てい る。 コー ドはEBCDICコ ー ドあ るい はJIS漢 字 コー

ドで 表 現 され て い る 。

(3)入 力 デ ー タ作 成 サ ブシ ステ ムの 出 力情 報

後 で 述 べ る よ うな デ ニ タベ ー ス作成 シ ス テ ムあ るい は デ ー タベ ース

更新 シ ス テ ムで 入 力 デ ー タ と して 使用 す るた め の必 要 情 報 を磁気 テ ー

プに 出力 す る。 表3-1に 示 した1っ の エ ネ ル ギ ー記事 に関 す る 入力

デ ー タか ら出 力情 報 を抽 出 して フ ァイ ルに 書 き出す 。 出力磁 気 テ ー プ

の1レ コ ー ドの 内容 を表3-2に 示 す。
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表3-2デ ー タベ ース 展 開用 入 力 デ ー タ磁気 テ ー プの 内容

面 項 目 名 備 考
1 単 一 項 目識 別 情 報 1文 字 プ ログラムで付加

2 デ ー タ 番 号 10文 字 表3-1〃61

3 年 月 漢字4文 字(8文 字)表3-1%7

4 日 付 漢字2文 字(4文 字)表3-1〃67

5 ペ ー ジ 漢字3文 字(6文 字)表3-1%9

6 記事 内容 インデックス 漢字40文 字(80文 字)表3-1%10

7 記 事 有 数 漢字5文 字(10文 字)表3-1%10

8 紙 誌 名 略 号 漢字4文 字(8文 字)表3-1%10

9 可 変 項 目識 別 情 報

キ ー ワ ー ド1

分 類 カ テ ゴ リ ー

1文 字 プ ログラムで付加

漢字40文 字 表3-14615の3

2文 字 表3-1%15の1,2

10 可 変 項 目 識 別 情 報

キ ー ワ ー ド2

分 類 カ テ ゴ リ ー

1文 字 プ ログラムで付加

漢字40文 字 表3-1%16の3

2文 字 表3-1%16の1,2

11 ,

●

・

■

.

n 可 変 項 目 識 別 情 報

キ ー ワ ー ドn

分 類 カ テ ゴ リ ー

1文 字 プ ログラムで付加

漢字40文 字 表3-1%M.3,
2文 字 表3-1〃6M.1,2

(n:は 表3-1%14キ ー ワ ー ド総 数)
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3.4.2デ ー タ ベ ー ス 作 成 サ ブ シ ス テ ム

(1)デ ー タベ ース作 成 サ ブ シ ス テ ムの 機 能

① 主要検索キー登録機能

処 理 フ ロ ー ブ ロ ック 名 機 能

当プログラムでは,本 データベー

スの利用に当 って極めて頻繁 に使

用するキーをあ らか じめファイル

に登録 してお く。

〔　 … 一

R210
R210 数字 コー ドと漢字 コー ドのペアで

パンチされた入力カー ドを読み込

み,登 録済みの キーとのエラー ・

チェックを行 い フ ァイ ル に登録

する。

登録終了後,数 字 コー ドと漢字コ
ー ドを並行 した キー ワー ド一覧表

を出力す る。

主要検索キー

登 録プログ ラム

主要検索キー
一覧表

一

② デ ー タベ ース ・フ ァイル初 期化 機 能

処 理 フ ロ ー ブロ ック名 機 能

一

`

一
ファイル設計

一

当 プログラムでは,登 録予想デー

タの量,フ ァイル構造を十分検討

したフ ァイル設計結果に基づきフ

ァイル初期 化入力データを作成す

る。

＼K寺P/
1

R220 入力 データ`こ基づ き,コ ンピュー

タ上に磁気 ディスク ・フ ァイルと

して必要なフ ァイル構造とボリュ
ームを持ったデ ータベース ・フ ァ

イルを設定 し,フ ァイル領域確保

情報等 を出力す る。

働 卿 ヒ
↓

R220
ファイル 初期化

プログラム

瀦
妙

越)＼ 蹴一

③ データベース初期作成機能

処 理 フ ロ ー

デー タベー ス展
開用入力データ
磁気テープ

データベー ス初期

作成プログラム

工才ルギ」

記事情報

ス
タ
↑
」
表

タ
テ
覧

一
竺
デ
登

ブ ロ ッ ク名

R230

機 能

入力データ作成サブシステムで作

成したデータベース展開用入力デ
ータ磁気 テープを入力データとす

る。

前述の磁気 テープを入力データと

して読み込み,エ ネル ギー記事情

報 ファイルの初期作成を行 う。

作成後、登録データチ ェックのた
め一覧表を出力する。
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② デ ー タベ ース作 成 サ ブシ ステ ムの 入 力情 報

デ ー タベ ー ス作 成 サ ブシ ステ ムの 入 力情 報 は,入 力 デ ー タ作 成 サ ブ シ

ス テ ムが 出力 す る磁 気 テ7プ フ ァイ ルで あ る。1レ コー ドの 内 容 と構 成

は 表3-2に 示 した通 りで あ る。

ま た,主 要 検 索 キ ー登 録 の た めの 入 力 デ ー タは,カ ー ド ・イ メ ー ジで

図3-4に 示 す よ うな もの で あ る。

/ ↑ T
数字 コー ド ブ 文字数 ブ 登 録 キ ー ワ ー ド

ラ ラ

(5文 字) ン (2文 字) ン (16進 表 示の漢字コー ド)
ク ク
) )

図3-4主 要 検索 キ ー登録 の た めの 入 力 デ ー タ

(3)デ ー タベ ー ス作 成 サ ブ シス テ ムの 出力 情報

デ ー タベ ース 作 成 サ ブ シス テ ムは,登 録 デ ー タの チ ェ ッ ク を 行 うた

め に必 要 な デ ー タベ ー ス登 録 デ ー ター 覧表 を出 力す る。

そ の 具体 的 な 出力 形 式 は 図3-5に 示す 。

(EBCDIC10)(漢6文 字)(漢4文 字)(漢3文 字)(漢5文 字)

データ番号 記事 ・・デ・ク・(漢字・・字)唖]瞬Eヨ 舗

(海 外 団 体)キ ー ワー ド1,キー ワー ド2,…(品 目)キ ーワー ド6(項 目)キ ーワー ド7,

(醐 地 域)キ ー ・一 ・・.}一・一 ド1。,...(紙 ⊇ 号)。.。.舷 † ド8・

データ番号 記事 ・・デ・ク・ 旺1蟻[三 ヨ 篭

巖 頭 キーワード1・キーワード2・'"(職 名 略号)(項 ・)

(登 録 したエネル ギー記事の分だけ この出力を繰 り返す)

図3-5デ ー タ ベ ー ス登録 デ ー ター 覧 表出 力 形 式

(4)デ ー タベ ース作 成 サ ブ シ ステ ムで作成 す る フ ァイル

① 主要 検 索 キ ー登 録 フ ァイ ル

主 要 検 索 キ ー登 録 フ ァイル(図3-6)は 索 引付 順 イ ンデ ックス編
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成(ISF)と し て 作 成 し,キ ー コ ー ド,キ ー ワ ー ド名,キ ー ワ ー ド

名 の 文 字 数 で 構 成 す る 。

キ ー コ ー ド

(5文 字)

文 字数

(2文 字)

キーワー ド名

(漢 字40字 以 内(80字 以 内))

図3-6主 要 検 索 キ ー登 録 フ ァイ ル

② エ ネ ル ギ ー記事 情 報 イ ンデ ックス ・デー タベ ー ス ・フ ァイ ル

デ ー タベ ー ス作 成 サ ブ システ ムに よ り,デ ー タベ ースの初 期作 成 が

行 わ れ る。 この デ ー タベ ー ス フ ァイル の構 造 は 表3-3に 示す よ う

な もので あ る。

表3-3エ ネル ギ ー記 事 情 報 イ ンデ ック ス ・デ ー タベ ース の フ ァイ ル構 造

繰 キ 単 可 圧

項 目 名
り

返

|

項 元
変
項 纏 備 考

数 目 目 目
有
無

デ ー タ 番 号 O ○ 主 キー とす る

年 月 O ○ 漢字4文 字

日 付 ○ 漢字2文 字

ペ ー ジ ○ 漢字3文 字

記事内容インデ ックス ○ 漢字40文 字

記 事 行 数 ○ 漢字5文 字

紙 誌 名 略 号 ○ ○ 漢字4文 字

キ ー ワ ー ド 名 <30 ○ ○ ○ 漢字40文 字以内

分 類 カ テ ゴ リ ー く30 ○ ○ コー ド2文 字

3.4.3デ ー タベ ー ス 更 新 サ ブ シス テ ム

(1)デ ー タベ ー ス更 新 サ ブシス テ ムの 機 能

処 理 フ ロ ー ブロック名 機 能

⑪

工才ルキL

情 報
フγイル

(OLD)

4又タ完1
入力データ作成サブシステムで

作成 したデータベース展開用入

力データ磁気テープを入力データ

とする。

R300 前述 の磁気テープを入力データ

として読 み込み,す でに作成さ

れているエネルギー情報 ファイ
ルに追加登録する。作成後登録

データチ ェックのため一覧表を

出力する。

R300

データベース

更新サ ブシステム

B

工才ルギL

情 報
ファイル

(NEW)
一

登録データ
ー覧表
一

』
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② デ ー タベ ース更 新 サ ブ シス テ ムの 入 力情 報

当サ ブ シス テ ムの入 力情 報 は 入 力 デ ー タサ ブシス テ ムが 出 力す る磁 気

テ ー プ フ ァイル で あ る。 レ コー ドの 内容 は 表3-2に 示 され てい る。

(3)デ ー タベ ー ス更新 サ ブシス テ ムの 出力情 報

当 サ ブシ ス テム も登 録 デ ータの チ ェ ックを行 うた め に 必 要 な デ ー タ

ベ ース登 録 デ ー ター 覧 表 を 出力 す
、る。そ の 具 体的 な 出 力形 式 は 図3-5

に示 され てい る。

3.4.4デ ー タ ベー ス修 正 サ ブ システ ム

(1)デ ー タベ ー ス修 正 サ ブシ ス テ ムの 機 能

処 理 フ ロ ー ブ ロ ッ ク 名 機 能
一
登録データ
チェック
((

○》
エ7ル キニー

データベース登録データー覧表

をチェック して,修 正箇所 を決

定 した後,修 正 内容をカー ドパ
ンチして修正用入力データを作

成する。

↓

＼Kピ/
1

情 報

7〔脇

「

/磁 用入力

デ ー タ

＼/
R400 修正用入 力データを読み込み,

その指示に従って データベ ース

内の情報 を修正削除する。
データベース修 正後,修 正済

のデータについてチェック用の
一覧表を出力する

。

R400

データベース

修 正

サブシステム

＼己
竃
)

修正済データ
ー覧表

一
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② デ ー タベ ー ス修 正サ ブ シ ステ ムの入 力情報

修 正 対象 とな る情 報 は以 下 の 通 りで あ る。

① 記事 イ ンデ ックス の修 正

② 年 月 日の修 正

③ 紙 誌 名略 号,ペ ー ジ,記 事行 数 の 修 正

④ キ ー ワ ー ドの 削除,追 加

① ～ ④ ま での どの修 正で あ るか を オ プシ ・ ンで選 択 で き る よ うに オ プ

シ ョンの 入 力情 報 を設 定 し,オ プシ ョン ・カ ー ドの 後 に必 要 な修 正 デ ー

タの指 示 を デー タ番号 を指 示 して行 える よ うに詳 細設 計す る必 要 が あ る。

(3)デ ー タベ ース修 正 サ ブ シス テ ムの 出 力情 報

修 正済 の デ ー タにつ い て 図3-5に 示 した よ うな 出 力内容 で チ ェ ック

・リス トを 出す とと もに ,読 み 込 ん だ修 正 用 入 力 デ ー タを しか るべ き フ

ォ ー マ ッ トで 打 ち 出 し修 正 箇所 が ど こで あ った か を示 す よ うにす る。

3.5コ ン ピュー タの機 器 構 成

当 シ ステ ムで 必 要 な機 器 構 成 を 図3-7に 示 す 。

中 央処 理 装 置,磁 気 デ ィス ク装 置(コ ン ピ ュ ータ シス テ ムが 使 用す る もの

以 外 に デ ー タベ ース用 と して1台),磁 気 テ ープ装置(2台),カ ー ド読 取

装置 及び コ ン ピュ ータ シ ステ ムの 制 御 ・監視 のた め の オペ レ ー タ ・ステ ーシ

ョ ンが構 成 機 器 で あ る。

さ らに当 シス テ ムに おい て は,出 力帳 票 に漢 字 を使 用 してい るた め,漢 字

プ リンタ装 置 が必 要 で あ る。

ま た今 後 開 発す る検 索 シス テ ムで は,で きれ ぼ オ ンライ ン検索 が 望 ま し く

日本語 処 理 ター ミナ ルの 設 置 が必 要 で あ る。

一50一



日本語処理

ター ミサル

漢字 プリンタ

装 置
堕
鑓

ディスク
装 置

図3-7コ ンピ ュー タの機 器 構 成

3.6デ ー タ整 備

3.6.1デ ー タ整 備 の 方法

抽 出 した 記事 につ い て 記 事 全体 を把握 し,各 記事 に 対 して 内容 を40字

以 内 に ま とめ た記 事 イ ンデ ックス を作成 し,掲 載 年 月 日,掲 載紙 面 あ るい

は ペ ー ジ,紙 誌 名略 号,記 事 行数 を付加 して デ ー タ を作 成 しコ ーデ ィ ン グ

作 業 を 行 った 。 さ らに 記 事 内容 にふ さわ しい キ ー ワ ー ドを海 外会 社,海

外 団体,項 目,品 目,地 域 等 の大 分 類 に従 って選 択 し,検 索 あ るい は 定 量

化解 析 に 利 用す る た めキ ー ワー ド付 け を行 っ た 。 こ れ らの デ ー タは,コ

ーデ ィ ング後 パ ンチ され 磁 気 テ ー プ化 される
。 こ う して作 成 した エ ネル ギ

ー記事 イ ンデ ッ クスの 例 を 表3-4に 示 す。

3.6.2整 備 した デー タ の量

今回 の デ ー タ整 備 で は,82年4月 か ら83年1月 ま で のOPEC及 び

OPEC13カ 国 に関 連 して 重要 な エネル ギ ー記 事 の整 備 を 行 った。 表3-

5に サ ウ ジ ア ラ ビア につ い て作 成 した記事 イ ンデ ックス を例 示す る 。
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記事 イ ンデ ックス を作成 した 件 数 はOPEC各 国 別 に表3-6に 示す とお

りで あ り,総 計1,179件 で あ る。

表3-6記 事 イ ンデ ックス ・デ ー タの作 成 件数

ア ラ ブ首 長 国連 邦

ア ジ ア

サ ウ ジ ア ラ

ナ ジ

ネ ズ

ビ

32

75

93

147

64

14

61

192

74

33

42

342
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表3-4エ ネルギー記事 イ ンデ ックスの例

★821103FO15(069面)YO

団 〕 ベ ト'oミ ン 品)LPG項)・ 姫路 肋IF・IF.販 売 動向F,対 外 交渉F.商 談F地)

サウジ アう ピア

◇ ペ トロ ミン.11月 末 までにLPG契 約 の大部分決定か(APS)

★821108FO31(128面)YO

I]1}サ ウジγ ラビア政府 品,〕 製 油所.潤 滑油 項)エ ネルギー開発F、 工場建設F,設{霜 増 設F

地}.サ ウジアラ ビア

◇ サウジア ラビア 、潤滑 油 プラ ン ト ・ブoジ エク トさらに拡li艮へ(OGJ)

★821110FO19(016面)YO

品 〕 原油.LPG項 〕 生産 動向F.需 給 動向F地 〕 サウジア ラビア .中 近東.東 南アジ ア

.ア フリカ

◇原油 と随伴 ガス との 密接な関係に っい てLPGのijUEと 将来の緊張 を解明(P|)

★821119FOO6 .(020面)NO

団 〕 サワジγ うビア政κ1、OPEC人 〕 ヤマ二 品 〕1石 油 項 〕 価格政策F ,産 油園

地)サ ウジア うビア

◇ サウジ石油M 、.OPEC基 準処卜各34ド ル維 持を言明(FT108)

★821119FO11(015面)NO

l'll〕 サワジア うビア政府 ・OP∈C人)ヤ マ二 品.)石 油 川)産 油1}」.価 格政策F

.伍 ドげF地 〕 サウジア ラビア

◇ サウジ石油}ll.OPEC基 準蟹}6f〆〔トげの 可能性 を示唆(LT153)

★821122FOO9(0011tii)YO

団 〕OPEC..サ ウジアう ピγ政府 人 〕 ヤマ二 項)産flil囚 、.価}6政 策F,エ ネル ギー政策F

地 〕 サウジアう ピア'

◇ ヤマニ石油 相 、サウジはOPECの 現行 基準価格34ド ル支持をllr確認(FT190)

★821122FO11(008tai)・YO

・会)"テ キサコ .γ うムコ 品 〕 .原 油 項)楡 人F地 〕 米田.サ ウジア うビア

◇ テキ サコ 、82年 γ ラムコb;(油のり1き取 りi1:を駕」前年比50z削 減の 意向(PlV)
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表3-5 サ ウジア ラ ビアに 関す る エネ ル ギ ー記事 イ ンデ ックスの例

サ ウジ ア う ビ ア

ヤマニ ・サ ウジ石 油WLノ ジT－ の 石 油鮒6政 策を近 視眼 的 と決 めつけ る(LT98)

ナ イジ:リ ア.石 油販売 不振 で苦境 一 値下げ 要求 でサウ ジと ノジ ㌣一が対立(ECO)

サウ ジ石 油椙.ナ イジ ェ1」ア[ESfiの 石 油各社■臓 の ためOP∈C会 議召 集(ME'ES}

サウ ジの ナ イジ ェ,jア 石 油販 売引 き上げ 工作に 石ld俗 礼同意 せず(WJ137)

サ ウジ.81年 の石1由収ノ、は 前 年比約20Zj曽 と多邑表(WJ38)

サ ウジ 、さ らにll;50Jjバ ーレルのー減産を発 表す る模様(FT60)

仏 、サ?ジ か らの,GG石 油{a人 駈を 削減(APS)

英田」藍石油.サ ウヅを しの ぎ西独煽 入石油の トッ.ブに禰 り出る(APS)

米9ihkta人.サ ウジ産 減 り北海 ・ノキシ コ産 が 台頭(APS)

米田 ノジt-、 サウジの 基準 価}6固 守で減 益の 老 苦を受け る見込み(WJ107)

世 界石油過麺 の圧 迫に もh・か わらず り つジの 回 内支出川外 貨は十 分()J164)

OPECV?:油 ボ 要 、予想 をやや 上回 る見込 み一 サ っジの 努 力か奏 効かqHT105}

西 側石油 会2」:、サウジの 警告 で ナ イジ ェ リア原油 論人契約 解消撤 回も(PN)

サゥヅ 、γル ジ ュリγ圧 迫の ノジr－ にhを後通 告出 しOP巨C価 格を防衛(N))

γ ラムコの サ ウジ原油高 価 買い 人れ は サワジに 補助金を 与えてい るの と同じ・事(B)}

サウ ジ`」・石油値 下ヵiり閉1ヒ で更に50万 バ ーレル減産か－M∈ES}8道(FT200)

フ ランスの82年2月 石 油 楡人状況 一 サ うジか らのifi人 は24.8Zの 大幅減(Pl)

サ ウジ・.シリγによ る イラクの 石 油 パ イプ ライン閉鎖{こ伴い減産 を考慮(MEES)

サ つジの82年 第1四 半期 原{lh生 産.ui6791万9000バ ーレルに(.MEES)

サ ウジ'c:).↓、il山ノ1:」}養.82年 第1iN半IUI:ま[1量 …ド▲三」750ノ 」バー レル(M∈Ers)

サ つジ 、イン ド企業 ク'w－ ブに総 額1邑5000万 ド;レの住 宅建設を 委託(FT36)

イうク 、ttつ ジffEhの 新石 汕 パ イプラ イン建 設急 ぐ一 ーシiJア 経由は 放業()J144)

りつジ含も・4主 要∫竜;由19、 イぶ由過剰σ)tこめ楡 出量肖iに嘆(.FT170)

サ ワジ石油}…1、OPEC{而 格維 持に必 要な らば きらに石油'減産 すろ と言明(LT81)

サワジ通貨庁 、81年 サウ ジ6…済動 向}U告 を 発表(MEES)

エクソ ン 、高 価}各の サ ウジ'原:歯垢〔り1反映 し第1四 半IUW)糾1娃22.5Z:攻(FT119)

サbジ 、石油 製品販 売 造を84年 までに1、ltt75万 バ ーレ'レに拡 大(APS)

石 油造酒問題 ・ソ連 ・サウ ジなど産 油国に訟…'別な影 響を もた らす(WJ324)

サワジの安全 は 」田辺諸 山の騒 甜 こよ り脅かされ る とみ られる(AVJ338)

ナイジ ・,.1'ア石油}n.サ ウ ジを突然 訪1川一 念超～援助を 蒙拍()」70)

米石 油各社.高 い サ ワジ原油取 引に 泣 き国 内原油売 却価 格の高水 準に笑 う(ED)

サウシ'、Lltt700ノ 」パ ーレ)レの石 油生産 で82-83年 度 予算tD確 保に 自{え 〔AOG)

サつジ 、製fll}所 所潤 治11h」:協定☆計 画の一 部をrelUiす ろ優様(AOG)

サウジの82-83年 度予 算.ELI泣750刀 バ ー レルのoじ 油生 産見込も・〔ME∈S)

*c系 ア ラム コ4).ヒ 、第1四 半M尺 幅減 益一 雀‖高 サウジ6〔油が 足ひ つば る(Pl))

サウ ジ 、82-83年 】庄は 均衡 予)ic.TH8す 一 歳 人!ま7.8Z滅(M∈ES)

く

く

く

く

く

ベ

ガヒ

く

し

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

　
　
二
二
二
　
二
二
　
二
二
二
一
二
{二

灘
=
　
{二
二

帆
叢

㌫

鵬
三

三

㌫

三

㍑

㍑

三

唱ゆ
三

脚
ロ

わ

ゐ

わ
　
ハ

田

切

イ氾

珊

叫

⑩
㎜
㍑

㎜
仙
㊥

一54一

*

*

業

*



文章情報総合利用の研究
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4。 文章情報総合利用の研究

4.1国 際紛争デ ータに関するデ ータ整 備とデータ作成上の問題点

国際政治学の分野では,分 析素材の一つ として記事情報等の文章情報が早

くか ら着 目され,精 粗まちまちな文章情報か ら有効な情報を導 き出す ための

定量化利用が盛ん に行 わ れ て きた。 また,国 際紛争 ・国際事件 に関す るデ

ータベー スの整備 も
,相 当量進 め られて きた。 このよ うな先駆的な分野にお

いて,ど のよ うな考 え方に基づい て,ど の よ うな方法で,ど のよ うな情報源

か らデー タ整備が行 わ れ,ど の よ うな問 題 点が あ ったかを探 ることは,文

章 情報の定量化利用 システムを研究す るにあた ってきわめて重要である と考

えられ る。表4-1に これ まで国際政 治学の分野で作成 され てきた国際紛争

・国際事件のデー タベー スを例示す る
。

表4-1国 際紛 争 ・国 際事 件 に 関す る デー タベ ー ス

ωCASCON

匂 ・c。1・P・81・ 。・fi・ld&R・be・tbe・ ヒU・.'C。 ・凶t・rs・ndp。li、y－ 藺ki。8:

theCASCONexperiment●.TheＬournalofConf!ictResolution
,

Vol.XV,19?1,Pρ.33-46.

(2)Butterworth&Scraoton/FACS

R。bertButterworth・Hana8inglnterstaヒeC。nflict:hatawithSyn。pses

(Pittsbur8h:UniversityCenteroflnternationalStudies,19?6)

L・Farris.H.R.Alker,」r..κ.CarleyandF .Sherロan,・Phase/Actor

Oisa83re8atedButten迫rth-ScrantonCodeb◎ok・ 日orki㎎Paper ,

H・LT.CenterforInterrtationarStudies
,1980.

(3ハCOPDAB

EdUardE.AzacandT.Sloan,DiロensionsofInteraction=ASource800k

(Pittsburgh:InternationaiStudiesAss㏄iation,1975)

EdvardE・ 舷ar.● τheConflictandPeaceDataBank(COPOAB)Project
,・

JournalofContlictResolut`on,Vol.24,1980,PP .143-!S2。

ωCACI

CACI・ ・AnalysisofSuperPc-erCrisisHana8e駅 ≧ntBehavior:Dataand

SourceCode㎞ 爾ent君ti。n'.1980.

一55一



"CASCON"と い うデー タベ ー スは ,MITのBloomfieldら が 中心 と

な って,60年 代か ら70年 代 初 め に か け て デ ー タ 整 備 が 行 わ れ た も の で

あ り,国 際 間 の地 域紛 争 につ い て,新 聞 ・資料 等 の情 報 ソー スか ら整理 した

もので あ る。 デ ー タ内容 と して は,地 域紛 争 名,時 期 区 分,進 行 した 局 面,

重要 な 因子 な どが 盛 り込 まれ てい る。 紛 争 の 局面 を①Dispute(論 争 ・争 議

一軍 事 力使 用せ ず) ,②Conflict(論 争 ・争 議 一軍 事 力使 う用 意 が あ る),

③Hostilities(シ ステ マテ ィ ックな 論争),④Conflict(論 争 ・争 議 一い

ざ となれ ぼ 軍 事 力再 使 用),⑤Dispute(論 争 ・争議 一軍 事 力使 用せ ず),

⑥Settlement(解 決)と い う6段 階 に分 け て,各 紛 争 が どの段 階 まで 進 行

した か を示 してい る こ とが デ ー タベ ー スの大 きな特 徴 とな ってい る。 米 国務

省 イ ン ド担 当官 な ど国 際 関係 分 野 の 専 門家 が 新 聞 ・資 料 等 の情 報 ソー スか ら

デ ー タ抽 出 を行 ってい る。 この デ ー タベ ー スの 具 体的 な 利 用事 例 と して,超

大 国の 紛 争介 入度 を 見るた めの 要 因分 析 がパ イ ロ ッ ト ・ス タ デ ィ と して 行

わ れ た。 デー タベー ス化 され た地 域 紛 争 につ い て何が 重 要 で あ った か とい う

要 因 を書 き出 させ,要 因の 一般 化 を行 っ て 分 析 した も の一で あ る 。 一 般 化 さ

れ た要 因は,①Disputeの 段 階 で144個,②Conflictの 段 陥で141個,③

Hostilitiesの 段 階 で197個 で,こ れ ら要 因 の 関連 を 検討 す る こ とに よ り,

超 大 国 の介 入 度が 分 析 され てい る。

"FAcsuも60年 代 か ら70年 代 にか け て整 備 され た デ ー タベ ー スで あ る。

この デー タベ ー スでは,1945-77年 まで370ケ ー スの地 域 紛 争 を取 り扱

ってい る。 各 紛 争 に対 して表4-2に 示す よ うな18の 質 問 を設 定 し,そ の

答 えを数量 化 してデ ー タ ・整 理 を 行 っ て い る。18の 質 問 に対 す る解 答 は

1枚 の カ ー ドに パ ンチ され るので,数 量 化 デー タは370枚 の カー ドに 表 現

され てい るが,文 章情 報 の 形 で詳 しい 事 件 の経 緯 を与 えてい る点が"FACS⇔

デー タの大 きな特 徴 とな ってい る。"FACS"デ ー タベ ー スの た め に設 定 さ

れ た18の 質 問 は,国 際 紛 争 の 諸特 徴 を数 量 化 して取 り扱 うに あ た り,ど の

よ うな観 点 が キ ー ・イ ンフ ォー メ ー シ ョンを与 え うるか を示 す 好 例 とな って
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表4-2"FACS"デ ー タベ ー ス作 成の た めの18の 質 問

1.ドalalities:llowmコnybatttc-rctntcddcnth`weretllere?

2.Dttr:tion=ho、vlongdid:heconniCtrn$1{illyご3r$}?

〕.Ukelil,oodo∫Abコtc=ncnt:howlikdy'wercIheP:rtic$to:b:tCthcircluimsby

tl`cr!15elvcs{i.e..tOlowcrdlcin《cn$i(γoftheconllict}?

4.LikelihoodorDi～nppc:r:fice:howiongwouldiUikcけbkebdo【ctLtCp::rtieS

wouldlct【hcirclコi∫n$|ユpsei「 ∫cfttOtllc【11sclvcsundwillluu!`criou$cscuta【ion?

5・LikelγDegreeofSprcコd:10wh:textentwus1|lcconniCt|ikclylo$prcヨdfur・

tltcr!OtllirdFPコ ∫(ie$?

6・LikclihoodofSupcrPower、Var:howlikclyw3$illh31【hcUn"cdS【atc$und

thcSovic〔Un泊nwou{dengo:cinmコjorwo∫ovc目lli5issue?

7.Typ・ 。rW山 ・・wh・ ・w・ ・thed・g-・dpHI'{i・ ・"・ 。お 疏 ・y。P・r・

:tions?

8・Strコ!egicCコte;.ory:w|1■lwコ$thc"ロlc`icchコr:c:Ctormil"コryopcr:tions

{C・9..膓ni|it:ry$ubvcrs}on,9UCtriUuins}3rgcncy,confrontユtiOll.and50rorlh)?

9.S(ronges【An(コgonist:whコtrコnkwコ 鵬tllc$trongcstpユr1y.a$meコ`uredbythc

Ces-Jueobson(1973:4〕7・443)5cユlc?

10.PowerDi～ ワarily:howdiver8entw6re【hcpartiesinle【m$oftheitrnnk`ロ$

dby(9)?、

Il.De;:eeorS;rcad:tO、vhコlcxlcntandmilitatydegrcch:d山econnictinvo{vcd

third:a・lic・?

12.Tンpcorlssuc:、vo5thcsubStantiveeon【cnlionovcrdccolonLコtion、in【cr$1コtc

コnJcvld、v】r、in【crnol⊂vlUwur,intcrs(ユIe/o1hcr,orin(crnai/ol}:crissucs?

13.Alig"mcl"o「P:r(ic$:withκ ～1】ect【9thecoldw田bbc$.w"ethc;:rlicstJeth

n)v:vbcr$orthc～ ミ」111ebluc,oppo～inじbloc5.3b|oclnc:tlbe'r;9コins【 ユnoa:ligncd

～に:c.orbu【hnon:li3:led?

|4.Ell旧i・t'uc:・ …w…thc・er・1・ …t・th・i・ 臼Ct。 ・・川 。w・:・。n;?

15.idcetosiculCeAten【ion:WL.tCTIiereideologie:leomponenI5IOthcdispvte・ コnd

、vcrclltじγCOtt11}ユtiblc`、rcu`1lCltdin5'?

16:?:'lRelutlvnsttip:iftltere、vcr¢relcv:nt .historic'litlr::soreonllic:bctwccn

t|iep:rtie玉.didtllcyccntcrarouIlddi`1,utcdbo竃,ndurＬc5.…7rL'dentis=ζiui∫`、$・or

・{h・・:c・c・ulu・ 汕 ・i1ics?

17.CtC:tPowerln【creS(5:πt!gre:tpowcri副C:c～t`1:r・ 川じdintclyrelcvコnt

to【hCCOtlfiic【.wcrCtlteycconomicorpeliticultsl臼le・sic'!

18.SystemPc:iud:didtllemajorCVCl1{$orthcconllicloccurinlheunipolarpcriod

(1945-1947)、bipolコ 【(1948-|955},Iricentric(1956-1962}.ornluiticen【ric.

(!963・contin"in当}?ユ

い る。 しか しなが ら,開 始年月 日 ・死傷者数 とい った客観的 に特定で きる質

問 に対 して,例 えば超大国戦争に発展 しうるかい なかな どのよ うな主観的因

子によ って多分 に影響を受ける質 問が含 まれてい るこ とは,専 門家でない人

間によるデー タ作成を難 しくして いると言 うことができ る。.

"FACS"デ ー タは
,"CASCON"デ ー タ と異 な っ て進 行 した 局 面 に関 す

る情 報 は 提供 してい ない が,MITのAlkerら に よ り進 行す る局 面 の 情報 を

も加 味 した"FACS"デ ー タベ ー スの作 成が 行 われ てい る。

これ まで に述べ た"CASCON"お よび"FACS"の 両 デ ー タベ ー スは,

進 行 した局 面 で言 う と3.Hostilitiesの 段 階 ま で突 入 した地 域 紛 争 を取 り扱
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った もの で あ る。 これ に対 して,歴 史 上 に は ③.Hostilitiesの 段 階 ま で 進

行 しな い で解 決 した 紛 争が 数 多 く存 在 す るの で,こ の 情報 も加 え るべ きで あ

る とい う主張 を踏 ま え て誕生 した の が,次 の"COPDAB"デ ー タベ ー スで

あ る。 これ は1948-78年 まで に発 生 した135カ 国50万 件 に わ た る 国 際

紛争 ・国 際事 件 を デ ー タ化 した もの で あ るが,膨 大 な情 報 量 を処 理す るた め

表4-3に 示 す よ うに紛 争 年 月 日,紛 争 当事 者,紛 争 の 目標,出 所,紛 争 行

表4-3"COPDAB"デ ー タ の 内 容

ー

2

3

4
▼
～
一
6

(

(

(

(

(

(

)

)

可
'

8

hda'ρ(year.mon:h,anddayofth,eevent}

hacte'(whoiniI!劃edthecvent)

h'α'ξet〔lowhor罰thecvcn【wa$directed}

hsou'r'(wherethecventde$ζripionwa$gathered}

haetivi'ノ(theverbalandphysicaactwhichanaCtO

hesealtvalue(assessrnentofthedgrceofcooperativ

heevcntu$ingCOPDAB'$internaionalanddomesti

hceventり ・pe(de5cれb三ngtheiSsue8ndco"tentofth

heissueロ"4(informationrcgardingthesubstnneeof

initia

nc$so

scalc

even

heev

ed}

confiiCtivenesso「

)

}

nt)

動,紛 争の度合を示す尺度,紛 争の タ イプ,紛 争地域 とい った デー タ内容に

絞 られ,比 較的 シ ンプルな もの となっている。"COPDABUデ ー タベース

の大きな特徴は,紛 争の度合を示す尺度を1～15ま での点数で与 えてい る

ことで ある。他の デー タ内容はある程度特定で きるもので あるが,こ の尺度

の点数 を決め る作業には,や は り主観的な要素が大 き く働 くと考 えられ る。

前2者 の データベ ースでは紛争内容 の評価に関す る情報が かな り細か く記述

されてい るの に対 して,"COPDAB"の デ ー タベースでは尺度の情報 にす

べ てが圧縮 され てい るわけである。 分析素材の提供 に力点を置いてデー タベ

ー スを見 た場合"COPDAB"は やや難が あると言 えよ う。

表4-1の 最後 に示 され てい るCACI社 の デー タベー スは,米 ソ中三大国

の国際紛争 に対す る対処の仕方 を速やかに分析 し,早 期の段階におけ る危機

管理 を行な うことを 目的 として作成 され たデー タベー スで ある。米国防総省
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が スポ ンサ ー と な って作 成 され た この デー タベ ー スは,1945-80年 まで

の 期 間 にお け る米 中 ソ各 国が 関与 した紛 争 ・事 件 に関す る デ ー タを 網羅 して

い る。 表4-4に 中 国 に関す .る場 合 の デー タを示 す が,米 国 ・ソ連 の 場 合 も

表4-4 CACIデ ー タベ ー スの 内容

1.Recoτdide:c!三i己r

2◆]二 〇iこiaζionGこceolCτ エsエs

3.τ2rコ ユユnaこ ■on(三 ユこ己o=cr:s■s

4.Crisisdur己cioa

5・・Cτisis工ocユ ⊂ionbyJCSRggion

6.Ceopoliヒ エcこLlocεcion

7、Cl.rp_c亡e:〇 三e▽en{二s

6.SCODe

9.Levelofviol巳n⊂e

10..Sこ 亡atesicco☆ こroe・ ⊂ユc工on

11.Peτcei∵edこ 皇ご己ユcこoComエun工sこ?arこy/R竺9工 工e/}{oveロe〔1C

12.真 ここoて=1ix

13-22.K〔 三yindividualこcこoごcodes

a=USSヌ.

b=U.S.

c=0ヒheτvesこerp.⊂ounCries

d=India
ロ ヂe=
⊥a■ ㌔'an

f=Jaoこn
`

9=Vietnan

h=0仁herSeuch三 ユscAsia

1=Iadonesia

k=Koreユ

23.Chiaesev'erba工i:vo1vemenこ

24二.Chin∈ …ミ〕eshvsic⊇1[:volveコenこ〉.
25.GeOSraphicin'so三 こ・'∵三:.二=ユこ'

26.Conso!工d3⊂ 己dこ ロ∵o:∵o=eユ 〔

27LChifieseobiecこiver)∵iこhresっec亡 ヒoia－ こheユ こersuoDort二edsecン ト コリ
・28
.Chineseobjecヒi、 ・〔三s㌔r三 こhrespecこtoi:一 こheaceroPPosedse:二

29.Chinesecてisis〔:こnこ;{三 ごenccεPεbiliこies

30.Cris工souc⊂oに 弓s三 〇=こh三PRC

31.Cdsisou亡 ⊂omes三 〇τ ⊂1ineseclients/aJ.1ies

32.CrisisouccorcesforDo工i⊂icsoffincerest[oPRC

ほぼ類似 した内容で構成され ている。.デー タ 内容 は,危 機 の 期 間,地 域,

タイプ,度 合,関 与国,関 与方法,関 与 目的,関 与結果 な ど多岐 にわた って

お り,こ の データに基づいて紛争 を明確に特 徴付 けるこ とがで きる。デー タ

の ソー スは,新 聞 ・雑誌等を含む様 々な資料 であるが,米 国の場合,認 知 し

た国際紛争 ・国際事件 のすべ てを取 り扱 うと膨大な数 にのぼ るので国防総 省
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のあるデス クを通過 した事件のみを取 り扱 うとい う形で一種の ス クリー ニ ン

グがかけ られ ている。 ソ連 と中国に関 しては,上 述の スク リーニ ングは不可

能なので,そ れぞれの公式発表 の文献で取 り扱われた事件がデータ整備の対

象 とな ってい る。取 り扱い紛争事件数は,1949-80年 の間で米国352件,

ソ連444件,中 国427件 で ある。実際の データは表4-4に 示 した各 内容に

ついて数 字で符号化 して与 えられ てお り,デ ー タベー スを利用 して情報 を定

量的に取 り扱 うことは比較 的容易である。CACI社 で は,こ の デー タベー

スに基づ いて危機管理 システムを開発 した。 これは,発 生 しうる問題,各 国

の 目的,各 国の取 り得る行動 と判断を過去の デー タを分析す ることによ り設

定 し,あ る紛争が発生 した時 どの よ うな径 路を取 って外交の最終 ゴールに向

け各国が行動を取 ってい くか を推定 しよ うとい うシステムである。 ソ連の場

合には,43個 の発生 しうる問題,59個 の 目的,69個 の行動 形式が整理 さ

れた。CACI社 によ り米 ソ関係 に関す る多 くの問題が この システムを用い て

シ ミュレー トされたが,デ ータベー スの整備は予算打ち切 りのため1980年

までで中止された。

第2次 世界大戦後の超大国間の冷戦構造の もとで生 じた共産圏に関す る情

報整備の必要性が,国 際政治学の分野におけ るデータベー スの整備を逸早 く

促進せ しめた と言 うことがで きよ う。 しか しなが ら,こ の よ うに して整備 さ

れた国際紛争のデータベー スにもい くつか作成上の問題点が見受 け られ るの

で,次 にそれ らの諸点を整理 してみ よ う。第1に,ど の よ うなユーザ を対象

とす るか によってデー タベー スの 内容が大き く異なる可能性があ るとい うこ

とである。専門の研究者がユーザ となる場合,情 報加工度 の少ない豊富 な分

析素材をデータベー スか ら提供す るこ とが要求され るであろ うが,一 般 ユー

ザの場 合,"COPDAB"の デー タベー スの ように細かい判 断 材料の提供 よ

りも高度に集約化 された評価が要求 され るであろ う。従 ってデー タベー スの

ユーザが どのよ うな対象 となるかはデー タベース作成にあた って十分吟味 し

なけれぼな らない。
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第2に,本 節で取 り上げた国際紛争デー タベー スのいつれ も文章情報 か ら

整理 され,組 織 立て られた デー タベー ス情報 を抽 出する,い わゆ る内容分 析

の作業 を人 力を介 して行 って い る ことで あ る。 内容 分 析 を人 力で 行 うこ

とは,労 力がかか り過 ぎる点で まず大きな問題 を抱 えてい る。特にい くつか

のデー タベ ー スで見 られた ように高度の判断を要 求して デー タの抽出を行な

う場合は,専 門家の労 力を要す ることにな り負担は さらに大 き くなる。 また

人 力による作業 は,デ ータ作成者の主観的判断が大き く反映 しうる可能性が

あ り,デ ータの信頼性の面でも大 きな問題を抱 えてい る。 この問題を避け る

ためには,例 えば3～4人 で同 じ問題 をコーデ ィングさせ一 致率が90%に

上がるまで コー ダーの訓練 を行 うとい った 方 法 も考 えられ るが,結 局労力

の問題 に帰結 され る。 この よ うな観点か ら,内 容分析 を人力を介 さず機械 的

に行 う方 法 は き わ め て興味深い ものであるが.こ のシステム例 については

4.3節 および4.4節 で言及す る。

第3は,定 量化利用のためのデー タ抽 出方法 の汎 用性が どの程度保持で き

るか とい う問題である。 デ ー タ抽 出 を行 うた め の1次 の ソー スで ある文章

情報は一定の共通 したルールで蓄積 してい くことが可能であるが,1次 の ソ

ー スか ら定量化利 用のためのベー スデー タを抽出す る段階では
,利 用 目的 に

応 じて抽 出す るデー タも抽出方法 も異な って くる可能性が 高いわけである。

デー タ作成作業を組織す るにあた って十分配慮 しなければ な らない点である。

第4は,デ ータベー ス作成作業の継続性の問題である。すで に述べたよ う

に内容分析を人 力で行 うことは,膨 大な労力を要す ることにな り,こ れ を継

続す るためには十分 な予算的措置が必要である。CACI社 が めざ したデー タ

ベースとしてなか なかす ぐれ たものでは あるが ,予 算措置の継続性が保証 さ

れなか ったため1980年 まで を も って中 止 に至 っている。従 って,デ ー タ

ベー ス化 開始 にあた っては,デ ータベースの必要性を十分検討 し,継 続性 を

維 持できるよ うな体制でのぞむ ことが重要である。

さて,こ の よ うにい くつかの問題点を抱 えてはい るが,デ ー タベー スを整
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備 し文章情報の定量化利用をはか ってい くことは,何 も国際紛 争 ・国際事件

の領域に限 らず様 々な分野で必要 と考 えられる。例 えば,米 国あるいは ヨー

ロ ッパ との貿易摩擦問題に関連 して,こ れ までの国際間の経済紛争 を整理 し

たデータベー スを持 ち,早 期対策を立案す るための経済紛争管理 システムを

開発す ることは,大 いに期待 され るところであろ う。エネル ギー問題 に関連

しては,世 界経済 ・日本経済に多大の影響 力を持つ原油価格の形成に産油国

消費国,メ ジャーが どのよ うに関与す るか を探れるよ うな素材を提供す るデ

ータベー スが期待 され る。 この よ うに様々な分野で文章情報 をベ ー スとして

よ り組織 立てられた情報 に変換 し定量化利用を行 うこ とが必 要 とされ てい

るわけで あるが,こ れ らの実現 にはすでに述べた ように ク リアしなければな

らないい くつかの障害があ る。 いずれ にしてもデー タベー スの構築は巨額 の

投資を必要 とす るので,ユ ーザ ・サ イ ドか らの情報利用の有効性 を十分確認

した上で順次根元ヘ デー タベ ース整備の 体制を伸ば してい くことが重要 と考

えられ る。

42CACI社 の国際紛争デ ータを用いた 中国監視 システム

4.1節 では,国 際政 治学 の分野 で作成 されたい くつかの国際紛争 ・国際事

件に関す るデー タベー スを紹介 したが,本 節ではその定量化利 用の事例 とし

て,CACI社 のデー タベ ースを用いた中 国監 視 シ ステ ムにつ いて詳 しく検

討 したい。 この システムは,現 在平和安全保障研究所 に在職 している田中明

彦氏が米国のMITに 留学中に完成 したものである。

中国監視 システムは,い くつか の前提情報 と過去の先例 に基づ いて,中 国

の国際紛争 に対す る介入態度を予知す ることを 目指 した もので ある。 このシ

ステムにおける情報 処理の体系を図4-1に 示す。中国監視 システムでは,

前提情報 として世界友敵地 図,外 交 フ レーム,評 価戦略,決 定戦略を持 って

お り,あ る事件の発生を システムに伝 えるとその事件の属性 ・文脈の理解 を

行 い,事 件 の 特 徴 付 け を 行 った 後,過 去 の先 例 を当た り類似 した事例 を
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属性 ・文脈 の理解

}

介入

図4-1中 国監視 システムにおける情報処理の体系

捜 し出 し,先 例 と前提情報 に基づい て事件に対す る態度決定 を行 うという仕

組み になってい る。

本シ ステムで前提情報 として設定 され た中国の外交 フレー ムは,革 命外交,

現実主i義外交 とい う2つ の見方が あ り,そ れぞれ表4-5に 示す よ うな特徴

表4-5中 国の外交 フ レームの2つ の見方 と特徴

革命外交 現実主義外交

目的

国際政治の

孤本的な見方

国際政治の主体

友

国培政治で重要

'よ要素

世兄革命.国 内の革命の邊展 生存

紛●的(階 級闘争)

階級(階 級利益を代表する

闇雲、国寮内の集団、ETC,

社会主義、共産主義国;

民族解取運肋

資本主渡、帝国主義国:

その手先

経済的要因;プ ロレタリア

階級への脅威

紛争的(櫓 力闘争)

主権国宝

田の薗

自国の安全を脅かす国

地政学的要因(勢 力範囲など)

自国への脅威
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を持 っている。評価戦略 は,国 際政治の主体を友か敵か に判断す るのに困難

を生 じた場合 に取 る方 法で,硬 直な対応,柔 軟な対応 とい う2通 りの 見方 を

取ることがで きる。決定戦略 は,複 数の選択枝の うちか らどれ を選ぶべきか

困難が生 じた場合 に取 る方法 で,攻 撃的な選択,慎 重な選択 の2通 りの 見方

を取るこ とがで きる。 もちろん,中 国の外交政策 の見方 としてこれ 以外の様

々な見方 を取 るこ とも可能 なわけではあ るが,本 システムでは このよ うな対

比 しうる2通 りの見方 を前提 とす ることによ り,中 国の紛争介入態度の分析

にのぞんでい る。

中国監視 シ ステムを用い て分析 した事例 としては,外 交 フレーム,評 価戦

略,決 定戦略それぞれ2通 りの 見方 を組み合わせた8通 りの見方 のいずれが

中国の外交態度に合致 してい たか を調べ るため過去の歴史的な事件 に対 して

行 った シ ミュ レーシ ョ ンを挙げ ることがで きる。 この シ ミュレーシ ョンは

図4-2に 示す よ うな フ ロ ーで 解析 が 行 わ れ,上 に述べた8通 りの外交態

開 始

外交モデルの選択 ・オプションの設定

(発 生した事件の属性 ・前後関係の決定)
事件の属性による特徴付け
国際的な位置付け
国内的な位置付け
歴史的な流れにおける位置付け
先例からみた位置付け

(行動の決定)支援
する対象の決定

口頭介入の決定
軍事介入の決定

図4-2中 国 監 視 シ ス テ ム に よ る シ ミュ レ ー シ ョ ン ・フ ロ ー
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度 を取 った場 合,各 紛 争 ・事 件 に対 処 した結 果 と してい くつ か の 国 との 友 敵

関 係が どの よ うに 変化 す るか が求 め られ て い る。1949年 以降 発 生 した 国際

紛 争 を 中 国 に関 す る8タ イプの外 交 モ デル で順 次 シ ミュ レー トしてい ったわ

け で あ る。 図4-3に シ ミュ レー シ ョンの結 果 と して得 られ た中 国 と イ ン ド
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図4-3中 国 と イン ドの 友敵 関 係 図4-4中 国 とソ連の友敵関係

の友敵関係を,図4-4に 同 じく中国 とソ連の友敵関係を示す 。1949年 か

ら78年 までの間に現われた歴 史的 事 実 を考 え合わせ ると,中 国 とイ ン ドの

友敵関係は図4-3の 第4番 目の関係が最 も合致 してい るよ うに考 えられる。

従 って イン ドに対す る中国の外交態 度は現実主義外交で硬直的 な態度 と柔軟

な態度の入 り湿 った もので あ った と結論付け られ る。一方 中国と ソ連 との友

敵関係は図4-4の 第1番 目で説明できる部分 もあるし,第4番 目で説 明で
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きる部分 もあるとい うことか ら,硬 直的な革命外交 と見える面 もある し,硬

軟入 り湿 った現実主義外交 と見 える面 もあるとい うこ とである。

このよ うに中国監視 システムは,文 章情報 を整理 ・集約 した デー タをベ ー

スとして中国外交の構造に関す るきわめて重要な解 析結果を提供 してくれ る

興味深い システムである。特 に,中 国のよ うな情報 がはなはだ しくクローズ

された国に対 して,こ の ような システムによる構造解析の利用価値ははか り

しれないものがある。中国監 視 システムの場合の問題点は,シ ステム機能 を

どこまで汎用化できるか とい うこ とである。例 えば,こ の システムをアメ リ

カ監視 シ ステムに直そ うとした場合 同 じよ うな構造 を持つCACI社 のデータ

がそのまま使 えるとしても,外 交 フレー ム,評 価戦略,決 定戦略 とい った前

提情報が大幅 に異 なるため システムの アル ゴ リズムは全 く異な った もの とな

るであろ う。仮 りにこの ような障壁 を越 えて無理な汎用化を進 めると,各 国

の独 自性 が失われ た システムとなる可能 性が高い。 このよ うな点 を考慮す る

と,デ ー タベー スあるいは,シ ステムを考 える際,ど こまでは汎 用化で き,

どこか らは個性 を生か さねぼ な らないかの判断が きわめて重要 と考 えられる。

中国監視 シ ステムは,あ る紛争が発生 した時,中 国の介入態度 を予知 しよ

うとい う機能 ももちろん重要 であるが,こ の システムを通 して中国の外交態

度を構造 的に組織 的に整理 できる とい う点 もきわめて重要 と考 えられる。細

かい解析 のアル ゴ リズムや必要 となるデー タは,取 り扱 うテーマによ り大 分

異なるか もしれ ないが,中 国監視 シ ステムが採用 してい る基本的 な考 え方 は

様 々な分野へ有効に適用す るこ とがで きる と考 えられ る。エ ネルギーの分野

で も,例 えばOPEC加 盟国の動向な どについ て 日々の情報か らあま り組織 立

たない方法で 現在 は 分 析 を行 っ てい る が,中 国監視 システムの よ うなデー

タベー スと解析 システムを整備 してOPEC各 国のエネルギー政策 を構造的 に

理解す ることはきわ めて重要 である。エネルギーの分野では,国 際政治学 の

分 野の よ うにキー となるベー ス情報 として どの よ うな情報 をデー タベース化

す るこ とが有効か,解 析 システ ムの アル ゴ リズムは どのよ うであるべ きか,
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とい った諸点 についての研究がまだ不十分である。従 って,第1に 中国監視

システムのよ うな有効 なデータ利用の方法をい くつか確 立 しジその後それ ら

をよ り効率 的に運用す るための本格的なデー タベー ス整備へ と拡張 してい く

ことが必要 と考 えられ る。

43GeneralInquirerの デ ー タ作 成法 と辞 書

4.1節 で 述べ た よ うに,文 章情 報 か ら必 要 な情 報 を抽 出 して定 量 化 利 用 の

た め の ベー スデ ー タを作 成 してい くいわ ゆ る 内容 分析 の 作 業 を人 力 を 介 して

行 う こ とは,デ ー タベ ー ス整備 の 継続 性 を考 慮 した場 合,き わ め て 大 き な

障壁 とな ってい る。1次 の文 章 情 報 を ソー ス ・デー タ と して,コ ンピ ュー タ

に よ り必 要 な 情報 を機 械 的 に抽 出す る シ ステ ムが開 発 で きれ ば ,こ の よ うな

デ ー タベ ー ス整 備 の 作 業 は は か りしれ ない 寄与 を受 け る こ とに な るであろ う。

1960年 代 に米 国で は,こ の よ うな シ ステ ムの 先駆 け と して ,内 容 分析 を総

合的 に 行 な う"GeneralInquirer"と い うシ ス テムが 開 発 され た 。 当時 の コ

ン ピ ュー タの 能 力 を反 映 して時 代 を しのば せ る制約 も多 々あ るが ,こ の シ ス

テムが どの よ うな デ ー タと どの よ うな アル ゴ リズ ムに基 づ い て 開発 され た か

を 検討 す る こ とは,内 容分 析 の シ ステム化 を考 えてい く上 で きわ め て重要 で

あ る。 本 節で は,ま ず"GeneralInquirer"の 入 力 デ ー タ作 成 方 法 と辞書 の

あ り方 につ い て検 討す る。

"G
eneralInquirer"シ ス テムでは,コ ン ピュー タに よ る機 械 的 な作 業 を

可 能 とす るた め 次の よ うな 処 理 を入 力デ ー タ作 成 時 に行 って い る。

① 固有 名詞 お よび 代 名詞 の識 別

代 名詞 が 前 の 文章 で 一 体 何 を さ してい るか を示 す こ とは,一 般 の文 章 解

析 で常 に大 きな 問 題 とな る ところで あ る。"GeneralInquirer"シ ス テム

の研 究 で も,代 名 詞 の 指示 対象 を 自動的 に 識 別す るア ル ゴ リズ ムの 開 発 が

試 み られ たが,"iピ の解釈 に難 が あ り うま くい ってい な い。 そ こで 次 善 の

手 段 と して入 力 デ ー タ作 成 時 に代 名詞 のあ とに()を 付 して代 名詞 が
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、

指 してい る もの の 情報 を 与 えてい る。 また 固有 名 詞 に つ い て も,そ れ が ど

うい う属性 の も の あ るい は 人 で あ るか を コ ンピ ュー タで 自動 的 に解析 す る

こ とは きわ め て 難 し い 。"GeneralInquirer"で は 代 名 詞 と同 じ手 法

を 用 い て括 弧 付 きで 固 有名 詞 が どん な属 性 を示 す もの か を与 えて い る・

② 同 じ単 語 が 異 な った意 味 で 使 われ る場 合 の 識 別

文 章 中で 複 数 の意 味 を持 つ 単 語が どの意 味 で 使 用 され てい るか を判 断す

るには 前後 の 意 味 関係 を 理 解 し な け れ ば な ら な い の で,き わ め て 難 し

い。"GeneralInquirer"で は入 力 デー タ作 成 時に そ の よ うな単 語の うし

ろ に"/"を 入れ簡 単 ない くつか の サ ブ スク リプ トを加 えて,ど の意 味で 使

われ てい るか を示 す 情 報 を 与 えてい る。 例 えば,Buffaloの 場 合,米 国の

都 市名 と動物 名 の どち らに も解釈 され るわ け で あ る が,Buffalo/Tと サ

ブス ク リプ トを 加 える こ とに よ り米 国 の都 市 名 で あ る こ とが 判 然 とす る方

法 を と ってい る。

③ 構 文 の 関係

"G
eneralInquirer"が 形 成 され た 当時,構 文 解 析 の 研 究 も さか ん に進

め られ てい た わ けで あ るが,シ ス テム制 作 者 は 研究 段 階 に あ る構 文 解 析の

アル ゴ リズ ムを組 み 込 む こ とを将 来 の課 題 と し てい る。 それ にか わ って,

入 力 デ ー タ作 成 時 に表4-6の よ うな 構文 関 係 を示 す た め の数 字 サ ブ スク

リプ トを与 えてい る。

表4-6構 文 関係 を示 す 数字 サ ブ ス ク リプ ト

ユ

ヨ

ら

　

　

む

/

/

/

/

/

/

主語の位置

動詞の位置

目的語の位置

限定主語の位置

限定動詞の位置

限定目的語の位置

この ような構文情報を付加す るため,入 力デー タ作成者は,複 文構造 を
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持 った文 章 をで きる だ け基 礎 的 な レベ ルの独 立節 まで 分 解 し,そ れ ぞ れ の

文 を 単 独文 と し て"+uを 挿 入 し て分 離 す る必 要が あ る。 ま た"Ithink"

な どの よ うに発 言 内 容の 背 語 にか くれ てい る発 言主 体 を示す 句 は,限 定 詞

と呼 ばれ 表4-6に 示 した 数 字 サ ブ ス ク リプ トで特 別 に 表 示 され る。 例 え

ば,

JohnsaidtoMarythatBostonneedsrain

とい う文 章 は,

JOHN/8SAID/9TOMARY/OTHATBOSTON/1

NEEDS/3RAIN/5

と コー デ ィ ング され,コ ン ピュー タに よ り"THAT"が 自動 的 に+に 変 え

られ て文 は2文 に分 離 され る。

主 と して,以 上の よ うな 入 力 デ ー タ作 成手 続 きが"GeneralInquirer'}シ

ステムの 入 力 デ ー タに は必要 で あ る。 図4-5に この よ うな ル ー ル を適 用 し

て作 成 され た入 力 デ ー タの例 を示 す 。

"G
eneralInquirer"で は,上 述 の よ うに して作 成 され た入 力 デ ー タの解

読,ま た"GeneralInquirer"シ ス テムを用 い て い ろ い ろ な 分 析 を 行 う際

に 辞書 が 重 要 な役 割 をi担って い る。"GeneralInquirer"の 辞 書 は,内 容 分

析 用 カテ ゴ リー辞 書 と呼 ばれ てい るが,こ の 辞 書が 例 えば 英語 の 標 準 辞書 と

異 な る点 は,シ ステ ム利 用者 の社 会 科学 理 論 に基 づ く関連 性 で 語 義 分類 が な

され,意 味 付 け が 行 わ れ てい る とい う点で あ る。 す な わ ち 分 析 者 が 行 い

た い分 析主 題 に応 じて大 分類 で あ る カ テ ゴ リーが 設定 され,そ の カテ ゴ リー

のいず れ に属 す るか とい う形 で単 語 や慣 用 句 が整 理 され てい る。 内容 分 析辞

書 は,分 析 者 の 理 論 の 具体 的 な表 示 とい う性格 を持 つ も ので あ る。

1960年 代 に は,様 々 な分 野 で17個 の 内容分 析 用 カ テ ゴ リー辞 書 が作 成

され た。 これ らの 辞 書 は,非 常 に特殊 な分 析 を 目指 して限 定 され た カ テ ゴ リ

ーの も とで整理 され た辞 書 と社 会 科 学の 一 般理 論 の 開発 を 目指 し て よ り汎 用

的 な カ テ ゴ リー の も とで 整 理 され た 辞書 との2通 りに分 類 され る。Harvard
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図4-5 構文及び代名詞を編集 した テキ ス ト例

皿 Psychosociolosical Dictionaryは,後 者 の 代 表 例 で あ る。

社会心理学用 として構築 された もので, 83の カ テ ゴ リ

この辞書は

の もと約3500項

目の単 語, 慣用句が整理 され ている。 カテゴ リーの構 成は人称代名詞を包括

す るものとして

SELF: 1,me,mine,my,myself

SELVES・:we,us,our,ours,ourselves

OTHER:you,your,yours,yourself,yourselves

が 与 え られ てい る。

ゴ リ 化 され ず,

heと かsheと かい った 男 性 代 名 詞,

man,woman

女性代名詞は カテ

,husbandな どの よ うに性 別で 区分 され る名

詞 と共 にMALE-ROLE(男 性 の 役割),

役割) とい う2つ の カ テ ゴ リ

FEMALE-ROLE

に入 って い る。

(女性の

その他の役割指示 としては,
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JOB-ROLE(職 業 の 役割,lawyer,magician,mayorな ど)やNEUTER-

ROLE(中 性 の 役割,ladolescent,acquaintance,neighbor,foreigner

な ど)な どが あ る。 表4-7に 示す よ うに この よ うな役 割基 準 で の分 類 の 他,

Harvard皿Dictionaryは 制 度基 準 と地 位 基 準 に よる分 類 を持 ってお り,単

語 ・慣 用 句 は さ らに細 分化 され る こ とにな っ てい る。 例 えば,"doctor"と

い う単 語 は,役 割 基 準か らはJOB-ROLEの カ テゴ リー に,制 度 基 準 か ら

はMEDICALの カテ ゴ リーに,地 位 基 準 か らはHIGH-STATUSの カ

テ ゴ リーに 属 し てい る。HarvardHIDictionaryを 例 と して,内 容 分 析 用 カ

テ ゴ リー辞 書 の 性格 の一 端 を 紹介 したが,か な り一 般性 を持 たせ て作 成 して

あ る とは い え,社 会 心 理学 の 分 野 で有 効 に働 らき うる よ うにす るた め に設 定

され た きわ め て特 殊 な カ テ ゴ リーの組 み 合 わ せ で 成 り立 ってい る よ うで ある。

表4-7Harvard皿Dictionaryの カ テ ゴ リー 基 準

役割基準 MALE-ROLE(男 性 の役割),FEMALE-ROLE(女 性 の役割)

(4) JOB-ROLE(仕 事 としての役割),NEUTER-ROLE(中 性 の役割)

制度 基準 ACADEMIC(学 界),ARTISTIC(芸 術),COMMUNITY(地 域)

ECONOMIC(経 済),FAMILY(家 族),LEGAL(法 曹)

(12) MEDICU(医 療),MIHTARY(軍),POHTICAL(政 治)

R耳CRETIONAL(レ ジ ャ ー),RELIGIOUS(宗 教)

TECHNOLOGICAL(技 術)

地位基準 HIGHER(高),PEER(同 等),LOWER(低)

(3)

"G
eneralInquirer"シ ス テ ムは,内 容 分析 の作 業 を コ ン ピ ュー タを用 い

て 自 動 的 に 行 う シ ス テ ム と して開 発 され た もの で あるが,す で に述 べ た よ

うに入 力 デー タ作 成 の 過程 で なお 多 くの 人 力 に よ る作業 を必要 と して い る。

確 か に この よ うな デ ー タ加 工 を 加 えれ ば,4.4節 で述べ る よ うに,入 力 デ ー
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タを コ ンピュー タで処理 し,様 々 な解 析 を行 うこ とがで きるが,継 続的に

入 力 デ ー タ作 成 作業 を行 ってい く上ではやや 負担が大 きい と言わねばな ら

ない。"GeneralInquirer"が 開発 された時代か らはすでに20年 が経過 し

てお り,そ の後構文解析 などの 自動化についてはかな りの進歩が あ ったわけ

で あるが,自 然文か ら直接 内容分析を行 うには まだ溝 が 深 く,"General

Inquirernと 同 じよ うに テキ ス ト・データの加 工 を 加 えなければ確実 な内

容分析はで きない と考 えられ る。

"G
eneralInquirer"シ ステムのために開発 された辞書の中でHarvard

皿Dictionaryな どは社会心理学 の分野での一般化をめざした ものである と

言われ てい るが,か な り特 異な色彩 を持 っているように感 じられ る。その点

で 内容分析 用カテゴ リー辞書の性格は,シ ソー ラスの性格 とも大部異な って

い るようである。すで に述べた よ うに内容分析用カテゴ リー辞書は分析理論

が大 き く反映 された構成を取 るわけであるが,は たしてどの程度汎用性を持

たせることがで きるか疑 問で ある。む しろ広範な課題 を織 り込 まず分析課題

ご とに必要な内容分析 カテゴ リー辞書を用意す ることが内容分析 に関 しては

望 ましい姿か もしれ ない。 た とえある限 られ た分析課題 についての内容分析

カ テゴ リー辞書を作成す るとして も,よ り一般的 な分析理論に裏打 ちされ た

辞書を作成す ることは膨大な作業を要す ると考 えられる。従 って,シ ステム

利 用の有効性をパ イロ ッ ト的に十 分検証 してか ら,こ の ような基礎知識ベー

スの 開発に大 きな予算をかけ て精力的に取 り組むことが必要 と考 えられ る。

4.4GeneralInquirerの 解 析 手 法 と応 用例

4.3節 で は,"GeneralInquirer"デ ー タ作 成 方法 と 内容 分 析用 カ テ ゴ リ

ー辞 書 につ い て述べ た が ,本 節 で は シ ステ ムの解 析方 法 と応 用 例 につ い て述

べ る。"GeneralInquirer"シ ス テ ムに よ っ て入 力デ ー タは,以 下 の 手順 で

処理 され てい く。

① タギ ン グ:内 容 分析 カテ ゴ リーの割 り当 て
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タ グ付 け操 作 は,こ の シ ステ ムに よ る内容分 析 の 第1段 階 に あた ってい

る。 コ ンピ ュー タは 加 工 され た 入 力 デ ー タを 始 めか ら終 わ りま で スキ ャ ン

し,文 章 を 一定 の ル ー ルで まず 単 語 に分割 す る。 その 後,内 容 分 析 用 カ テ

ゴ リー辞 書 の 中 の 単語 との 対 応 あ るい は慣 用 句 の チ ェ ッ クが 行 わ れ,各

単 語 に対 す る タ グ付 け が 行 わ れ る。も し構 文 関 係の 情 報 を 単 語が 持 って

い る場 合 は,タ グと と もに構 文 コー ドも蓄積 され るよ うに な って い る。 ま

た タ グ付 け の プ ログ ラ ムは カ テ ゴ リーの 指定 と同時 に タギ ン グの頻 度数 の

蓄積 も行 な ってい る。

② テキ ス ト及 び タ グの リス テ ィン グ

作 成 した タ グの リステ ィ ソグが 次に行 なわ れ る。 テキ ス トは 一 連 番 号 を

付 して文 章 単 位 で 左 側 に リ ス トア ップ され,そ の右側 に は タ グが 列 記 され

て 出力す る。 この リス トを 点検 す る こ とに よ り,分 析 者 は単 語 お よび慣 用

句 に正 しい タ グ付 け が 出来 た か否 か を確 認す る こ とが 可能 で あ る。 また こ

の リス トを 点検 す る こ と に よ って,こ れ まで 予 測 してい なか った同 時 出現

の パ ター ンを発 見す る こ と も多 々あ り うる。

図4-6に は,大 統 領 就 任 受託 演 説 の一 部 に つい て,タ グ付 け操 作 を行
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図4-6テ キ ス ト及び タ グ リス トの作 成例(大 統領 就 任 受 託 演 説)
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い,リ ス テ ィ ング した例 を示 す 。

③ タ グ ・タ リー 手順

タ グ ・タ リー 手順 は,各 タ グが ドキ ュメ ン ト全 体 の 中で どの位 多 く指定

され て い るか を 示す 統 計値 を生み 出す もの であ る。 この タ グ ・タ リー手 順

は,分 析 者 が特 定 の 引 用文 や イ メー ジに 関心 を持 って い る場 合 のた め に,

単 語 カ ウ ン トに置 き換 える こ とも可 能 で あ る。

ま た,分 析 者 が一 つの ドキ ュメ ン ト内部で 複 数 の主 題 を研 究 した い場 合

の た め に,文 章 カ ウ ン ト手 順 も用い る こ とが で き る。 以上 述べ た タ グ ・タ

リー手 順,単 語 カ ウ ン ト手 順,文 章 カ ウ ン ト手 順 の3種 の 集 計法 を用い て

頻 度数 に関す る多 くの情 報 を得 る こ とが で き る。 タ グ ・タ リー手 順 で は,

構 文 に おけ る役 割 の 相違 を別 々 に カ ウ ン トで き る よ うに もな ってい る。 タ

グ ・タ リー手 順 に は,グ ラ フ化 機能 も着 い てい る。

④ 検 索お よび 同 時 出 現 テ ス ト

検 索 プ ログ ラ ムで は,調 査 者 が キ ー パ ンチ した1つ あ るい は複 数 の設 問

に 基づ い て,設 問事 項 とマ ッチす る文 章 を磁 気 テ ー プ上 の タ グ付 き テキ ス

ト内 か ら挿 す 作 業 を 行 っ て い る。 タグ情 報 の 与 え方 に よ ってきわ め て広

範 な検 索 が 可 能 とな って い る。 与 え られ る検 索 文 は,

十 〇1S十43V=P

(SELFASSUBJECT)(::M麗 甜CATE)

とい った 形 で 与 え られ,主 語 としてのSELF,動 詞 と してのCOMMU-

NICATEを タグ と して持 つ文 が検 索 され る。Pは 検 索 結果 処理 の た め の

ナ プシ ョンの 一つ で あ り,Pの 場 合適 合す る文 が そ の識 別 コー ド及 び文 番

号 と共 に プ リン トされ る。

以上 の よ うな手 順 を経 て,ド キ ュメ ン ト内の 情 報 は 整 理 され,様 々な タ グ

で 検 索 され た り,統 計量 の 計 算 が 行 わ れ た りす る 。"GeneralInquirer"・

の応 用例 とし ては,図4-7に 示す よ うな例 を挙 げ る こ とが で きる。
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図4-7GeneralInquirerに よ る トリー 分 析

これ は,RadcriffeとEgyptianの 未 来 自叙 伝 を 入 力デ ー タと して 比 較 し

た もの で あ る。文 章 の総 数 は,Radcriffe(R)が1221件,Egyptian(E)が818

件 で あ る。 まず,そ れ ぞ れ の文 をFemale-Roleの タ グで分 割 した場 合,

Rの 文 で は74文 が,Eの 文 で は111文 が'Female-Roleの タ グに 帰 属 し

てい る とい うこ とで あ る。 帰 属 しな か った文 をMa"1eLRoleで 分 割 す る と〆

Rの1147件 の うち136件 がMale-Roleの タ グに帰 属 し,Eの707件 の

うち85件 がMale-Roleの タグに帰 属 してい る。 またMale-Roleに 帰

属 した もの をJob-Roleで 分割 す る とRの5件 とEの14件 が そ れ ぞれ

Job-Roleの タ グに帰 属 し,Rの131件 とEの85件 が 帰 属 しない こ とが

わ か る。 この よ うに文 章 を 構 成す る文 の 内容 を タ グで も って 分類 してい くこ

とに よ り,文 章 の 内容 構造 に 関す る有益 な情 報 が 得 られ るわ けで あ る。

以 上 述 べ てき た よ うに,"GeneralInquirer"も 文 章情 報 の 定 量解 析 とい
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う意味 で 大 変 興味 深 い情 報 を提 供 して くれ る。 この よ うな解 析 シ ス テ ムが す

で に20年 も前 に検 討 され,開 発 され て い た こ とは非 常 に驚異 的 な こ とで あ

る。 入 力 デ ー タ作 成後 の解 析 の た めの アル ゴ リズ ムは現 在 考 えた と して もさ

して変わ らない もの とな るで あ ろ う。 す で に述 べ た よ うに"GeneralInqu-

irer"の 難点 は,入 力 デ ー タの 加 工作 業 の うち機 械 的 に で きな い判 断の 部分

を結 局 人 力 に依 存 してい る こ と と,内 容 分 析 用 カ テ ゴ リー辞 書 の 作 成が や は

り人 力 に よ る大 が か りな作 業 とな る こ とで あ る。 内容 分 析 用 カ テ ゴ リー辞 書

の 作 成は,言 ってみ れ ば分 析 課 題 に適 合 した キ ー ワー ド体 系 を作 る作業 と似

た よ うな も ので あ る。"GeneralInquirer"シ ステ ムは,解 析 手 法 をで きる

だ け 一般 的 な共 通 の ア ル ゴ リズ ムに整 理 し,シ ス テムで取 り扱 う主 題 の特 殊

性 は で きる だ け 内容分 析 用 カ テ ゴ リー辞 書へ 持 ち込 ん で い る と言 うこ とが で

き よ う。 従 って,辞 書 の構 成 は取 り扱 う主 題 に 合わ せ た 片 寄 った 内 容の もの

とな る こ とを あ る程 度 宿命 付 け られ てい る よ うに感 じ られ る。 ど こま での 領

域 は共 通 の 内 容 と して盛 り込 む こ とが で き,ど こか らは オ リジ ナ リテ ィを生

か さなけ れ ば な らない か,辞 書 をで き るだ け汎 用的 に作 成 したい と考 えた場

合,充 分 考 慮 す べ き問 題 で あ る。

"G
eneralInquirer"シ ステ ム機 能 と して本 節で 挙 げ られ た もの は ど ち ら

か とい うと,解 析 の た め のベ ー スとな る デ ー タ(タ グの頻 度数 な ど)を 提 供

す る もの で あ る。 この ベ ー ス ・デ ー タを も とに し て,さ らに各 種 の解 析 を行

う ア プ リケ ー シ ョ ン ・シ ス テムが 必要 と考 え られ るが,そ の 次元 に い た る

と取 り扱 う主 題 によ って有 効か つ 適 切 な解析 手 法 は 大 き く異 な って くるの で

は ない か と思わ れ る。

こ うした デ ー タベ ー ス,知 識 ベ ー ス,内 容分 析 シ ステ ムの 一般 性,共 通 性

とい う問 題 を考 えた場 合,1次 の ソー スの蓄 積 と しての デー タベ ー ス,1次

の ソー スか ら内容 分 析 に よ って ベ ー スデ ー タを作 り出す た め の知 識 ベー ス と

シ ス テムは あ る 程度 一般 性 ・共 通 性 を 持 たせ る こ とがで き るよ うに考 え られ

るが,ベ ー スデー タに基づ い た ア プ リケ ー シ ・ンは それ ぞ れ の特 殊 性 が 出 て
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くるよ うに思われ る。いずれ にしても,核 とな るデータベー ス,知 識ベ ー ス,

内容分析 システムを構築す るには,膨 大な労力 と膨大 な費 用を要す るので,

各方面か ら利 用可能性 について綿密な検討を加 えることが必要である。

45認 知構造図手法 におけるデ ータ作成法と解析法

文章情報の半定量化利 用法 として,最 近認知 構造図 とい う手法が開発 され

た。 この方法 は,分 析対象者の発言あるいは文書 等か ら一定の手続 きで分析

データを作成 し,分 析対象者の思考 構造を明 らか にし,そ の行動を予測 しよ

うとい うものである。分析データの作成作業は従来か ら行 われ て い る 内容

分析に近い もので ある。認知構造図による分析 は最近国際政治学の分野で活

発 に行 われ て い る が,1973年 の石油危機以来世界中の関心 を集め てきた

エネルギ ー問題 に関 しても適用可能性 を持つ手法であ る。そ こで本節では,

まず,認 知構造 図のデ ータ作成方法お よび解析手法につい て検 討を加 えてみ

ることに した。

認知 構造 図の一次情報 とな っているのは,新 聞 ・雑誌 な ど公刊 された分析

対象者 の発言あ るいは文書である。 インタビュー記事な どこれ ら一 次の情 報

か ら一文一文 を判断 し,因 果関係 を述べ た文を抜 き出 して,原 因概念 と結果

概念 を抽 出 して正負の関係を付けた ものが,認 知構造図手法の分析対象 デー

タとなる。 表4-8に 実際のデータ作成例 を示す。表中①の文に対して,原 因概

念 として抽 出され た ものは 「各国 とも,今 後関税は非常 に低 くなる」で,結

果概念 として抽 出されたものは 「関税交渉 としては東 京 ラウ ン ドが今世紀 最

後のものになる」である。原因概 念 と結果概念 の関係は正(+)で ある。 このよう

な原因概念,結 果概 念 と関係 とを該当す る文か らすべ て抽出 しておいて共 通

な概念 に整理 したものが認知構造図 にお ける コンセプ トである。上述の原因

概念はその ままであるが,結 果概念は 「関税は これか ら先大きな交渉の対 象

にはな らない」に整理 されている。

この よ うな文章 を 「原因概念/連 鎖/結 果概 念」に分解 して整理するわけ
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表4-8認 知 構 造 図 用 の 抽 出 デ ー タ 例

(本 文)

牛場 が・ トの交渉は元 親 鮫 治 ん ですh`@「WNtneと して{;・ あtsた が

計 われたとお り、お そらく今世紀 最後の ものか もしれ ません 。各国 とも〈〉後、

関 税 は非 常 に 低 く な り ま す か らね こ 今度 の 交渉 の 特 徴 は 、い わ ゆ る非 関税 障 壁

の 順 で・Cれ に つい て コ ー ド(▲ 見約)を つ く る とい うこと でt②Sl=関 税牌

と い うの は 、 一 番 は っき り して い るの は ク ォー タ っ ま り 蹴的 輸 入1;illvatsん です

け ど 、 それ 以 外 に も い ち ん な もの が あ る.今 度は た い ぶ その 範 囲 が 広 が し

て 、 た とえ ば 、 い ま ま で は ガ ッ トg)ル ールicはtよ じま ない と 思 わ れ て い た政 府

9{i,E.tcま で取 り和 ん で い こ う とい う こ と で,相 当野 心 的 な交 渉 を や ーた わ け で

す 。 した が っ て 全 部 が 全 部 これ で 解 決 した と い'員 ∧ に は 口 か 灯 ・い げ"い

関 税交 渉 は姉 か に も うあ ま り ない と 思 い ます け れ ど も、 そ うい う コ ー ドづ く り

の 交渉 は これ か ら も継 続 的 に 起 こ って く るん じ ゃな い です か 。

(抽 出 デ ー タ 〉

137

1Bl各 国 と も今 後 、関 税 は/+/

非 常 に 低 くな る.

138

1Cl非 関 税障 壁 のk見 約 の 範/一/

囲 が だ い ぶ 広 が った.

(政Ptf醐1週1に もINり 睾ntr)

22

1∧=関 税 交 渉 と して は 東 京 ラウ

ン ドが 今 世 紀 最 後 め もの に

な る 。

139

1D=非 関 税 障 壁 の 問 題 の 全 部力《

全 部 、解 決 す る.

で あ るが,一 次 デー タか ら コー デ ィ ング作 業 は,現 在 まで の所,手 作 業 で行

わ れ て お り,機 械 化 で き る よ うな有 効 な ア ル ゴ リズ ムは 見つか っていない。

また,コ ー デ ィン グ作業 に 関 しては,文 型 を16の パ タ ー ンに分 類 し,そ れ

ぞ れの ケ ー スで概 念 の 抽 出 ・関 係 付 け に どの よ うな注 意 が 必要 か とい うこ と

が 詳 し く コーデ ィ ング ・ル ー ル と し てま とめ られ てい る。 表4-9に 文 型 パ

タ ー ンを 示す 。 コー ダー は,こ の コーデ ィン グ ・ル ー ルに 従 って,で き るだ

け 自身 の 主 観 を混 えず 原文 に忠 実 に デー タ作 成 を行 わ な け れ ば な ら な い 。

とはい え,主 観 を据 えず とい うこ とは,き わ め てむ つ か しい の で コー ダー間

で 一定 の 一 致率 が 得 られ る まで は 訓 練 を行 うこ とが 必要 で あ ろ う。

この よ うに して抽 出 され た デ ー タを,分 析者 が考 えてい る要 素 に整 理 した

ものが コ ンセ ブ.トで あ る。 コ ンセ プ トに はP－ コ ンセ ブ.ト,V－ コ ンセ プ ト,

C－ コ ンセ ブ.トの3種 類 が あ る。P－ コ ソ セ ブ.トは取 り得 る政 策 を示 す コ ン

セ プ トで,こ の コ ンセ プ トに影 響 を与 える コ ンセ プ トは 存 在 しない 。 い わ ば
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表4-9コ ー デ ィ ン グ ・ル ー ル で 整 理 され た16の 文 パ タ ー ン

1・ 単一原因概念/単 一連鎖/単 一結果概念

2.単 一 原因概念/単 一連鎖/複 数結果概念

3.複 数原 因概念/複 数連鎖/単 一結果概念

4.～ か または～の関係

5.蓋 然的 な関係

6.代 名詞 が原因概念あるいは結果概念である場合

7.内 容 分析(文 章構造 だけでコー ド化不能 の場合)

&逆 転 した因果関係

9.効 用 関係

10.複 数 主語/単 一連鎖/単 一目的語

lL複 数 主語/単 一連鎖/複 数目的語

12.単 一 主語/複 数連鎖/複 数目的語

13.複 数 主語/複 数連鎖/複 数目的語

14.関 係 の中 の概念 がもつ二重の役割

15.連 鎖的事象の主張のコー ド化

16.無 関 係 とい う関係 の問題

外生 変 数 で あ る。V－ コ ンセ プ トは,政 策 の 効果 を 見 るた めの 指 標 で,V－

コ ンセ プ トか ら他 要 素 へ は影 響 を与 えな い よ うに設 定 され てい る
。 これ ら2

つ の コ ンセ プ トは 分 析 者が シ ミュ レー シ ョンを行 な う際 適 宜 設 定す る こ とに

なる。 最 後 のC－ コ ンセ プ トは,社 会 シ ス テムの 内部 構 造 を 規 定す る コ ンセ

プ トで あ る。 コ ンセ プ ト間 の 関 係は,正 ・負 ・0の3種 に 分 け て+1 ,-1,

0と い う値 で設 定 す る こ とが で き る。 そ の 結 果 と して ,ValencyMatrixと

い う コ ンセ プ ト間 の 関 係 を示 すMatrix表 示 が 得 られ るこ とに な る。

V(i・j)一{+1イ ンパク ト正,-1イ ンパク トft,0イ ンパク ト無}

認 知 構 造 図 は,こ のValencyMatrixを 出発 点 と して解析 的 手法 を 用 い て 分

析 が 進 め られ る。 図4-8に 解 析 フローを示 す。ValencyMatrixを 出発 点 と し

て 生 の コ ンセ プ ト間 の関 係 か ら矛盾 の な い コ ンセ プ ト間 の 関 係 を認 知 構造 図

と して求 め,P－ コ ンセ プ トす なわ ち政 策 の影 響 をV－ コ ンセ プ トで 判断 し
,

最 も取 り得 る行 動 を判 断 しよ うとい うの が基 本 的 な流れ で あ る。Valency

Matrixか らは,ま ず 最 初 にRechabilityMatrixが 計 算 され る
。 これ は 各

コ ンセ プ トに 影 響 を与 えなが ら リン クを経 由 して到 達 し うる コ ンセ プ トが ど

一79一



STAftT

1;;蒜 更n

v嵌 驚 こ"4n基

`t口

島'7《'
ル ー7の 【ht"

ルー ア 挺 しSTO?

↓

,↑口

1
c の匂ム

」

1

、

と

∨

c

母 へ

1レン ク) 寺,ヌA4

↓

indtt.e■-OでP－ コ'セ7卜U外 の

もの しほ く.

o匂【de寓r● ・OτV会 コ'セ7● 瓦1外

の もの も■(.

o

京

土

c。【パ ㎜IP酬h.を 求め6

1
して

h,mr× 川 饅gpgr`舟 賃 の

■4か らPδ`h・ モ【h稔ckし

● 角し'`.つ 直`』 モ 鯵(

1

針 ●

↓

◆ す

P別hの 旬青 衣め る

1
ε鳳ρrぷ1疏K`↑ むLた

筒

↓
ε叩`w竃1闘 に 対 応 した

C吋 剛`"M"の 欺 別

口`モ 哀め る

↓

P・hc,1鴫 淑t地lrl・

8†口

1
(いD)

ア　ぐば せウト や テ　 ゆ ぬ 　 ゆ ヒにぎ ゆ エ

言

v.、L,1

上 ア つ て

インパ,ト のn`;壬 卓の る.

図4-8認 知 構造 図 シ ス テ ムの解 析 フ ロー

れ で あ るか を示すMatrixで あ る。 値 は1(到 達 可能)か0(到 達不 能)で

示 され る。

R(i,j)一{;㌶ 票寵

コ ンセ プ トiと コ ンセ プ トjに 関 して 両方 向 か ら到 達 可能 な場 合 は,ル ープ

が発生 して い る。 ル ー プの発 生 は 階 層 グ ラフの解 析 に大 き な困 難 を 生ず るの

で,一 応V-Matrixか らは,こ の経 路 をはず して 解析 す る。

次 に要 素 の数 が 多 い場 合 は,考 え てい る問 題 のkeyま た は核 とな るコ ンセ

プ ト(ハ イラ イ ト ・コ ンセ プ ト)を 設 定 して対 象 とな る要 素 を整 理 す る必要
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が あ る 。 そ の た め に はReachabilityMatrixか ら 次 に 示 す よ うな フル ・ハ イ

ラ イ ト ・ベ ク トル を 作 成 す る。

H(i)= 1:指 定 され た ノ・イ ラ イ ト ・コ ンセ プ ト

2:ハ イ ラ イ ト ・コ ンセ プ トに 到 達 可 能 な コ ン セ プ ト

3:ハ イ ラ イ ト ・コ ン セ プ トが 到 達 可 能 な コ ン セ プ ト

0:ハ イ ラ イ ト ・コ ン セ プ トに 無 関 係 な コ ン セ プ ト

この フル ・ハイ ライ ト・ベ ク トル の値 か らハ イ ライ ト・コ ンセ プ トに は全

く無 関 係 で あ る と評 価 され た コ ンセ プ トは分 析 の対 象 か ら除 外す る。

この よ うな形 で要 素 を簡 素 化 した 後,P－ コ ンセ プ トか らV－ コ ンセ プ ト

にい た る様 々な経 路 を 決定 しなけ れ ば な らな いが,そ の 経 路 の選 択基 準 とな

る2つ の 情 報が まず 決定 され る。 第1は コ ンセ プ トの階 層 レベ ル を示 す 情 報

で あ るが,次 の よ うな方法 で 決 め られ る。

① 自分 に入 って くる矢 印 を 持 た な い コ ンセ プ ト(レ ベ ル1)

② レベ ル1の コ ンセ プ トと リ ンクを 消 した 後,自 分 に入 って く る矢 印 を持

た な い コ ンセ プ ト(レ ベ ル2)

③ コ ンセ プ トがす べ てな くな る まで 操 作 を 繰 り返す 。

第2は,Indegree,Outdegree,Totaldegreeの 計 算 で

　

id(i)=ΣlV(i,j)1コ ン セ プ トiに 直 接 影 響 を 与 え る コ ン セ プ トの 数

j=1

　

od(i)=ΣlV(j,i)1コ ン セ プ トiに よ っ て直 接 影 響 を 受 け る コ ンセ プ ト

j=1の 数

td(i)=id(i)十 〇d(i)

に よ って求 め られ る。Totaldegreeの 情 報 は,コ ンセ プ トの認 知 の 中心 性

を示 す 重 要 な情報 とな って い る。

さて,こ れ だ けの 準 備 が整 った 段 階 で い よい よ経 路 を決 定 し てい くわ け で
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あ る が,経 路 の1つ と して まず,AntecedentPathsが 求 め られ る。 これ は

ハ イラ イ ト ・コ ンセ プ トを終 点 とす る様 々な経 路 で あ る。 パ スの 選 択 は 以下

の よ うに して行 われ る。

① 外 部 か ら指 定 され た ハ イラ イ ト ・コ ンセ プ トを終 点 と して設 定 す る。

② ハ イ ラ イ ト ・コ ンセ プ トに直接 影 響 を与 え る コ ンセ プ トを抽 出 し,こ の

中 か らtdの 高 い もの を選 択す る。

③ 選 択 した コ ンセ プ トに つい て,上 の 手順 を 繰 り返 し,さ か のぼ れ な くな

る まで 探 索す る。

④ この よ うに して一 つ の パ スが 決定 した ら,パ スに ユニ ー クな関 係 をVa-

lencyMatrixか ら消去す る。

⑤ 上記 ①か ら④の手順を繰 り返 して,見 付け られ るパスが な くなるまで探索す る。

⑥ 可 能 なantecedentpathsに 対 してHistoricalSupportの 有 無 を チ

ェ ックす る。HistoricalSupPortの 全 く無 い場 合 は パ スか ら落す 。

ConsequentPathは,ハ イラfト ・コ ンセ プ トを 始 点 とす る様 々な経 路 で

あ るが,パ スの探 索 方 法 は,AntecedentPathと 同様 の方 法 を 用 い る。ただ

し,HistoricalSupportの チ ェ ッ クは行 わ な い。

この よ うに して 求 め られ た パ スの 中 に は,図4-9に 例 示す る よ うに,通

十

十

図4-9Path間 のimbalance

る経路 に よ って イ ンパ ク トの 符 号 が異 な る状 況が 発 生 す る。 この 状態 は,

imbalanceと 呼 ばれ る。す べ ての パ スに つ い てimbalanceが 生 じてい ない

か を チ ェ ック した結 果 と して,PathBalanceMatrixが 作 成 され る。
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1:PathiとPathjにimbalance無
B(i,j)={

0:PathiとPathjにimbalance有

PathBalanceMatrixを チ ェ ッ ク し て,imbalanceの な い 経 路 だ け を

選 ん だ も の が,Explanation`と 呼 ば れ る も の で あ り,分 析 の た め の 認 知 構 造

図 の 土 台 と な る 。Explanationで 用 い ら れ て い る 要 素 と パ スに つ い て の み,

ValencyMatrixを 設 定 し て 階 層 グ ラ フを 求 め る と,各P－ コ ン セ プ トが 各

種 のV－ コ ン セ プ トに ど の よ う な イ ンパ ク トを 与 え る か を 決 定 す る こ とが で

き る 。

図4-10は,牛 場 信 彦 氏 が 日米 間 の 貿 易 摩 擦 に つ い て,イ ン タ ビ ュ ー に

答 えた 記 事 や 論 文 と し て 書 い た も の か ら,上 述 の 方 法 に 従 っ て 作 成 し た 認 知

⊇ ある.6b50

/17弍 ダ

8や

80

1iも
1。6

fl9/(
e

/㌧ ト11,
93514
41109 θ

62

07

%05Z
Z//104
矢印に符号がないのは

④ をあらわす.

Lケ ネディ・ラウンド 35.日 本人の考 え方が変 らな 106.日 本商品の 競争力の高 さ

3.日 本の 黒字 い 107.日 本の複雑 な流通機構

6.非 関税障壁の撤廃要求 41.日 本 の イ メ ー ジ ・ア ップ 109.日 本の伝統 的な流通機構

7.出 し払い交 渉(出 血) 50.南 北問題の解決 ll5.日 本社会の わか り1ζくさ

8先 進国間の新秩序 6L日 本と後進国との関係の 119.日 本の立場 の弱さ

11.東 京 ラ ウ ン ド よさ 124.米 国の イ ンフレ

12.ア メリカの主導権 62.日 本の 自己発言の機会 153.日 米の農産物 交渉

13.73年 の石油危機 66.日 本の 孤立化 180,総 合的 見地か らの 日本外

14.保 護主義 73.円 安 交

16.ス トラ ウ ス 76.日 米関係の密接化 187.世 界貿易の秩序あ る発展

17.(米 国)政 府 より汲会 79.米 国で 日本がunfairと 200.B本 と新興工 業国の自由

の方がつよい 思われてい ること 貿易を原則にした共存共

2&規 格 ・関税評価 ・輸入 80.米 国か らの貿易不均衡 栄

手続の コー ドを決める 是正の圧力 203.日 本の効用

30.日 本が閉鎖社会だ とい 8L交 渉の成功の顕示 204.ア メリカの 効用

う批判 82.日 米悶の問題 205.世 界の効用

34.日 本に物が売 れない 104.米 国の商品輸出の増大

図4-10牛 場 信 彦 氏 の認 知 構造 図
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牛場氏の国際経済に対す る考 え方が構造的に表現 され ていて大変興味深い。

さて,認 知構造図の応用範囲で あるが,次 のよ うな利用法が考 えられ る。

① 一人の政策決定者の認知構造 を明らか にす る。

② 与 えられた認知構造図に基づ い て,一 定の状況の下での政策決定者(国

家)の 行動を予測す る。

③ い く人かの政策決定者(国)の 一定の問題につい ての認知構造図を作成

し,比 較する。

④ ある国(政 策決定者)の 認知 構造 図の時間的な変化 を追 うこ とによって

対外政策の構造的な変化を解明す る。

このよ うに認知構造 図は幅広い利用法が考 えられ,国 際関係の中でも,外

交問題 経済問題,エ ネルギー問題 と非常 に多様 な分野で使用 し うる可能性

を持 っている。

しか しなが ら,認 知構造図手法 を利用す るにあた っては,次 の よ うな限界

が あることを踏ま えた上で使 用す ることが必要である。

① 原文 に現われた主張が ホソネか タテマエか とい う問題。ただ し,主 張が

た とえタテマエで あ っても,行 動者は拘束 され ることを考 える と必ず しも

現実離れ した結果 とは ならない。

② 政策決定者の因果主張が客観的にみ て妥当か否か。

③ 組織あるいは交渉 とい った因子が含まれていない。

④ 発言の文脈 とシ ミュレーシ ョンの 時 設 定す る シナ リオ の対応関係が必

ず しも明確 でない。

⑤ シ ミュレー シ ョンの妥当性 を吟味す る方法が十分確立 され てい ない。

⑥ モデルの セソシティビテ ィ ・テス トの手法が十分開発 され てい ない。

また,認 知構造図の デー タ作成は,大 量の情 報 処理 を行 うに は あ ま りに

人的労力 と時間を費やす ものである。認知構造図の手法が各種の分析 に有効

であることが確認 された ならば,認 知構造図解析 を よ り組 織 的 に 行 える よ

うデータ作 成面で もデー タ処理面で も有効な機械的手法 を確 立す ることが必
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要 と考 えられ る。

4.6認 知 構 造 図手 法 の エ ネル ギ ー分 野 への 適 用 実験

4.5節 では,認 知 構 造 図の解 析 手 法 を詳 しく紹 介 し,日 米 貿 易摩 擦(自 動 車

輸 出問 題)に つい て,牛 場 信 彦 氏 の 発言 を分 析 した例 を示 した。 こ の認 知 構

造 図の分 析 手法 は,エ ネル ギ ー分 野 にお け る様 々な問 題 に 対 して も,興 味 深

い 情報 を 提供 し うる可 能性 を持 つ 有 力 な手法 の一 つ と考 え られ る。

そ こで,図4-8に 示 した解 析 フ ローに 沿 って4.5節 で示 した 解 析 原理 に

基づ く ミニ コ ン用 の認 知構 造 図解 析 シ ステムを 開発 し,適 当 な題 材 を選 ん で

エ ネル ギ ー分 野へ の認 知構 造 図 手 法の 適 用実験 を試 み た。 本 節 で は,解 析 結

果 を示 す と と もに,実 験 の 結 果 わ か った様 々な問 題 点 につ い て検 討 を加 えた

い 。

認 知 構 造 図解 析 の た めの 原 材料 と しては,サ ウ ジア ラ ビアの ヤ マ ニ石油 相

が,1981年2月 に ベル ギ ーの ル ーベ ン大 学で 講 演 を 行 っ た 後,記 者 団 の

質問 に応 じた インタ ビ ュー 記事(MiddleEastEconomicSurvey1981年

2月5日 号)を 使 用 した。 この記 事 は,単 に石 油 問題 だ け で な く,発 足 ま も

ない 米 レー ガ ン政 権 へ の 期待,パ レ スチ ナ問題,エ ネル ギ ー問 題,オ イル マ

ネ ー問 題,イ ラ ン ・イラ ク戦 争 な どサ ウジ アラ ビア を取 り囲 む 広範 な問 題 に

つ い て,ヤ マ ニ石 油 相 の 言及 が な され てい る点 が特 徴 とな って い る。4 .5節

で 示 した認 知 構 造 図 デ ー タの コー デ ィング ・ル ー ルに 従 って,で き るだ け 客

観性 を保 つ よ うに 注意 しなが ら デ ー タ作 成 を 行 っ た。 図4-11に 部 分 的

に で は あ るが,コ ー デ ィン グの 結 果 を示す 。

この よ うに して,一 文 一 文 か ら抽 出 した原 因概 念 と結 果 概 念 を整 理 して 求

め られたのが表4-10に 示す コ ンセ プ ト群 と リン ク情 報 で あ る。 パ レスチ ナ

問題,エ ネル ギ ー問 題,石 油 問 題,オ イル マネ ー問 題,イ ラ ン ・イラ ク戦 争

な どに 関 連 した41個 の 認 知 コ ンセ プ トとサ ウジ ア ラ ビアの 効 用,消 費 国の
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図4-11 認 知 構 造 図の コー デ ィン グ例
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表4-10ヤ マ ニ石 油 相 の 発言 か ら抽 出 した コ ンセ プ トと リン ク情 報

番 号

O

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

℃

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

コ ン セ プ トの 内 容

米国のパ レスチナ平和解沃への行動

米国 とパ レス ナ人民 との友好関係強化

パ レスチナ問題の解沃

エルサレムの復帰

南北の対話

ア ラブとイス ラエルの争い

石油の武器 としての使用

ソ連 の勢力拡張

消費国による省エネルギーの実施

消費国による代替エネルギーの開発

石油危機の発生

消費国による資源探査活動

石油の供給過剰

石油価格の低下

石油価格の上昇

エネルギー危機の解決

エネル ギー対策のゆるみ

石炭 ・原子力の増加

サ ウジの西欧への投資

ヨーロ ッパの国際的重み

米国への圧力

主要消費国のスポ ット買い控え

石油市場の秩序

イ ラン ・イラク戦争の発生 と継続

イ ラン ・イ ラクの原油生産 ・輸出の再 開

中東におけ る政 治事件 の発生

OPECの 存続

発展途上国 との友好関係

石油の安 定供給

イラン革命

リ ン ク 情 報

十C3,-C7,-C8

-C7
,-C8

十V3,十V5

十V3

十C35

-C3
,十C7

十C3,十C5,十C11

-V1
,-V4

十C16,十V4,十V5

十C16,-C32,十V4,十V5

→-C9,十C10,十C12,→-Cl8

十Cl6

H-Cl4,十C17

十Cl7

十C9,十C10,十C12,十C18

十Vl,十V4,十V5

十Cl5

十Cl6,-C32

十C31,十V4

十C3,コ ーC21

十C1,十C2

十C14,十C23

十V1,十V2,十V4

十C11,-C23,一}-C26

十C13

十Cl1,-C23

十C23,十C35,十V2,十V5

十V1,十V2,十V5

十C28,十V1,十V2,十V4,十V5

-C23
,十C24,→-C26
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番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

1

2

3

4

5

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

V

V

V

V

V

コ ン セ プ トの 内 容

金融市場の安定

主要エネル ギー源 としての石油の立場 ・継続

オイルダ ラーの集積

サ ウジ自身の必要性 を越えた石油生産

発展途上国 の成長

サ ウジの巨大な原油埋蔵量

サ ウジの石油需給調整機能

サ ウジのOPEC内 外 におけ る役割

消費国のサ ウジに関する関心

サ ウジの太陽エネルギーへ の投資

石油の価値安定

サ ウジア ラビアの効用

OPECの 効用

イス ラム世界の効用

消 費国の効用

世界の効用

リ ン ク 情 報

十C41,十V1,十V5

十C5,十C27

十C19,十C27,十C35,十C40

±躍 輔 『㍉品38・+C39・

十V5

十C37

十C29,十C38,十V2

十C33,-Vl,十V2,十V4

十C22

十C16,十V1

十Vl,十V2

効用な ど5個 の価値 コンセプ トが抽 出され ている。 これ らコンセ プ ト間の リ

ンク情報 を図示 した ものが図4-12に 示す ヤマ ニ石油相の発 言による認知

構造図であ る。 ただ し,図4-12で は後で述べ る政策 コ ンセプ トも挿入 し

てある。図をみ るとわか るように色々な コンセプ トが複雑に絡み あ っていて

一 目見ただけでは,流 れを理 解す るの は きわ め て難 しい。 この情 報 が認

知構造 図解析 システムの入力 デー タとなるものである。

開発 したシ ステムは4.5節 で述べた解析原理を アル ゴ リズム化 したもので,

FORTRANで 書かれてお り,ミ ニコンで も使用できるよ うに配列等の設定

に注意 を払 ってい る。 開発 した プログラムのテス ト・ラ ンは,4.5節 で述べ

た文献 に出てい る簡単 な例題 と牛場 信彦氏の認知構造図を使用 して解析結果

が再現 され ることで確認 した。
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次 に,図4-12に 示 した認 知 構 造 図 を解析 す るシ ミュ レー シ ョン分 析 の

実 験 を 行 っ た 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う た め の前 提 と しては,世 界 的 な

原油 供 給 過 剰 と値 下げ 圧 力 とい う事 態 に直 面 した 場合 を想定 して,サ ウジ ア

ラ ビアの 取 り得 る政 策 と して,

P1:原 油 を減 産 し,原 油 価 格 を下 げ る。

P2:た だ原 油 の 減 産の み を行 う。

P3:お か まい な く原油 を 増 産 し,石 油 価 格 を上げ る。

P4:原 油 を増 産す る。

の4政 策 を考 え,そ れ ぞれ の 政 策 コ ンセ プ トは,次 の よ うな イ ンパ ク トを認

知 コ ンセ プ トに対 し て与 える と考 えた。

P1:-C13,十C14,-C15,-C34

P2:-C13-C34

P3:十C13,十C15,-C14,十C34

P4:十C13'十C34

ま た,ハ イ ラ イ ト ・コ ン セ プ トと し て は,次 の3つ を 設 定 し た 。

C16:エ ネル ギー危 機 の解 決

C23:石 油 市場 の秩 序

C29:石 油 の 安定 供 給

開発 した認 知 構 造 図解 析 シ ス テ ムの 入 力 デ ー タは,コ ンセ プ トの数,コ ン

セ プ トの リン ク関 係,ハ イラ イ ト ・コ ンセ プ トの数 と番 号 で あ る。 図4-13

に コ ン セ プ ト間 の リン ク情 報 の入 力 デ ー タ を示 した。 これ は 図4-12の 認

知 構 造 図 をい わ ば 行列 表示 した もの で あ る。 この 入 力 デー タを も とに,次 の

よ うな ス テ ップで 解析 は進 め られ る。

①ValencyMatrix,HistoricalSupportMatrixの 計 算
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CONCEPTNUMBERSNep=

MPM

M

PMP

P

N口 ⊂=41NOVロ

P:正 の インパ クト(歴 史的裏付け有)

M:負 の インパク ト(歴 史的裏付け有)

+:正 の イ ン パ'ク ト

一=負 の イ ン パ ク ト

図4-13 リンク情 報 の入 力 デー タ

② ReachabilityMatrixの 計 算

③ 与 え られ た コ ンセ プ トに対 す る ハ イラ イ ト ・ベ ク トルの 計算 と無 関 係 な

コ ンセ プ トの除 去(図4-14)
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図4-14 ハ イ ラ イ ト ・ベ ク トル と コ ソセ フ.ト の 除 去
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④lndegree,Qutdegree,Totaldegreeの 計 算

⑤ 階 層 グ ラ フの 計 算(図4-15)

罐i

[i還i
LEVEL7

.LE)EL8
しE)ELg

LE)EL10

LE)ELll

LEVEL12

liきi夢辮1

244
13141622

2036

31

27

46474950

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

図4-15コ ン セ プ トの 階 層 レベ ル

AntecedentPathの 計 算(求 ま っ た パ スは145個)

ConsequentPathの 計 算(求 ま った ∠くス は14個)

PathBalanceMatrixの 計 算

Explanationの 決 定(図4-16)

PolicyMatixの 計 算(図4-17)

P〔ハLICY卜tATRIX

VIV』VsVivs

P111011

P211011

P3-1-10-1-1

P,-1-10-1-・1

図4-17PolicyMatrix

図4-16に 示 したExplanationが,こ の シ ミュ レーシ ョンの結果 求 め られ

た考 え方の経路であ り,こ れ を図4-12と 同 じような形で図示 した ものが

図4-18で あ る。 も との 入 力 に用 い た 認 知構 造 図に比 べ る とか な り単 純 化、

され てい るが,そ れ で もまだ 複 雑 で あ る。 この 認 知構 造 図 を決 定 す る過 程 で

は,AntecedentPathsとConsequent .Pathsを 別 々の 経 路 と し て分 離 して

考 え,PathBalanceMatrixを 求 め てパ ス間 の イ ンバ ラ ン ス を取 り除 い た

Explanationを 決定 し てい るが,実 は この方 法 で は完 全 に イソ.バ ラ ン ス を
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取 り除 く こ とが で き な い 。 例 えば,図4-18でP1… ・C13→C17→C15

→C10… ・C32→C27→C23→V5の 経 路 とP1--C13→C17→C15

--ClO-Cl6-V5の 経 路 とでは付号がまった く逆になることに容 易 に気 付 くこ

とがで きる 。 この よ うな インバ ラ ン スが存 在 し うるのは ハ イラ イ ト ・パ スの

前 後で パ スを分 け て考 えてい るた め で ある。

そ こで,今 回 開発 した シ ス テムで は,ハ イラ イ ト・コ ンセ プ トを 通 して,

AntecendentPathとConsequentPathを 結合 し,政 策 コ ンセ プ トか ら効

用 コ ンセ プ トに い た る経 路 を つ なげ てお い て,そ う した パ ス間 の イ ンバ ラ ン

スを取 り除 くとい うア ル ゴ リズ ムで 計 算 しなお し てみ た。 その 結 果 認 知 構 造

図 は,図4-19に 示す よ うに きわ め て見や す い もの とな った 。

この よ うな 方 法で 確 か にパ ス間の イ ンバ ラ ン スは取 り除 け るわ け で あ るが

AntecedentPathとConsequentPathの 結 合 を考 えた場 合,組 み 合 わ せ

ば ハ イ ラ イ ト ・コ ンセ プ トご と にみ た 経 路数 の 掛 け算で 効 い て くる の で,総

経 路数 が 膨 大 な量 とな って しまう。今 回 の 場 合は,分 離 ケ ー スで145+14=

159個 に対 して,結 合 ケ ー スは494個 にの ぼ っ て し ま った 。 今 回 シ ステ ム

開 発 面で 苦 心 しなけ れ ば な らなか った の は,こ の よ うな大 量 の 行 ・列 を 持 つ

マ トリ ックス と ミニ コ ンの コアの 限 界 に対す る工夫 で あ った 。

さて,1こ の ように して求め られた 認 知 構 造 図 に基 づ い て,各 政 策 の 効 用 に 対

す る イ ンパ ク トを 見る と表4-11の よ うにな る。

表4-11政 策 の 効 用 に 与 える イ ンパ ク ト

サ ウジア ラビア

の 効 用

OPECの

効 用

イス ラムの

効 用

消・費 国 の

効 用

世 界 の
効 用

原油の減産 と
原油の値下げ

十 十 0 十 十

原 油 の減 産 十 十 0 十 十

原油の増産と
原油の値上げ

一 一 0 一 一

原 油 の増産 一 一 0 一 一
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単純 にみ る と,こ の イ ンパ ク トの 状 況 か ら,サ ウジア ラ ビアが 様 々な 事 態

に 対 して取 り得 る政 策は どれか とい った 推 測 もで きるわ けで あ るが ,こ の イ

ンパ ク トが 決 ま った 経 路 を 順 次た ど ってみ る と必ず しも論 理 の 流 れ は十 分 納

得 の い くもので はな い。

この よ うな状 況 に いた った 問題 点 と し ては,入 力 デー タ作 成上 の 問 題 点 と

シ ス テ ム ・アル ゴ リズ ム上 の 問題 点 とに 分 け て ,次 の よ うに 整理 され る。

(a)入 力 デ ー タ作 成上 の 問 題点

①Policyコ ンセ プ トを どの 認知 コ ンセ プ トと関連付 け るか とい う問 題
。

② コ ンセ プ トそ の もの の 中 に正 負 の概 念 が入 る場 合,ま ず認 知 コ ンセ プ ト

と して採 用す るか,次 に採 用 した 場 合 リンクを どの よ うに 決め るか とい う

問 題 。

③ 効 用 の コ ンセ プ トを どの よ うな範 囲,レ ベ ルで 求め るか とい う問題
。

④ コー ダーの 主観 をい か に して取 り除 くか とい う問題
。

(b)シ ス テ ム ・アル ゴ リズ ム上 の問題 点

パ スの優 先 順位 を 決 め るた め ,コ ンセ プ トのTotaldegreeの 合 計 量

を用い てい るが,コ ンセ プ トを数 多 く通 る まわ りくどい経 路 を 最優 先 して

い ない か とい う問 題 。

今回 の 例 の場 合,入 力 デー タ作 成 作業 の過 程 を も っと吟 味 す る と改善 の 余

地 は 大 き い と考 え られ るが,上 述 の よ うな問 題 に 関 して ワーキ ング ・グル ー

プで検 討 した 結 果,一 般 的 な 対 策 と して次 の よ うな点 に留 意す る必 要 が あ る

と考 え られ る。

① コー ダ ーの 主 観 を 取 り除 くた め には,テ ーマ に応 じて抽 出す る コ ンセ プ

トを標 準 化 し,因 果 関係(リ ンク情 報)の 判断 もで き るだ け ル ー ル化 す る

ことが の ぞ ま しい。 また,コ ー ダー と分析 者 は 別 の人 間 で あ る方 が 良 い
。

②Pか らVま で 通 した パ スで 考 え るな らば,V－ コ ンセ プ トは,rXXの

効 用 」 とい った 大 き な概 念 まで設 定 す るの で は な く,も う少 し細 か い 次元

で考 えた方 が 良い 。
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③ コーダーは一定 の一致率が達成できるようになるまで訓練が必要 と考 え

られ る。

④ パ スの優先順位の決定 は,今 回の アル ゴリズム以外の方法 を見出す こと

が必要 と考 えられ る。例 えば,HistoricalSupportMatrixに 歴史的 な

頻度確 率の情報を入れ て,そ れでWeight付 け し てパスの 順位 を決める と

い った方法が考 えられ る。

⑤ ハ イライ ト ・コンセプ トを1個 ずつ指定 して,各 ハ イライ ト・コンセ プ

トに対す る経路 とインパ ク トを求め,総 合的に比較評価す るの も一つの方

法 である。

さて,今 回の実験結果は,深 く吟味す るといろいろな面で多 くの問題があ

るが,入 力デー タ作 成時の標準的 な方法を確 立で きれ ば,か な り改善の余地

は あると考 えられ る。4.5節 で も述べた ように,認 知構造 図の手法 は,本 質

的 な意味でい くつかの限界を持 っているが,そ の限界を十分認識 して使 えば

原 理的 にはかな りい ろいろな問題 に応用で きると考 えられ る。 も し,コ ンピ

ュー タ可読な媒体か ら構文解析,意 味解析 な どの手法 を通 して,自 動的に概

念 の抽 出を行 うこ とがで き,イ ンパ ク トの判断を下す ことがで きるとすれ

ば,コ ーダーの学習効果に よる主観的判断を避け,き わめて客観的なデータ

作 成も可能になると考 えられ る。 このよ うな研究への強い インセ ンテ ィブを

与 えるた めにも,認 知構造 図を幅広い分野で利用 し,そ の有効性 を確立 して

い くこ とが必要 と考 えられ る。
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4.7海 外におけ る機械翻訳先進事例

文章情報デー タベースの総合的 な利用のため には,国 内のみな らず,海 外

情報の有効活用を図る必要があ る。 これち 情報の総合解析システムの研究開

発 にあた って,言 語 をよ り機械的な処理に よ り翻訳 して利用す る方法 を考 え

ることは,さ けて通れ ない関門であると言 える。

歴史的にい くつかの言語を用いてい る国や国際機関等においては,異 言語

による障害によ り迅速に,高 度に対応す る必 要上か らも,コ ンピュー タに よ

る翻訳 の研究 が,早 期 よ り進め られ てきた。 これ ら先進 的な研究事例 を調査

し,本 プロジェク トのめ ざす システム開発 の参考 とす るべ く,本 年度は欧州

を中心 に機械翻訳 システムと辞書の活用 をテーマとす る調査 を実施 した。 そ

の成果 を機i関別に4.7.1～4に とりまとめた。

4.7.1EUROTRA計 画の概要

1980年 か ら検討が行われて来 た,多 言語間翻訳 システムの開発 を目的

とす るEUROTRA計 画が11月4日EC理 事会で正式 に承認 された。 この計

画立案は1978年 に始め られ80年 にはEC委 員会の承認 を得た ものの理事

会 側か ら異論が 出て,延 び延び になっていた ものであ る。従来の 自動翻訳

の研究やEUROTRA計 画策定の過程 で グル ノーブル大学 ,ザ ール ブ リュ

ケン大学,マ ンチ ェスター大学等各国の大学や研究機関の協 力をあおい で

きたが,今 後 はEC組 織が システムの開発を行 うことになった。計画のあ

らま しは5年 半の期間 に約2,600万 ドルの予 算で多言語間翻訳 システムの

パイPッ トモデルを開発す る。予算の内訳 は基本部の開発に1,600万 ドル

各 国が負担す る周辺部が1,000万 ドル とな っている。

対象言語 はEC加 盟各国言語であるが,将 来はアラ ビア語,日 本語の追

加の可能性がある。 パーサーは意味論 解析 レベルまで を 目標 とし,ポ ス ト

エデ ッ トは10%以 下 を 目指す。 まず ,中 核 となるソフ トウエアを確立 し,

その上に各言語 モデル を周辺に追加する形 になると思われる。

EUROTRA計 画の 目的は,
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① ヨー ロ ッパ共 同体 の公 式 言 語 を対 象 と した機 械 翻 訳 シ ス テム(EURO

TRA)を 開発 す る。

② 計 画完 了時 には 限 定 され た 分野 と限 定 され た テキ ス トの カテ ゴ リー を

対 象 とす る プ ロ トタイ プの シス テ ムが 作 られ て い る こ と。 な お,こ の シ

ス テ ムは この計 画 の あ と開発 が予 定 され る実 用 ベ ー ス シ ステ ムの 基礎 に

な りえる こと。

の2点 で あ り,計 画 は 次 の3つ の フ ェー ズに分 け られ てい る。

(1)準 備 フ ェー ズ(2年 間200万ECU)

① 第1段 階

。ACPM(AdvisoryCommitteeonProgrammeManagement)の 設

立 。

。プ ロジ ェ ク トとその 組 織 な らび に関 連 各 国 とセ ンターの 責 任 の 明確

化 。

・計 画実 施の 方 法論 の 明確 化 。

。関連 セ ン ターで 行わ れ る言 語 関 係 の研 究 お よび 対 象 とす る テキ ス ト

の領 域 お よび カ テ ゴ リーの 詳 細 な 計 画書 の準 備 。

。各 関 係者 の実 際 の 貢 献度 に応 じた 権利 の 配分 と研 究 成 果 の発 表 に関

す る取 決 めの 定 義 。

② 第2段 階

。言語 モ デル お よび 各 処理 プ ロセ ス(解 析,変 換,生 成)の コ ンポー

ネ ン ト開発 方 法 の 詳 細 スペ ックの 準備

。い ろい ろな 処理 過 程(解 析,変 換,生 成,モ ニ タ リン グ,機 能,テ

キ ス ト管 理)を 処 理 で き る プ ログラ ムお よびEUROTRAシ ステ ム

の基 本 ソ フ トウ ェア に関 す る詳細 か つ 拘 束的 な スペ ックの 準備 。

。語 彙 デー タベ ー ス(辞 書)の 詳 細 な スペ ックの準 備。

。金銭 お よび 関 係 団体 の他 の 貢 献 を含 め た 関係 団 体 との契 約 につ い て

の準 備。
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以上の第2段 階が終わ った時点 で先に挙げたスペ ックに対す るACPM

の意見が述べ られ るであろ う。これは言語研 究をよ り早 く進 め るためで ,

その結果で きるだけ早 くソフ トウェア作成に関す る入札の募集 を広範囲

に発行す るためで もある。

(2)基 礎および応用言語研究の フェーズ(2年 間850万ECU)

準備 フェーズが完 了し,ACPMな らびにCrestか らの助言 を受けたあ

と,2つ の部分に分 けられた第2の フ ェー ズを実施す る。

①基礎言語研究

。ECの 公式言語に関す る解析 ,生 成 および各言語間の変換のための

言語モデルの開発。 この研究では ある限定 された分野の文献 と約2,

500エ ン トリーか らなる語彙 をベースとす る。

。上 で述べた語彙の辞書準備

。各 処理 過程に関 し ,コ ンピュータ処理 に最 も適す る言語処理方法の

研究

②EUROTRAシ ステムのた めの基本 ソフ トウェアの作成

・第1フ ェーズで作成 された スペ ックの ソフ トウェア作成 に関す る入

札の招待状発行

。ACPMの 助言の あと,で きるだけ早い時期に入札 に対す る応募 とE

UROTRAシ ステムの基 本 ソフ トウ ェア作成機関の選定に関す るE

C委 員会による厳 しい検査 。

。選 ばれた機関に よる基本 ソフ トウェアの開発。なお基本 ソフ トウェ

アは,次 の条件 を満たす こと。

⑧ 言語デー タとその方 法を表現で きる高級言語 であること。

⑮ ユーザ とシステムの間 で会話がで きる高級言語であ ること。 ま

たこのシステムには,い ろい ろな モジュールを追加でき ること。

⑥ デー タベースの管理及び テス トな らびに高級 言語を コンパイル

す るためのユーテ ィリテ ィソフ トウエ ア。
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ソ フ トウエ アの最 初 の バ ー ジ ョンは,関 係 セ ン ター に よ って 定 義 され

た言 語 モ デルの 開発 な らび に マ シ ンテ ス トに使 う予 定 で あ る。 この ソ フ

トウエ アの 開発 は,言 語研 究 を有 効 にす る為 に前 も って必 要 な条 件 で あ

る。

EUROTRAの 商 用 シ ス テ ム開 発す なわ ち商 用 で 翻訳 す る のに必 要 な

効率 と信頼 性 を持 った もの の 開 発 は,こ の 計 画 が完 了 した あ とか ら着手

す る。

(3)言 語 モ デル と評 価 の確 定 フ ェー ズ(1年 半550万ECU)

第2フ ェー ズ終 了後 す なわ ち,最 初 の 言語 モ デル の シス テ マテ ィ ック

な テ ス トを 行 う こ と が で きた 時,ACPM,Crest(theScientific

andTechnicalResearchCommittee),CIDST(theCo㎜ittee

forInformationandDocumentationinScienceandTechnology)

Cetilか ら意 見 を受 け,以 下 の形 に集 約 され るで あ ろ う。

・で き るだ け信頼 性 の 高 い,言 語 モ ジ ュール を作 るた め に言 語 モ デル を

適 用 す る。 モ ジ ュー ルは 予 備 使 用 に 適合 す るもの で あ る。

。特 定 分 野 の テキ ス ト文,言 語 モ デル,語 彙 の基 礎 を急 速 に 拡大 す る。

そ して,テ キ ス トにつ い て は,複 雑 な ものへ と拡 張 を図 る。

。で き るだ け早 く選 ん だ分 野 を カバ ーす る辞 書(各 言語 につ い て2万 エ

ン ト リー)の 見直 しと拡 張 。

・シ ス テ ムの技 術 的評 価,経 済 性 の評 価 。

。工 業 レベ ル(実 用)の シス テ ム開 発 と商 用 ベ ース の 展開 に 関 す る プ ロ

ポ ー ザ ルの準 備 。

以 上,EUROTRA計 画 の 具体 的 内容 は第1フ ェーズで検討 さ れ る もので

あ るが,EC本 部担 当者 が 持 って い る シ ステ ムの イ メ ー ジは 次 の様 な もの

で あ った 。

パ イ ロ ッ トモ デ ル と して は,使 用分 野 を限 定 し,辞 書 は 約2万 語 の もの

を考 えてい る。 これ は,限 定 した 分野 で は十 分 な語 彙 数 と考 えてい る。 コ
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ンピ ュ一一タは マイ ク ロ コ ン ピュー タ クラスの もので16～32万bitレ ジス

ター,メ モ リー1Mバ イ トで外 部 記 憶 は,20～50Mバ イ ト相 当 を考 えて

い る。 また,OSはUNIXで 言 語 はC言 語 を 使 用 したい と言 ってい る。

使 用 コ ン ピュー タは まだ 決 ま って い ない。 校 正 率10%以 下 を 目指 して い

る。

しか し,校 正 は分 野 に よ って違 い,例 えば 正 式文書 は 現在 で も2～3回

の校 正 が 行 わ れ て い る。 開 発体 制 は,中 核 とな る人 員 が8名 で 言 語 学,ソ

フ トエ ンジ ニ ア,マ ネ ー ジ メ ン トの担 当 に分 か れ る。 ま た 各国 語 担 当 と し

て,言 語 学 関 係 の 人 が12名,ソ フ トウ エ ア 担 当 と して16名 が 予 定

され てい る。 翻訳 対 象 と してECが い ちば ん 関心 を持 ってい る 分野 は,鉄

鋼,農 業,エ レク トロニ クス関 係 で,特 に エ レ ク トロニ クスにつ い て は 日

本 の情 報 が一 番 ほ しい との こ とで あ った 。

4.7.2ECに おけ るシ ス トラ ンの 利 用

ECで シ ス トラ ソを導 入 した の は1976年 頃 で あ った が本 格 的 な使 用 を

始 めた の は1981年3月 以 降 で あ る。 現 在,英 語 →仏 語,仏 語 → 英 語,英

語 → イ タ リア語 の3つ の 言 語 ペ アー しか翻 訳 してい な い が,英 語 → 独 語,

仏語 → 独 語 の 言 語ペ ア ー につい て も昨 年4月 にイ ンプ リ・メ ン トし,来 年3

月 か4月 に 稼 動す る予 定 で あ る。ECと して はEUROTRA計 画 とは 別 に,

シ ス トラ ンシ ステ ムを それ な りに利 用 して い く姿勢 で,処 理 量 は しだい に

増 えてい る。 対 象分 野 はECで の要 求が 多分 野 で あ るた め,一 般 的 な もの

にな ってい る。ECに お け る機械 翻訳 の 考 え方 は 「機 械 翻訳 シ ステ ムは使

えるか」 で は な く,「 どの よ うにECの 翻訳 機 関ヘ シス テ ムを適 合 させ て

い くか」 とい う観点 を重 視 して い る。

田 シス トラ ソシス テ ムの 利 用 状況

ECで は 英語 → 仏 語,仏 語 →英 語,英 語 → イ タ リア語 の言 語 ペ ア ー に

つ い て,月 間400～1,000ペ ー ジ(1ペ ー ジ250ワ ー ド)処 理 してい

る。 英 語 → 仏語 の シ ス テ ムは フ ラ ンスの航 空 機会 社SNIASの 航空 機 マ
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ニ ュアル翻訳 や 西 独 カール スル ーエ の原 子 力 セ ン タ ー で 使 わ れ て い た

特 定分 野 用 シ ス テ ムで あ った もの をECの 要 求 で あ る多 分 野用 に一般 化

した もの で あ る。

② 対 象 分 野

ECが 翻 訳 対 象 と して い る分 野 は,経 済,農 業,原 子 力,金 属工学,

機 械 工学,情 報 処 理,エ レク トロニ クス,航 空 宇 宙 と多 分野 にわ た って

い て,専 門 分野 に限 定 してい ない。

担 当者 に よ る と,機 械 翻訳 に と って重 要 な の は,対 象 分野 よ りも,ド

キ ュメ ン トの種 類 で あ る とい う。 機械 翻 訳 で 対 象 と してい る ドキ ュメ ン

トは,会 議 に 使 う技 術 ドキ ュ メ ン ト,マ ニ ュ ア ルレポ ー ト,メ ンテ

ナ ンスマ ニ ュアル,デ ー タベ ー スの 抄録 等 で あ り,こ れ らは,内 容 がわ

か れ ば 良い とい う レベ ル の もので あ る。ECの 公 式 文 書 は人 間 の翻訳 で

あ って も,更 に数 回 の 校正 が入 る く らい の質 の高 さが 要 求 され,こ うし

た文 書 や 出 版物 の よ うに質 の高 い 翻訳 を 要求 され る もの は対 象 と して い

な い。

③ 機械 翻 訳 の 生 産性 と コス ト

機械 翻 訳 シ ステ ムに よ る翻訳 の生 産性 は,翻 訳 者 の心 理 的 影響 が大 き

く作 用 して い る。 最初 の機 械 翻訳 導 入 時 は,機 械 拒 否 とい った心 理 的抵

抗 が あ り,翻 訳 者 の 半数 しか 利 用 してい な か ったが,し だ い に機械 翻訳

が 理 解 され てい った 。 これ は ユ ーザ の ニ ー ズを組 み 入 れ るた め,翻 訳 者

と共 同 で開 発 して い った た めで あ る。機 械 翻訳(ポ ス ト・エ デ ィ ト含 め

ず)の コス トは,1ワ ー ド当 り0.4～0.35 ,ベ ル ギー フ ラ ンで あ る。 ま

た,人 間 に よ る翻 訳で は,1日1人 当 り5～8ペ ー ジで あ った のが機 械

翻 訳 で は25ペ ー ジ(粗 い訳 の 場合 。 出 版 物 な どの よ うに正 確 に訳 す た め

には10ペ ー ジ)と な ってい る。担 当者 は,機 械 翻訳 で は コス トも重 要 で

あ るが,そ れ 以 上 に翻 訳 ス ピー ドを重 視 しな けれ ば な らない とい う。 出

版 しなけ れ ば な らない もの は別 として,内 容 が早 くわ か れ ぼ 良 い とい う

一106一



レベ ル の も のの よ うに,ス ピー デ ィな翻訳 を要 求す るもの には,機 械 翻

訳 が 必 要 で あ る。例 えば,ヨ ー ロ ッパで は,翻 訳 者 が得 られ な い た め に

会 議 が で き ない ケー スが あ る。 西 独 の原 子 力 セ ンター で は,会 議 資料 を

シス トラ ンシ ステ ムで 翻訳 し,会 議 に利 用 してい る。

また,フ ラ ンスのCNRSは,デ ー タベー ス 関係 の 翻訳 が 多 い の で機 械

翻 訳 を 利用 してい る。

(4)中 央 処理 装 置 と ソフ トウエ ア

最 初IBMで 次 に シー メ ンスの コ ンピ ュー タを使 ったが,現 在 はIB

M370/158を 使 い従 来 の2～3倍 の能 力 とな り,1時 間 当 り,35万 ワ

ー ド処理 で き る。 ユ ー テ ィ リテ ィを 含 め,プ ログ ラ ムは,ア セ ン ブラ言

語 で書 かれ てお り,約100Kス テ ップで あ る。 この うち ア ナ リシ ス部 は

マ ク ロ,ア セ ンブ ラー で2Kス テ ップで あ る。 プ ログ ラム(ロ ジ ック)

と辞 書 と比 較す る と ロ ジ ックの 方 に 問 題が 多い が,現 在 の シ ス テ ムは翻

訳 が 各 段階 に分か れ て お り,そ れ ぞ れの チ ェ ックが 可能 に な ってい るた

め,ど こで 問題 が あ るか 発 見が 早 く,シ ステ ムの メ ンテ ナ ンスが 容 易 と

な った 。 ま たIBMマ シ ンで は,ク ロス リフ ァ レ ンス リス トが 出力 され

るた め,シ ー メ ンス コ ン ピ ュー タ よ りメ ンテ ナ ンスが しや す い 。

(5}シ ステ ム の メ ソテナ ンス

シ ス トラ ンシ ス テ ムの メー カは 世 界 で4つ の 組織 が あ る。 そ れ らは 米

国のWTC(WorldTranslationCompany)カ ナ ダのWTCC(World

TranslationCompanyCanada),西 独 のSystranInstitute,シ ス ト

ラ ン ・ジ ャパ ンで あ る 。通 常 ベ ー シ ック部分 の コー デ ィ ン グは,こ れ ら

の4つ の 組 識 と契 約 し て 行 い,ECは そ れ を チ ェ ックす る 。 現在 は,

SystranInstituteと 連 絡 を と りなが ら,シ ステ ムの 改 良 を行 って い

る。 こ うした外 部 か らの協 力 に よ りEC側 と して得 る もの は 多 く,特 に

新 しい 言語 分 野 で の 開発 には,こ の よ うな方 法 は有 効 で あ る 。ECに お

け る マ シ ン トラ ンス レー ター関 係 の 要 員は25人 で あ る。
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要 員構 成 は言 語学 と言 語解析 者が23人,ソ フ トウエ ア要 員が2人 で あ

り,現 在5言 語 ペ アー につ い て改 良を 行 ってい る。

⑥ 辞 書

辞 書 は単 語 辞 書,イ デ ィオ ム辞 書,文 脈辞 書 の3つ か ら構 成 され る。

辞 書 規 模 は 約13万 エ ントリーで,英 語について見 る と,単 語辞 書8万 エ ン

トリー,イ デ ィオ ム辞 書2万 エ ン トリー,文 脈辞 書1万 エ ン ト リーで あ

る。 これ らの辞 書 作 成 の た め に5～6人 で6年 半 の年 月 を費 や した。W

TCか らは 最初6,000～7,000エ ン トリー しか供 給 され ず,あ とはECで

作 成 した もの で あ る。 辞 書作 成 の 中 で,タ ー ゲ ッ ト言語 の意 味 作 成が 一

番 困難 で あ り,や さ しい単語 で1日 当 り150ワ ー ド,複 雑 な単 語 で1日

当 り40ワ ー ドで あ る。 後 者 の単 語 の方 が コ ンテキ ス トの 中 では 有 効 な働

きをす る。 メ ンテナ ンスは 現在1～2ヵ 月 に1回 更新 す る。

(7)入 力 と校 正

入 力 と校 正は オ ンライ ンで接 続 され た ワン グ社 の ワー ドプ ロセ ッサ ー

OIS12の デ ィス プ レイ ス ク リー ン上 で行 ってい る。

OIS12に は デ ィス プ レイが 最大9台 まで接 続 で き る。米 国 空軍 で は,

入 力用 にOCRを 使 って い るが,ミ ス タイ プ等 を考 慮 して,ECで は ワ

ー ドプ ロセ ッサ ー に よ る入 力 を採 用 してい る 。1日1人 約30ペ ー ジの 割

合 で利 用 され てい る。 校 正 も ワー ドプ ロセ ッサ ー の ス ク リー ン上 で行 っ

てい るが,校 正 時 間は,人 に よ って まち ま ちで あ る。翻 訳 が10～20ペ

ー ジ約15分 で 行わ れ
,校 正 は1時 間 に2ペ ー ジ く らいで あ る。 ユ ーザの

必 要 性 に合 った ポ ス トエ デ ィテ ィ ングが で きれ ば,1時 間5ペ ー ジの割

で で きる と期待 され る。

(8}シ ス トラ ンシ ステ ム全 体 の 動 き

シ ス トラ ンシ ス テ ムの 中で 最 も進 ん で い る言 語 ペ アは,仏 語 →英 語,

英 語 → 仏語,英 語 → イ タ リア語,ロ シ ア語 →英 語(米 語)で あ る。英 語

→ 仏語 に 関 して は 生 の翻 訳 文 で90%を フラ ンス人 が 理 解 で き る とい う。
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英 語 → ス ペイ ン語,英 語 → ポル トガル語 はXeroxで 使 われ て お り,特 殊

分 野 で は あ るが十 分 に満 足 の い く成 果 が得 られて い る。英 語 → 独語 は 近

く英 語 →仏 語 レベ ル に まで も ってい く予定 で あ り,仏 語 → 独 語,独 語 →

仏 語 も来年 末 まで にか な り高 い レベルへ 持 って い く予定 で あ る。 日本 語

→英 語 は'83年6月 に仏 語 →英 語 レベル まで 持 って い く ら しい 。 英 語 → ア

ラ ビア 語,英 語 → 一ミル シ ャ語 は まだ 動 くレベルで は ない 。一 般 的 に言 語

の 開発 の 中 で,労 力の80%は パ ーサ ーで あ り ,ジ ェネ レー シ ョンは 容 易

で あ る と考 えて い る。

47,3グ ル ノ ーブル 工 科 大学 に お け る研 究

早 くか ら言 語 理 論 を尊重 した立 場を維持 して 自動翻 訳 の 研 究 を 始 め,現 在

も着 実 な 歩み を続 け て い る機 関 の ひ とつ に,グ ル ノー ブル大 学 翻 訳 研究 所

が 挙 げ られ る。 こ こは1960年 代初 期 に,こ の テー マ を取 り上 げ,学 究 的

態 度 を一 貫 して守 りなが ら,欧 州 を中 心 に 全世 界 に影 響 力 を及 ぼ して きた 。

当初 は一 般 的 な 中 間言 語 を想 定 した 翻 訳 システ ム を研 究 して い たが,19

73年 か ら考 え方 を変 え,ト ラ ンス フ ァー方式 に よる文 章解 析 シ ス テ ムをA

RIANE78と 呼ば れ る プ ロジ ェ ク トに 集大 成 した 。 中 間言 語 研 究 時 代 に

CETA(1961～1971年)と 呼 ば れ た 研究 は,ト ラ ンス フ ァー方 式 に変

更 した もの を機 にGETA(1971年 ～)と 改 め られ た 。

ARIANE78は ここ3年 間順 調 に研 究 が進 み ,フ ェー ズ4か ら,フ ェー

ズ5に 移っている。対 象言 語 は仏 ≒露 を 中核 に英,独,ポ ル トガル ,ス ペ イ

ン,マ レー シ ア ,日 本,中 国 の各 国語 で,非 常 に幅広 く取 り上 げ て 実験 し

て きて い る。 ユ ニー クなの は中 国 語 を ロー マ字式 に入 力 し,日,独,露,

仏 各 国 語 へ の トラ ンス フ ァー を試み た事 で,小 規 模 とは い え,注 目され る 。

こ うした 実験 が 多 国 間言 語 自動 翻 訳 シス テ ムとい う概 念 を生 み ,世 界 にお

け る 自動 翻訳 研 究 に大 き な影 響 を与 える事 にな る。現 在 は 英 語,仏 語の 精

密 な分 析 を進 め る と同時 に,仏 →英,仏 → スペイ ン,仏 → ポル トガル語 の

関 係 を 研究 して い る。
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(1}ARIANEの 思想

ARIANEは 現在で は当 り前だが,シ ステムの ソフ トウエア部分 と各

国言語 デー タ部分 をは っき り分 けた事 に特 色があ り,一 定のルールにの

っとって文法 と辞書をつ くれぼ,解 析,合 成が どんな言語で も可能だ と

い う考 え方 を とっている。入力 した文章の表 層構造 を最終段階まで なる

べ く崩 さず 処 理 を 進 め木 構 造 の ノ ー ド 〈節)に つ ぎつぎ情 報をぶ ら

下げ てい き深層構造 を表現 しよ うとい うものである。

これ について,「 ノードにつ く変数がふくれ上がり,複 雑 になる」,「新 し

い変数の付加が全体の見 直しにつなが る場合 もあ る 」とい う批判がある。

ARIANEは 多国言語翻訳 システ ムとして,最 も進んだ もの と認め ら

れ るが,現 在 は一段文法 レベル段階の システムで,実 際の言語をあては

め,き め細かい操作をす るには不便だ との見方もある。この点GETAは

次の ステ ップで工業化 プロジェク トに発展 させ(後 述),多 くの辞書の

挿 入を し,い ろい ろな試 みを行 ってみ たい としている。

(2)ARIANE78の あ らまし

「機械翻訳 シス テムに関す る海外調査報告書」(日 本電子工業振興協

会)に 詳 しく紹介 され てい るので,こ こで は機能構成(図4-20)作 業

上の フ ァイル構成(図4-21)ソ フ トウェアツール(図4-22)を 掲げ るの

にとどめ る。
「

PREPARATIeN

L

L

T

図4-20ARIANE'78の 機 能 構 成
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図4 21 作業上 のフ ァイル構 成
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システムは順 次改 良されてきてお り ,よ り多 くの辞書 を挿入で きる状

況 にある。 これ までは,大 量の用語 を必要 としない特定の分野 を対象 に

テキス トを入れ実験 してきた。その結果,文 章構造が似たものな ら,書

かれてい る内容の分野が異な っていて も,か な り満足で きる分析が出来

た。たとえば エ レク トロニクスの文献 と高校の化学の教科書 は文の構造

が類似的 なので うま くい った。基本語2,000～3,000語 を多 く含むテキ

ス トの処理 な らば大むね成果 を得 られる。

一方
,文 体の著 しく異なるもの,特 に スラングが登場す るよ うな文章

の解析は まだ まだで ある。

テキストのモデルは相 当大量 の文章で試 してみない と駄 目で,2～3ペ

ージのものでは不十分
,本 な ら一冊全て翻訳 しない ど良否の判定がで き

ない。や は り地道にテキス トを選び マシ ンを動か し,駄 目な ものは捨て

てい くとい う作業 を反復 させなが ら構文の似か よ ったものについ て,不

透 明部分 を ク リアーに してい く研究 を推進 し,ソ フ トウエアを発展 させ

てい きたい としてい る。

テキス トを入れた結果が よ くなか った場合,① 言語理論上間違 ってい

る,② 文 の意味があいまいである とい う二 つのケースが考 えられる。現

在,こ の修正の研究に力を入れてお り,今 の ところ人間が ミスを見つけ

てい るが,こ れ をマシンにや らせ 自動的 に辞書へ反映 させてい く研究 を

行 ってい る。

以上の ことか ら,ARIANE78は ① 構造の似 た実用的な文章の処理

は うま くい く,② 辞書は分野別につ くってお き選択使用す るとい う方向

で実用化 をめざした研究が進め られ ている。

(3}ARIANEX

ARIANE78の 実績を踏ま えた工 業化 を 目指す プロジ ェク トであ り,

多分rARIANE84」 になる見通 しで ある。 これ まで文法 レベルの解

析,ト ラ ンスフ ァーに傾注 してきたエ ネルギーをい よい よ実用化 に結集
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させ よ うとい うも ので,基 本 的考 え方 は 「78」 を 踏襲 す る。今 後 は用 語

辞 書 の構 築,研 究 に重 点 が移 行 す るこ と に な ると思 わ れ る。

辞 書 作 りは1日30語 語r40語 程 度 処理 でき るとみ られ てお り,よ く使 わ れ

てい る言 葉9,000語 よ り,特 定 分野 の 用 語6万 語 の ほ うが 作 業上 簡 単 だ

とい う。 現 在 は仏#露 が 最 も進 ん で お り,8 ,000語 用 意 され て い る。 た

だ し商 業 ベ ース に乗 せ るに は 最 低限5万 ～6万 語 ぐらいは 必要 と され て

い る。

'AR
IANEXの 機 種 レベ ル は マ イ クロ コ ンピュー タ程 度 で,ど の メー

カの もの に も適 応 で き る もの にす る。A語 →B語 の ペ ア開発 に要 す る マ

ンパ ワーは 約1 ,200A/C月 を見 込 ん で い る。A→Bが 出来れ ばA→C,A

→Dと 進 む につ れ 労 力 は逓 減 して い く との 事 で あ る
。

(4)各 国 の研 究機 関 へ の影 響

グル ノー ブル大 学 の 自動 翻 訳 研究 の 主 柱 で あ るVauquois教 授 は 世 界

.中の 研 究機 関 に関 係が あ り,人 脈 を形 成 して い る。

米 国 には15の 研究 室 があ り,ユ タ州の ブ リソ ガム ヤ ング大 学,テ キサ ス

大 学 オ ース チ ン分校 の 各 研 究室 と密 接 な 関 係 を もつ 。 カナ ダの モ ン ト リ

オ ール 大学 が 研 究室 をつ く った時,要 員 を派 遣 して い る。 ま た ブ ラジル

の サ ンパ ウ ロ大学,マ レー シアの ペ ナ ン大 学,バ ン コ クの タイ大 学 と も

人 的 交流 が あ り,特 に 後2者 に はARIANE78を 提 供 して お り ,研 究

上 深 い 関 係 を も って い る 。

4.7.4ハ ーバ ー ト大学 に お け る研 究

コ ン ピ ュー タに よ る 自然 言 語 の 自動 構 文 解 析 の方 法 は い くつ か あ り
,そ

の各 々は 長所 や 短 所 を持 ってい る。 それ らの構文 解 析 方 法 の一 つ として ,

予 測 的 解 析方 法 が あ る。 こ の構i文解 析 方 法 は1961年 よ りHarvard大 学 の

ComputationLaboratoryでKunoSusumuと6tlingerAnthonyG .に

よ って研 究 され て きた もの で あ る。

(1)予 測 的解 析 方 法の 概 要
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予測 的 解 析方 法 は,与 え られ た文 に対 して,そ の 標 準形 文 法Gsに 合

致 す るす べ て の可 能 な構 文の 解 析 をす る もの で あ る。標 準 形 文 法 の規 則

は,Z→CY1'一 －Ym(m≧19)

な る形 を して い て,こ こでZ,Ymは 中 間記 号で,Cは 終 着 記 号 で あ る。

入 力連 鎖C1…C11の 解 析 は,初 期 記 号Xを もつPushdownStore(P

DS)で は じめ られ る。 連鎖 の 解 析 中 のCKに おい てZKをPDSの 最

高 部 に あ る中 間 記号 とす る。 も し文 法 の 中 で規 則 ,
Zk→CkW1-一 －Wm(m≧e1)'

が み つ け られ た ら,ZkはCkに よ って 満 た され た(fulfilled)と 呼

ぶ 事 にす る 。そ うす る とPDSの 中 のZkはWmを 一 番 下 とす る新 しい

中間 記 号W1…Wm(空 に もな りうる)の 列 にお きか える。 入 力連鎖 は,

最 後 の 終 着記 号 の 処理 に よ りPDSが 空 に な ればwell-formedで あ

る。 一 方 この 中間 記 号Zkは 終 着記 号Ckを もつ規 則が 文法 の 中 にみ つ

か らなけ れ ぼ,解 析 の道 はす ぐ前 のCk_1の 枝 分れす る点 に も どる。つ

ま りPDSの 内容 は再 構 成 され,次 の と り うる道 が た どれ る。 与 え られ

た 入 力連 鎖 に対 して,す べ て の 解 析 の道 をす べ て し尽 す まで 処 理 を連 続

して行 う。

例:

標準 文 法Gsを,

①X→a

②X→bX

③X→bWX

④W→c

⑤W→cW

と し,入 力連 鎖 を"bca"と す る と,
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/
b

X

＼
wX

ca

が構文解析の結果 となる。

予測的解析方法 は,凝 った解析の必要のない時,あ る制限 された 目的

のためには十 分である。大量の資料を極めて能率よ く処理す ることがで き,

またよ り洗練 され た解析 を与 えて くれるよ うなシス テムは現 実にない と

い う理 由で,予 測的解析法は実用的な道具である。予測的解析法 が役に

たつ現実の領域は,文 の完全 な解析 とい うよ りむ しろ,あ る種 の曖昧 さ

(ambiguity)の 探索にある。

② 予測的解析法によるモデル

予測的解析方法で作成 したモデルは,

辞書(変 化形 も含む)30,000語

文法規則700種

を用いている。
START

モ デル の処 理 フ ロー
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モデ ル の詳 細 につ い て は,「 構 文 分 析 法 その1,そ の2」(情 報管 理

Voll1Na9.Na12)を 参 照 され た い 。

こ こで は,モ デ ルの3versionに お け る処理 時 間の比 較 を記 載 してお く。

表4-12モ デル の処 理 時 間の 比 較

没=㍑

0

20

ハ'留原如'イ
日'.'吻

17

18

16

17

14

16

30

32

25

30

29

20

^:聯 〆

1

1

5

12

40

4

4

3

7

31

18

72

18

猟

36

1

17

71

2

16

tNJ.FJCCκ ε阿'や 緬``・ttcA周面y%乙SHARE(ぬ
・,回 冑▲.'`貝i")

0.0.00.0

0.0」0.1

1.0.80.1

9.2.20.1

0.0.10.2

0.0.10.0

0.00.OO.1

0.10.00.0

0.20.00.1

L50,40.1

7.6.20.3

0..50.2

9..90.1

42.13.20.2

7..70.3

1台0.30.1

1.20.30.2

2.71.80.2

1.50.00.1

0.70.10.1

To∫ α～87.527.72.6

注1:1963-FJCCとNEWSHAREの 相異

NEWSHAREで はIBM/SHREシ ス テ ムがNEW/SHAREと な

り約3倍 の 効 率 とな った こ と と一 般化SHAPERTESTの 機 能

が 追 加 され た 。

注2:wfs.SyntacticAnalyzer

NEWSHAREにrepeatitivepatheliminator(く り返 し

pathの 消去)の 機 能 を追 加 した もの 。

③ 今 後 の検 討 課 題

予 測 的 解析 法 とそ の モ デル につ い て述 べ て き たが,モ デ ルの 改 善 あ る

い は翻 訳 シ ス テ ムへ 応 用 す る と きの課 題 は以 下 の とお りで あ る 。

① 処理 を早 くす るた め に,規 則 の確 率(文 法 のhit数),品 詞 の確率 の

導 入 を 図 る。
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② 大量 の文 章(例:1冊 の本)を 訳 す とき な どは,文 章 の性 格 を規 則 の

1つ と して入 れ て お く。

③Semanticカ テ ゴ リニを導 入 す る とき は,た くさ ん導 入 しな い で,10

ぐらい に と どめ る。

④数 式が 扱 える よ うにす る。
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48機 械翻訳におけ る構文解析法

機械翻訳 システムは,コンピュータによる自然言語処理技術のいわば集大 成とい

えるものであ り,自 然言語処理 と一体不可分の関係にある。従 って,機 械翻

訳 システムで行 ってい る様 々な手法は,自 然言語処理において開発 され てき

た手法を踏襲 した ものであるし,機 械翻訳を行 う過程で生 じる問題点 も,そ

の多 くは,そ の まま自然言 語処理におけ る問題点 とな りうるもので ある。

本節では,機 械翻訳 システムが,実 際 にどの よ うにして翻訳を行 っている

かを概観す るため に,構 文解析 とい う言葉をかな り広い意味で捕 えて,辞 書

(レキシ コン)部 分 を除いたあ らゆる部分での手法 を概説す る。 まず,機 械

翻訳におけ る様 々なシ ステムを分類 し,そ の概要 を述べた後,狭 い意味での

構文解析が,各 々の システムで どの ように行われ ているか を見る。辞書の部

分 については,4.9節 で改 めて述べ る。

48.1機 械 翻 訳 方 式 の 分 類

(1)世 代分 け に よ る分 類

コンピュー タを,そ の構成デバイス(真 空管,ト ラ ンジスタ,IC,LSI)に

よ って第1,第2世 代 な ど と分 け るよ うに,機 械 翻 訳 シ ス テムに対 して も,

その 目標 の レベ ル,手 法 の 違 い な どに よ って世 代 分 け が 行わ れ てい る。 年

代的 に は,機 械 翻 訳 に対 して 否定 的 な見 解 を 出 して,そ の 後 しぼ ら くの 間

機械 翻 訳 研 究 の沈 滞 を もた らす 原 因 とな ったALPACレ ポー ト(1965年)

以前 に作 られ た シ ス テ ムが ほぼ 第1世 代 に属 し,そ の 後70年 代後 半 か ら

復 活 して きた 研 究 の線 に沿 った もの が 第2世 代 とい う こ とが で き る。

表4-13に,こ の よ うな世 代分 け に 従 って現 在 稼 動 中 また は 企画 中 の

シ ステ ムを分 類 し,そ の特 徴 を簡 単 に述 べ た もの を示 す 。

表 か ら明 らか な よ うに,今 日稼動 中の シ ス テムの 中 で,第1世 代 に属 す

るもの と し てあげ られ てい る シス テ ムは,い ず れ も商 業 ベ ー スに乗 って販

売 ・供 給 され て い る もの で ある。 特 徴 の ところ に示 した よ うに,第1世 代
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表4-13機 械 翻訳 シ ス テムの世 代 分 け

世 代 特 徴 現在稼動 または企画中の システム

・言語学的記述の 部分 とプログラムが分離 せず、 どら SYSTRAN

1 らか と車 ば経験的 ∴dh㏄ なシステム LOGO

ALPS

・2カ 国語間 に限定 Weidnerな ど

・言語学 的記述 とプ ロ7ラ ムとの分離 ARIANE78(仏 グルノー ブル大)

・文法 ・辞瞥 をき らん と作 る
TAUM-METEO

2 TAUM-AVIATION

・多言語 間 も可 (以 上 加モ ン ト1ハオール大)

EURO↑RA(EC}な ど

3
・意味記述 を用 いる

・文脈処 理 をと り入れ る

(特 米の 目標)

のシ ステムは,内 容に理論的裏づ けが乏 しく,ど ちらか とい えぼ経験主義

的な システムで ある。 しか もどの ような分野の翻訳要求にも応 じられ る訳

ではな く,辞 書のエ ン トリ部分な どは ユーザ側で(か な り長期 間にわた っ

て)開 発 し,保 守 しなければな らない。また,核 になる部分は(ハ ー ドウ

ェア,ソ フ トウェアともに)通 常企業秘密 とな っているか,契 約上変更が

許 され ないよ うにな っている場合が多いために,シ ステムの大幅な変更は

不可能で ある。

以上の よ うな欠点はあるが,第1世 代の シ ステムには商用 としての長い

歴史が あるために,文 書翻訳 に関 しては,既 にかな りの実績があ り,デ ー

タの蓄積 も行われ ている。その評価によれぼ,自 然言語をある程 度人手 を

用いて前処理 し,い わば 自然言語のサ ブセ ッ トを作 った結果を入力 し,翻

訳 された結果 を再び人間が手直 しすれば十分に使用に耐 えうる とい う報告

がある。また一方では,前 処理 ・後処理を含 めた一語 あた りの翻訳 コス ト

は,人 間の翻訳者が全 て行 った場合の コス トよ り高い とい う報告 もある。

いずれ に しても商用の システムは今後 さらに評価 ・検討が必要 であ る。 ま

た,こ れ まで実績を積んできたのは,英S独,英S仏,英 賃露 な どの 印欧

語族 内の間での翻訳のみで あ り,日 本語,ア ラ ビア語な どと英,仏 語の よ

うに,全 く言語体系の異 なる語に対 しては,商 用シ ステムの発売を予告

(SYSTRAN)す るか,計 画中(Weidner)の 段階に とどま ってお り,
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真の評価は今後の問題である。現在盛んに研究が進め られてい る第2世 代

以降の システムとの競合が注 目され る。

第2世 代 シ ステムの特徴を要約すれば,表 の通 りであるが,第1世 代 と

の大きな違いは,1965年 以降発展 してきた言語学上 の成果(た とえぼ生

成文法な ど)を と りいれ て(言 語学者が システムの構築に直接参加 してい

る場合 も多い),理 論的裏づ けをきちん とした システムが多い ことである。

第2世 代の システムは,現 在研究 中の ものが多 く(実 用 に供 され てい る

ものはTAUMMETEOの みであ る)そ の 手 法 もさまざまである(手 法 に

よる分類 については,次 第で述べ る)が,共 通 してい る点は,複 雑な翻訳

過 程を一気に行 うのではな く,元 の言語 と目標言語 との間にい くつかの レ

ベルを設定 している とい うことで ある。 これ を中間的表現 と呼 んでいる。

中間的表現に も手法 によって さまざまな表現法 ・表現形態があるこ とは も

ちろんであるが,そ の代表的な もの を簡単に図示す ると図4-24の よ うに

なる。

元の烈 ① 目鱈語

中間的表現

、

'
、'
、'
、'
、'

V

豪

、

図4-24第2世 代 の シ ス テム

この図は,第2世 代のいわば基本理念 を説 明す る時によく用い られる図

である。 まず元の言語を 分析 す る こ とに よ って,元 の 言 語 に対 応 した

中間的表現を作 る(分 析過程)。 次にその中間的表現を 目標言語の中間的

表現に変換す る(変 換過程)。 こ うして得 られた表現か ら,目 標言語を作
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り出す(生 成過 程)。 最 終 的 には,元 の 言語 の 中 間的 表 現 と目標 言語 の 中

間的 表 現 とが 同 じもの に な る よ うな分 析 が得 られれ ば,変 換 過 程が 不 要 に

な り,し か もす べ ての 言 語 に共 通 な中 間 的表 現(図 の ※部 分 で,inter-

liguaと か,pivotlanguageと 呼ば れ てい る)を 得 る こ とがで き る。

この 図 の上 で 第1世 代 の シ ス テムを表 現す る と,① と書 か れ た パ スを通 る

のが,第1世 代 の シ ス テム で あ る とい うこ とが で き る。

(2}手 法 に よ る分 類

機 械 翻 訳 シ ステ ムの世 代 分 け に よ る分類 を前 節 で 述 べ,さ らに基 本 的 な

手法 につ い て も簡 単 に触 れ た。 本節 で は,第2世 代 シ ス テ ムを 中心 と して,

種 々の 機 械 翻 訳 シ ス テムに 見 られ る手法 につ い て概 観す る。 各 々の も っ と

詳 しい 記 述 は 次第 で 行 う。

表4-14に 主 な手 法 を分 類 して掲げ る。 この 分類 は,か な り恣 意的 な も

表4-14機 械 翻 訳 シ ス テムの 手法

手 法

構文パターンマ ッチ ング

トラ ン ス フ ァ 方 式

融 合 方 式

モンタギュー文法

概念依存を用いた方法

要 約

文法上 の係 り受けのパ ターンを定めておいてマ

ッチしたものを変換 して翻訳す る。

元の言語から目標言語への変換部分 を木構造の

変換で行 う。

変換 ・生成部 分を一気 に行 う。

元の言語を分析 した結果を論理 式の形 で表 し,

それを目標言語 の論理式に変換 した後,生 成する。

どのような言語にして も共通 の概念構造 を作 り

それを介して翻訳 を行 う。

の で,必 ず し も明確 に 分れ る もの で は ない。 た と えぼ パ ター ンマ ッチ ン グ

は,各 シ ス テ ムの いず れ かの フ ェーズに必 ず 含 まれ てい る方 法 で あ る し,

融合 方 式 ・ モ ソテ ギ ュー文 法 を 用い た方 式 は,い ず れ も トランスファ方 式 と

見る こ と もで きる。 た だ,中 間的 表 現 に落 す場 合 に モ ンテギ ュー文 法 を用
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いて論理式に した り,ト ランスフ ァとい う過程 を陽に用い ないで変換 ・生

成を行 う(融 合方式)と い う違いがあるに過 ぎない。

表には,ご く簡単な要約 をつけたが,次 第におい ては,も う少 し実際の

翻訳に即 して,各 々の方式 を代表す るシステムについ て見てい くことにす

る。

48.2種 々の 構 文 解 析技 法

(1)構 文 パ ター ンマ ッチ ン グに よ る方 式

自然 言語 処 理 に おい て は,あ らか じめ シ ス テム側 で 用意 した語彙 項 目や

文 法 規 則 と入 力 され た文 とを,あ らゆ る段 階 で マ ッチ ン グしな けれ ば な ら

な い。 従 って,自 然 言 語 処理 全 般 にわ た ってパ ター ンマ ッチ ン グが 行わ れ

てい る と言 って も過 言 で は な い。

、こ こで 述べ る構 文 パ ター ンマ ッチ ン グとは,あ らか じめい くつか の文 型

パ ター ンを 用 意 してお い て,そ れ と合 うよ うに入 力 文 を変 形 す るや り方 で,

表題文の翻訳システムに代表 され る!1)大量の 自然言語を処理す るためにもっ

と原 始 的 な逐 語 処 理 を用 い た 例 もあ る(2)が,こ こで は上記 の も のを 中心 に

と りあげ る。 なお,こ の シ ス テ ムを工 業 技 術 院 計 算 セ ンター(RIPS)で

稼 動 した結 果 につ い ては,既 に報 告 され てい る(3)し,56年 度報 告 書 に も一

部紹 介 され てい る ので,こ こで は簡 単 な紹 介 に と どめ る。

こ の方 式 の特 徴 は,ほ とん どが名 詞,名 詞連 続 と,そ れ を修 飾す る形 容

詞,動 名詞 な どか ら構 成 され る とい う論 文 表題 の 性 質 に着 目 して,そ れ に

即 した 処理 を して い る こ とで あ る。 処 理 は5段 階(最 後 の生 成部 を 入れ て

6段 階)か らな っ てお り,ま ず 第1段 階 で 辞 書 引 き と熟 語 の 処理 を行 う。

次 に,第2段 階 でP・ 一カル なand(名 詞 句の 中 に埋 め こ まれ て い るand)

の処 理 を 行 う。 第3段 階 で は 遷 移網(transitionnetwork)に よ って,

名詞 連 続 を1つ の 名詞 に 縮 退 させ る。 第4段 階 で は,第3段 階 までで 現 わ

れ て き た骨 格 パ ター ンを文 型 パ ター ンと マ ッチ ン グさせ て,第3段 階で 単
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語の意味記述 と,特 定の単語に固有 な文型 パター ンを用い て訳出語順 を決

定す る。 この ようなや り方で翻訳 した例を図4-25に 示す。

入 力:IndustrialandScientificTechniquesforMeasuringfieldEffectMobility

Stepl:IndustrialandScientificTechniquesforMeasuringEffectMobility

Step2:ScientificTechniquesforMeasuringEffectMobility

Step3:TechniquesforMeasufingMobility

Step4:〈 文 型 パ タ ー ン 〉

訳 出 結=果:

1・p・epi・g
n

電界効果移動度測定のための工業的及び科学的手法

図4-25論 文 表 題 英和 翻 訳 シ ス テムの 翻 訳 ステ ップ(1)

このや り方 を,普 通 の 文 の 翻 訳 に 用い る場 合 に,種 々の 問題 点 が あ る こ

とは 明 らか で あろ う。 一般 に,構 文 解 析 を 行 う場合 にパ ター ンマ ッチ ング

だ け で 行 って,文 法 規 則 で生 成的 な処 理 を 行わ ない や り方 で は,パ ター ン

に ない 文 型 や,未 定 義 語 な どが入 力 され た 時 に対処 が 難 しい し,多 くの 言

語 デー タを扱 お うとす れ ば,そ れ だけ パ ター ンを増 やす 必 要 が あ る とい う

欠点 が あ る。従 っ て,論 文 表 題 の よ うに,あ る程 度 目標の は っ き り した シ

ス テム に使 用す べ き手法 で あ る と言 える。

(2}ト ラ ン スフ ァ方 式

既 に 述 べ た よ うに,第2世 代 の シ ス テムで の基 本的 な理 念 は,元 の言 語

の 中 間 的表 現 と 目標 言 語 の 中 間 的表 現 を介 しての分 析 ・変換 ・生 成 と言 う

ス テ ップで あ った(図4-24参 照)。 この よ うな ア プ ローチ を とる限 り,

変 換 部分 とい うのは どの よ うな シ ス テムで も不 可欠 で あ り,従 って トラ ン

ス フ ァ(変 換)と い うの はか な り一 般 的 な概 念 で あ るが ,こ こで は,ト ラ

ンス フ ァとい う考 え方 を最 も 明確 に シ ステムに と り入 れ てい るARIANE

-78(4)(4 .7pm参 照)の 内容 を紹 介す る。 この シス テ ムは,既 に い くつ か

の紹介 もな され ている5Xめ で,こ こで はそれ らに基づい て説 明す る。

ARIANE-78の 流れ を 図4-26に 示す 。
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図4-26ARIANE-78の 処 理 の流 れ

まん 中の 大 きな 四角 で 囲 まれ た 部分 がARIANE-78の プ ログ ラ ムの

名前 を示 す 。 この 図か ら分 る よ うに,ARIANE-78で は,そ れ ぞれ の

解 析 ス テ ッ プが 明確 に区 別 され てい るの が特 徴 で あ る。 図 で,実 線 で 囲 ん

だ の が プ ロ グラ ム処理 部 分,破 線 で 囲 ん だ のが そ の 前後 の 入 出 力 を表 わ し

てい る。

ATEF,TRANSF,SYGMORの 部 分 は ・ それ ぞ れ形 態 素解 析 用辞 書 ・

2言 語 間 の単 語 対 照 辞書,形 態 素生 成辞 書 の 形 を とって い るが,こ れ らの

部 分 に つ い て は,4.9節 で も う少 し詳 し く扱 うこ とにす る。

この シ ス テ ムの 各 過程 で は,常 に1本 の 木 構 造が 処 理 の対 象 にな る。 通

常,文 を 散 解 析 す る場 合 に は,文 脈 自故 法(contextfreegra㎜ar)

を用 い る と,解 釈 の 異 な りに よ っ て多 くの 木 構 造 が生 成 され る。 多 くの解

析 シ ス テムで は,こ の 木 構造 の 生 成 時 に,種 々の 制 限条 件 をつ け た り,生

成 され る木 構 造 を評 価 して順 位 をつ け た りす るが,こ の シ ス テムで は,入
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力文 を形 態 素 解 析 した 結 果 が,ま ず 入 力 単語 とそ の辞 書 情報 の つ い た 平 ら

な木 構 造 に変 換 され,以 後 この木 構 造 の 各節 点 に種 々の 情報 を付 加 しなが

ら木 構 造 を変 換 して 出 力文 に まで 変 換 す る。 他 の シ ス テムで,い くつ か の

木 構 造 とな って現 われ る解 釈 の曖 昧 性 も,こ こでは 節 点 につ い た別 々の解

釈 の 枝 に よ って表 わ され る。

木 構 造 に は,通 常 の シ ス テ ムで付 され てい る 品詞,格 パ タ ー ンな ど と共

に,語 や 句が その 木 構造 の 中 で どの よ うな 役 割 を果す か とい う,機 能 的 な

性 質 も,属 性 一属 性値 対の 集 合 と して表 現 され るよ うに な ってい る。 即 ち

異 質 な レベ ル の情報 を一 つ の 木 構造 に集 約 して表 現 してい る。 この 記 述 レ

ベ ル は,次 の4つ で あ る。

① 句 の ま とま り方 の種 類(SyntacticCategory-K)

② 句 の構 文 的 役 割(SyntacticFunction-SF)

③ 句 の 意味 的 関係(SematicRelation-RS)

④ 句 の論 理 的 関係(LogicalRelation-RL)

図4-27(a)に 「この像 は 修 理 が必 要 と思 われ る」 とい う意 味 の 仏 文 に 対
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(6)(5)(a)木構 造(b)属 性 と属 性 値

(6)(c)形態 構文レベル の木構造を(
a)か ら抜 き出した もの

図4-27構 文 解 析 の 例

一125一



く

する構文解析木 を示す。 各節点 に付 された情報は,上 か ら順 にほぼ上記①

～④ の レベルに対応 してい る
。即 ち一番上が形態構文 レベル,一 番下が深

層構文 レベル と見 ることがで きる。図4-27(b)に は各節点の一番上 に付 さ

れた要素の値の例 を示す。 この部分の カテゴリのみを抜 き出 して木構造を

作 ると,ち ょうど通常の構文解析 を行 ったの と同 じよ うな木が生成 されて

いることが分か る(図4-27(c))。

解析・生成・ トランスフ ァとい った重要な部分を受けもっているのが,R

OBRAと い うプログラムで ある(図4-26参 照)。ROBRAに は,木 構

造の節点 に付与 され る属性 一 属性値対の宣言やそれ らの チ ェックな どの

機能 な どもあるが,主 な機能は木構造の変換規則の定義 である。木構造の

変換規 則は,適 用条件 と適用後の構造記述の部分に分かれ てい る。条件部

では根の条件,木 の幾何学的形状,各 節点の属性値の条件,節 点 と節点の

間の属性値 の一致条件 を調べ る。 これ らの条件 に合致す ると,構 造記述の

部分に書かれ ている木構造に,も との木構造か ら変換 し,さ らに節点の生

成や消滅,節 点の属性値の変更な どを行 う。 図4-28に は,英 語の入 力文

か ら 日本語の 出力文 を作 った例 を示す。

入力文:Ihadthreebooks.撒 文テさ∈

懸器遍/燥;{
ユロ ちぎ ぱわ ぎヨビ ら の もロむヒ

[謬1主恩 圏 ごmぎ;㌣
トランスフ パ 注〕語順は自由

_,三 プOv当 竺
エコき　 ヲニむ　　ソ　 うヂの ヒ へ るぞホロ

1ぽ∋梁 瞠1ぽ:;{
コロ ロぼ さわユ もト ヨヨロ れ わむ

∈ ㌣ 巴≡㍗ ∈ぽ
構文生成

ぜ し　　

、r言一 、.<＼,.柵 ㌣ 正心,.㏄s

鷲 匿≡i司叉{ご 声:dユ ほどわエ ぐせわむハ

{㌶E略{翌;:N{i巴ilA㎜{1巡:N
注〕語順の指定あり

(5)図4 -28英 日翻 訳 例 と木 構 造の 変 化の 様 子
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この よ うに トラ ン スフ ァ方 式 で は,木 構造 を変 換す る こ とに よ って ,元

の 言 語 か ら 目標 言語 を生 成 してい く。 グル ノー ブルの シ ス テ ムの よ うに ,

か な り深 層 の レベ ル まで を取 りこん だ 木構 造 を 変換 してい く もの もあ れ ば

テキ サ ス大 学 の シ ステムの よ うに,比 較 的 浅 い レベル の 木 を作 って ,格 フ

レー ムな どを用 い て変 換 し てい くもの もあ る(7)が ,い ず れ も トラ ンス フ ァ

とい う概 念 が 基本 に な ってい る。

これ らの シ ス テムは,意 味 素性 を階 層 的 につ け てい くこ とがや りに くい

とか,木 の 変換 規 則の数 が 多 くな った り複雑 に な った り しす ぎ る とい った

欠 点 は あ るも のの,機 械 翻 訳 の一 つ の 方 向 を示 す もの と し て注 目され る。

(3}融 合 方 式

機 械 翻 訳 で 問 題 に な る こ との 一 つ に,訳 し分 けの 問 題が あ る。 た と えば
,

Ihaveabook .

Ihaveagame.

Ihaveacold

Ihavebreakfast

とい う文 は,構 文的 には 全 く(あ るいは ほぼ)同 じで あ るが,訳 す 際 に は

そ れ ぞ れ 「持つ 」,「 す る」,「 ひ く」,「 食 べ る」 と しなけ れ ば な らな

い 。 この よ うな 問題 は単 純 な 構文 解 析や,表 層 レベ ル で の木 の 変換 だ けで

は対 処 で き ない 。 従 って,こ れ を解 決す る ため に は ,ど うして も 「意 味 」

の 問題 に踏 み こ ま ざ るを得 な くな る。

木 構 造 の 節 点 に種 々の条 件 を付与 す るの は,こ れ に対す る一 つ の 解決 法

で あ る(前 節参 照)が,最 近 「融 合 方 式 」 と呼 ば れ る新 しい 手 法が 提 案 さ

れ た(8).以 下で は,こ の手 法 につ い て述べ る。

融 合方 式 の 手 順 は,次 の 通 りで あ る。

① 元 の 言 語 を構文 解 析 して木 構 造 を作 る。

② 構 文 解 析木 上 の 文 法規 則に 付 加 され た 意味 規 則を,木 の 下 部(枝)か

ら上 へ 送 る。
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③ 構文解析木上の各節点で,下 位か ら送 られてきた情報 に対 して プログ

ラムを起動す る(こ れ をユ ニ ッ ト間会話 とい う)。

④ この とき,意 味的な条 件を満たす ものがあれば,そ こを埋 めてい く

(条件を付けて待 ってい るものをslot,そ れ を満たす ものをfillerと

い う)。 某 日翻訳の場合,助 詞な どもこの時点で 自動的 に付加 され る。

⑤ 節点上で語順の変 更が必要な場合には,こ こで語順 の変更 を行 う。

⑥ 最上位節点(根)に 至 るまで②か ら⑤の手順 を繰返 し,最 終的に意味

解析が なされ る。 この時に翻訳文が合成され る。

図4-29に,動 詞 と名 詞句か ら動詞 句を作るとい う文法規 則の例,図4

-30に ,こ の ような文法規 則か ら作 った構文解析木上 に,意 味 規 則 を適

用 して得 られ た意味構造の例 を示す 。 この図か ら分 るように,得 られ た意

(VP(1㍍2

))}・ ・一・…
むコ

ω籠璽{《㌣=蕊 ぽ 竺ご
燗,

嗜 ト間巴 翫
(c)欝 顯

(⑤TR-…MIV⑤TRA・ ・》

雛 ぽ(戦 戦 ・(・・'v)i::　il;1竃 ユiツト

(
意

味

解

析

部

)

(8)図4 -29文 法 規 則の例

味構造を順 にた どってい くと,ほ ぼ完全な翻訳文が得 られてい る。

この方式の特徴 は,次 の点で ある。

① 木の変換 を陽 に行わ ない。

一128一



H

U
〔

(

〔

K

U
(
(
(

彼HA)4)

:,い 。日

出 〔aHUMAN)〕

Y縫Dε)3〕
コセ

:1}一(二 〕1、,TRUHE、T))
f-nセLra日)

'U

r

ア

)

U

ド

チ

a
ヒ

の

0
〔

a

そ

－

n

セ
'卜

↑

R

セ

r
1

0

-

a

e
F

O

n

P

S

S

(U

U
(

〔

〔

O

U
(

〔

〔

(

(

'NO〕t〕

JECT)}

[)}

㍗ 開 ナu}2)

:1}"'〔1)D,,、Uし,.、 、,,))
ト ←aセron〕

ub」 〔〔Hε 彼HA)じ)〕

b二

((DOOR

その ドア
.WO〕

い)

〔`nstrument

((κEY鍵OE)3))〕

(入 力 文:Heopensthedoorwithakey)

図4-30意 味 解 析 結 果(意 味 構i造)(8)

② ある単語に対 して,訳 し分けが必要な場合でも,辞 書項 目は1つ しか

立てず,そ の意味 のslotを プログラムで選択す るこ とに よ って翻 訳を

行 う(こ れ につ いては4.9節 で も う少 し詳 しく述べ る)。

③slotとfillerの 関係には,上 位 一 下 位概 念 な ども許 され てい るの

で,意 味素性の階層的な記述が可能である(た とえば前節のARIANE

-78で は この よ うなこ とは困難である)
。

④ 文脈 自由文法(条 件つ き)を 用い ているので複数の構文解析木が生成

され るが,意 味解析 によって多 くの木が リジェク トされ る。

⑤ 意味解析の終 了 とともに翻 訳文が合成される。 即ち,解 析 ・変換 ・生
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成 とい う ス テ ップが,融 合 した形 で 行 わ れ る。

以 上 の よ うに この シ ス テムは,意 味 の 段 階 に一 歩 踏み こんだ もの と して

注 目 され る。 しか しなが ら翻 訳 の過 程 で,も っ と陽 に 木 の変 換 を 用い た 方

が よ い場 合 もあ るの で,今 後 の 検討 が 必 要 に な ろ う。

(4)モ ンテギ ュー文 法

意 味 解析 を行 うシ ス テ ムで は,意 味 構 造 を どの よ うに して表 現す るか が

問 題 とな る。 前 節 で 述べ た融 合 方 式で は,slotとfillerと い う関係 を 用

い て,構 文 解 析 木 上 で この関 係 が 満 た され るか ど うか を定 め る方 式 を と っ

てい た が,本 節 で は 文 を論 理 式 の 形 に変 換 す る こ とに よ って,そ こに意 味

解 釈 を 含 ませ なが ら翻訳 を行 うシ ス テム(9)に つ い て述 べ る。

モ ソテ ギ ュー文 法 は,自 然 言 語 に対 す る意味 的 ・構 文 的 な モ デル を与 え

る試み と して提 案 され た もの で あ る。 モ ン テギ ュー文 法 で は,入 力 され た

文 を,辞 書項 目に 関す る 「翻 訳 」 規 則(こ こで の翻 訳 とは,言 語 間の 翻 訳

とい う意 味 では な く,論 理 式 へ 変 換す る とい う意味 で あ る)と,構 文 規 則

に 関 す る 「翻 訳 」 規 則 を 用い て論 理式 に 変換す る。 この うちで 辞 書項 目に

関す る規 則 を論 理 式 へ の 変換 で は な く,目 標 言 語へ の 変 換 と した ものが,

こ こで 述 べ る シ ステ ムで あ る。

シ ステ ムは,次 の よ うな手 順 で 動か され る(図4-31参 照)。

① 入 力文 を構 文 解 析 して木 構 造 を 作 る。

② 木 構 造 を構 文 規 則 に 関す る 「翻訳 」 規 則 を用 い て論 理 式 に変 換す る。

この シ ステ ムで は,変 換 され た 表 現 をEFR(Englishoriented

FormalRepresentation)と 呼 んで い る。・

③EFRの 英単 語 に,日 本 語へ の翻 訳 を論 理 式で 記 述 した もの を代 入す

る。 これ を この シ ステ ムで は,CPS式(ConceptualPhraseStru-

ctureformula)と 呼ん で い る。

④CPS式 の 上 で 論 理 演算 と,木 構 造 の演 算 を行 って 日本 語 の 構文 解

析 木 に 直 す 。
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⑤ 得 られ た訳文 を 自動修正す る。

⑥ 活用処理 を行 って訳文を生 成す る。

また,訳 語の選択は,名 詞句な どに意味的 な クラスに関す る情報 を持た

せ ることによ って行 っている。 この システムで特筆すべ き点は,未 定義語

が 出て くると,そ れ を 対 話 的 に 処理で きるよ うにな っているこ とである。

これは,機 械翻訳 におけ る辞書 の役割 とも密接にかかわ って くることであ

るので,4.10節 で 改 めて取 り上げ ることにす る。 しか しなが ら,構 文解

析(制 限つ きの文脈 自由文法で行 ってい る)の 部分で多 くの木が 出力され

ることなどの問題点 もある。木の選択 とい うのは既に何度か述べ てきた よ う

に,自 然言語を構文解析 した時 に必ず生 じて くる問題点であるが,こ こで

は,人 とコンピュータの対話によって,そ のような問題もある程度まで解決 しょ

うとしてい る。

⑤ 概念依存を用いた方法

これ まで述べ てきた もの とか な り異な った アプローチの仕方 をす るもの

に,概 念依存理論(ConceptualDependencyTheory)を 用いた翻訳

の方 法 が あ る。 この理論は,本 来,物 語や質問応答に対す る理解 を行 う

ための モデル として提案 された図 しか しなが ら,そ こか ら抽 出され た概念

表 現(ConceptualRepresentation)は,言 語 に よ らない ユ ニバ ーサ

ル な もの(即 ち前記 図4-24の ※ にあ た る)で あ り,従 って概 念表 現 を媒

介 とす れ ぼ,い か な る 多言 語 間 翻 訳 も可 能 とな る。

この 考 え方 で は,ま ず,言 語 理 解 を,一 連 の単 語 列 を形 式 の 整 った概 念

構造 に写像 す る過程 で あ る とみ な す。 そ してそ れ に よ って言 語 の 奥 底 に あ

る概 念 の 階 層構 造 を生 成す る。 概 念 の範 疇 と しては,次 の よ うな もの を認

め る。

PP:概 念 的 な名 詞 類

PA:PPを 記 述 す る状態

ACT:PPが 他のPPに なす 行 動 。 次 の よ うな もの か ら成 り,現 在11個

提案 され て い る。
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ATRANS:所 有の よ うな抽 象 的概 念 の 移 行(た とえばgive(与 える)

は,何 か を誰 か にATRANSす る こ とで あ る)。

PTRANS:対 象の物 理 的 場 所 の移 動(go(行 く)は 自分 をあ る場 所

にPTRANSす る こ とで あ る)。

PROPEL:対 象 に物 理 的 力 を加 える こ と(push(押 す)な ど) 。

LOC:空 間の 座 標 上 の場 所

T:時 間

AA:ACTの あ る場面 の 修 飾。

VAL:状 態 に 対す る値。

そ して さ らに この よ うなACTを 組み 合 わ せ た,概 念表 現 よ りも さ らに

高 次 な意 味 表 現形 式 とし てMOPs(MemoryOrganizationPackets)

が提 案 され てい る∫1)MOPは,あ る 目標 を 達 成す るた め のSCENE(い く

つかの行動をま とめて表現 した記憶形態)か ら成る ものであるが,こ こで

は詳細は略す。

さて,上 述のよ うな概念が,あ る文か らどのように して得 られ るか を以

下 に解説す るli2)

プ ログ ラ ムは,制 御 構 造 とデ ー タ構造 を持 ってお り,短 期 記 憶(Short

-TermMemory ,略 称STM)の 入 る概 念 リス ト(CONCEPT-LI

ST,略 称C-LIST)と,要 求 を起 動す る デ ー タ構 造 を入 れ る要 求 リス

ト(REQUEST-LIST,略 称R-LIST)と い う2つ の リス トを持

ってい る。 そ し て次 の よ うな手 順 で 制御 が 行 わ れ る。

① 入 力文 を左 か ら右 に読 ん で,次 の辞 書項 目(単 語,熟 語)を 見つ け る。

な けれ ば 終 了。

② 新 しい 項 目に 関す る要 求 をR-LISTの 中 ヘ ロー ドす る。

③R-LIST中 の 活 性化 した要 求 を 考察 す る。

④ ① へ 戻 る。

この 時 要求 とい う¢)は,上 の② と③ で 次 の よ うに して な され る。

イ.概 念構 造 をC-LISTに 加 える。
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入 力 文"'FredgaveSallyabook"

1①
{tF
red"

1②

REQUEST-

TEST:真

ACTIONS:C-LISTに 構 造(PPCLASS(HUMAN)NAME(FRED))

を 加 え る。

1③
(PPCLASS(HUMAN)NAME(FRED))

ゆ
くぱ 　

gave

l②
REQUEST-

TEST:真

ACTIONS:C-LISTに 次 の 構 造 を 加 え る。

(ATRANSA.CTOR(NII、)OBJECT(NIL)

TO(NIL)FROM(NIL)

TIME(PAST))

REQUEST-

TEST:C-1.IST中 にATRANSに 先 だ っ て 人 間 に つ い て の 記 述 が あ る か?

ACTION:そ れ をACTORとFROMに 入 れ よ。

REQUEST-

TEST:C-LIST中 にATRANSの あ と に 人 間 に つ い て の 記 述 が あ る か?

ACTION:そ れ をTOに 入 れ よ 。

:

1③

ACTORとFROMの ス ロ ッ トを 埋 め る。TO,OBJECTは ま だ 埋 ま ら な い の でR-

LISTに 残 す 。

凸

概 念:(ATRANSACTOR(PPCLASS(HUMAN)NAME(FRED))

OBＬE(汀(PPCLASS(PHYSICAL-OBJECT)

TYPE(BOOK)REF(IN[～EF))

TO(PPCLASS(ilUMAN)NAME(SALLY))

FROM(PPCLASS(HUMAN)NAME(FRED))

TtME(PAST))

図4-32概 念 の抽 出例
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ロ.概 念構造内の スロッ トを他の概念構造で満たす。

・、 他の要求をす る。つ ま り,要 求をR-LISTに 加 える。

二.今 行 った要求 を終了す る。

実際の文 に適用 した例 を図4-32に 示す・図中の① 一④ は上の 番号と対

応 してい る.こ のよ うな ことを各文,ま 諮 エ ビ・一 ドについ て行 って物

語の髄 を抽 出す る.そ して,こ うして抽出 された聡 髄 を逆向 きにた

ど。て生成してい けば,ど の よ うな 瞭 言語に対 しても 「翻訳文 」が生 成

で きることになる.こ の時,因 果関係 などを繍 した りは 驕 語の語順

な どを定 めた りす る必要が あるが前 者 は階層化 された概念関係をた どる

(a)
M・ ト10・

CONCEPTH.MOCK・ τ良1AL

ACTORHU職C;PτTERRoa

O"GOBJ3・
cONCE

MEHSE

GENOEa図AL8

刊PE6UERRt
のぼぶロ　ロ　 むロ　ロ コ

巽:
COLO

O8」ε《π"UH6. 　ぷ む　

鵠;"

SCEHE2^cε;,;,T^ccus

O●JεCτ"UH6

りゐか 　て ロドロユ

鶏
OSJ

τ

▼eRnORtsr'ORO
HUMII

A

†CLOTH!HG

su:T

OLtv6・COLOtu…0

?ERS◎N

AT・LEAST60
C巳COUHTar

εPτUHOEStlUSL巴 ・《5S13τ州C8

も良 日ロリハ
Cto・ 轟;巳"GOΨ 酬Hポ

ACTO良HVM6

ACToaHUH"

い ヰぷ バ 　 ロと

5CENε`EXE
ce。NllEPTEXECtr・E
ム　ぎむロ リロい ユ
Pし^c巴LOii麹1… εPτ9XkTV

pεOROP鶴RVしAPAN

o8」εcτHUH6
エロエびのけ い ロエ

…ε器:i織;・
CONCEPTτ 艮Y
O8」εCTHUH6
ACτ0良HUH11
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∀1`t1・5貿6「et「18d8ndthe"
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(a物 語 の概 念 表 現1・)図4 -33

(b)物 語 の 入 力(の 英 訳)と 日本 語 出 力(下)
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ことに よって,ま た,後 者は スロ ットを取 り出す順番を指定す るこ とに よ

って行 うことができる。図4-33(a)に 物語の概念表現,(b)に 入力文(ス ペ

イ ン語の原文を人間が英訳 した もの)と 対応す る 日本語文((a)を 用い て生

成 した もの)を 示す。 この例で分 るよ うに,入 力文 と出力文 との間には,

概念があるだけで,構 文的な関係は何 もない。従 って,原 文の構造 とい う

ものが必ず しも保存 され ている訳ではないことに注意されたい。

(6}ま とめ

本節では,構 文解析その もの とい うよ りは,む しろ,機 械翻訳 システム

の全体像 とい うものを,各 システムについて紹介 してきた。 これ らの シ ス

テムの記述を見れば分 るように,機 械翻訳では,ま だ多 くの難問が山積 し

てい る。各 システムの内容の解説の ところで,そ の システム固有の問題点

につい て簡単 に触れたが,機 械翻訳全般にまたが る問題については4.10

節で辞書 と関連 した文脈の中で述べ ることにす る。いずれにせ よ,「 完全

な機械翻訳」(何 をもって 「完全」 とす るかは種 々議論 の分れ る所である)

を達成す るのは,非 常に困難 な問題で ある。

4.9機 械 翻訳 にお け る辞 書 の役 割

4.8節 にお い て既 に 見 て きた よ うに,機 械翻 訳 にお い て は,構 文 解 析 のみ

な らず,辞 書 の 役割 が 非常 に重 要 で あ る。 しか も,そ の辞書 が,構 文 解 析 な

どの 処理 と表 裏 一体 とな って,機 能 的 に 有効 な シ ステ ムを構 成 して い る こ と

が 必 要 で あ る。 こ こで い う 「辞 書 」 とは,我 々が 日常 用 いて い る 「～辞典 」

とい う意 味 で の辞 書(dictionary)で は な く,機 械 処 理 がで き る とい う意 味

で の語 彙 項 目(lexicon)や,分 類 語 彙(thesaurus)に む しろ近い ものである。

この よ うな辞 書類 を どの よ うに して 作 成 し,ま た,ど の よ うな形 態 に作 り

上 げ るか につ いて は種 々議 論 が あ る。 実 験室 レベ ルで は,手 作業 で,い わば

思 い つ き的 に作 ってい くこ と も結 構 役 に立 つ し,言 語学 者 の協 力の も とに,

チ ー ム を作 って行 うよ うな こ と もで き る。 また,既 存 の辞 書(dictionary)
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か ら,機 械処理 に用い る ことので きる語彙項 目を作成す る方法 もある。大量

0)デ ー タを扱 う文献検索,ジ ャーナ リズムの分野では,独 自に シソーラスを

作 ってい る ところも多い 。 さらに,人 手での翻訳 において も,翻 訳の質の向

上や,翻 訳者 による用語 の異 同を防 ぐために,シ ソー ラスを作 る動 きが世界

的に活発 である。 このよ うなシソーラスは,現 在はまだ普通のデー タベース

として使用 され るに止 ま っていて,機 械翻訳の システムと直接結びついてい

る訳では ないが,将 来 はこれ らを結びつける方 向も考 えられる。

そこで,4.9.1に おい ては,用 例辞書の デー タバ ンクの例や,市 販の辞典

をデータベー ス化 した例 な どについて簡単に触れ ることにする。 また,4.9.2

では,4.&2で 紹介 したそれぞれの機械翻訳 システムで,辞 書が どの ように

作 られているか を簡単 に概観す る。辞書の構造について も簡単 に述べ るが,

詳 しい考察は4.10節 で行 う。

4.9.1用 例 ・辞書のデ ータベ ース

(1)用 語デー タバ ンク

機械 翻訳 な らぬ人間による翻訳で最 も大きな問題になるのは専門用語

の翻訳 である。特に,エ レク トロニ クスな どのよ うに進歩の著 しい分野

では,翻 訳用語を定め るの も大変 な作業であるが,日 進 月歩の用語 に翻

訳者が つい ていけな くなる恐 れが ある。 また,専 門用語辞典に しても,

出版 され た時 には既に掲載 されていない用語 ができ るとい う状態 である。

そ こで,特 に多言語間の翻訳 問題が深 刻化 してい るECな どにおいて,

専門用語の データバ ンクを作る動 きが 活 発 にな って い る。表4-15に

このよ うな用語 データバ ンクの例を示す 。各デー タバ ンクは,い ずれ も

十数万か ら数十万 とい う項 目を備 えてお り,オ ンライ ンでかな り知的な

検索(た とえば語 尾を 自動的におきか えた りす る)が できるようにな っ

てい る。 この ようないわぼ 「翻訳支援 システム」 とで も言 うべ き形態の

ものは,「 完全 な」機械翻訳 に対 して難 問が山積 してい る限 り,機 械 翻

訳 に対す る人間の対話的修正 な どを補 う形で,今 後 ます ます重要 にな っ
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て くる と思 われ る。 ⑲

表4-15用 語 デ ー タバ ン クの例.

開 発 機 関 シ ス テ ム 名 内 容

プ ラッ・七ル 自由大学 D【CAUTOM EC石 炭 鉄別書 貝合で使 われていたデー タバ ンク

EC εURODlCAUTOM

DICArrOM操 肝 せ たデー タバ ンク℃ 各言緬 の用語 の対応・ 定

表.使 用例 を蓄積

西 独 連 邦 言語 局 LEXIS
絃 通信.電 子.1陣 和 分,fの300万 語(一 方 向で【±150万 語){二お

よぷ専門用語集

モン トリオール大学 TERMIUM
EURODICA【 ∫TOMと 類{鳳したシステム

シ ー メ ン ス TEAM 用語や慣用句 に対す る訳語.使 用例.定 義 の集成

フ ラ ンス 規燈 協 会 NORMATERM Iso個 際榔 規格)・この 。と。た髄 ・脚 の シソー ラス儀 ω

② 電 子 辞 書

綱 のためには上記の よ うな用語 デー ・・ミン・を作 るの も一つの方法

極 るが,多 大な人手と労力を要するし,分 野をある雛 限乱 ない と

作業 が棘 しない恐れ もある.そ こで も う一つの方策 として,既 成の辞

書(di、 、i。n。,y)を デー・ベースイヒして,そ れを 自然言語 醒 磯 欄

訳 に応用す ることが考 えられ る。計餓 上で対話的 に校正な どが行 えれ

ば,デ ー,の 質の向上 につ なが るばカ・りではな く ・その成果 を鰭 の方

ヘ フ,一 ド.・。クす ることに よって,出 版に与 える利益 も大きい と思わ

れる.現 に,髄 では,・ ンピー 編 集を標榜 した需 も肋 れてお

り⑮,今 後,我 が国で も この よ う働 きカミ盛 んになるで あろう・

我が国では,陽 に・ンピ ー ・締 を うわ て・・るものはないが ・既

にい くつ かの鰭 はその ような形の編集 を行 ってお り ・また研究用に供

されてい るものもあるa6).こ の ようなデー・ベ ースを作成 してお くピ

た とえば逆 引きを作成 した り(図4-34),品 詞鰭 を作 った りす るの

が容易になるぼ か りで はな く,辞 書 自体を言語 デー・と見 なして言語学

的な研究 もできる⑰ し,さ らに進んで鰭 の語 に意味 マー カな どをつけ

て,自 然言語処理の醐 手段 とす るこ ともできる⑱・ これ らの・'わゆる
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「電子辞書」は,デ ータ構造 を工夫 した り,プ ログラムに種 々の機能を

付け加 えることに よって さ らに応用範囲が広がる可能性が あ り,前 節 に

述べた用語 データバ ンクと共 に将来が注 目される。

510つ 倫L・ ん●00[貝 途】 巳か方人ヒ違った・旦兄

(論b
32.ア ィ ン.o。(i,en.it]

,∫::;沮.r電 気 語 のしわをf♪ぼしたt)・th:j;?つttた

032襲 の毛tfiらttる 皿 【コt).

tk羨 よ 提↓r:、7ぽ;㌍ ト するtの学問の:;

1羅iil:幾 ㍑::;:㍑1
.躍7;;:・ ・ ・・…11Mlt・ 一・嘲 ・・ つ
52● せい ろん●00〔五拾】 正しい口強.1多 ヒ

実嫁には1三nた り、行わ7・たり守る:ヒ がない}τ 一を【エ

(16)〉図4 -34ttIRON"と 入力 した時の逆 引き辞書の 出力

4.9.2種 々の翻 訳システムにおけ る辞書

(注)(1
)構 文パ ター ンマ ッチ ングに よる方式

論文表題 の翻訳 システ ムにおい ては,形 態素処理の部分 を省いてあ っ

たために,辞 書の項 目としては 「-ing」 形 などをつけた形 も登 録 して

おかなければな らなか った。辞書 の内部構成 が実際には どの よ うにな っ

てい るかは,56年 度報告書に記述 が あ るの で詳 細 は 省 くが,以 下に述

べ る他の システムとそれほ ど違わ ない構成を持 っている。 また ,こ の シ

ステムでは構文パ ター ンマ ッチ ングの際に名詞の意味 カテ ゴ リを考慮す

ることによ ってある程 度意味処理 も行 えるようにな ってい る。

② トラ ンス ファ方式

トランスフ ァ方式 の機械翻訳 システ ムでは辞書がかな り重要 な役割を

持つ。構文解析を比較 的表層部分 だけで済 ませてい るシステ ムにおいて

も辞 書にそれだけ負担がかか って くる し,意 味の部分 まで深 く扱お うと

す ると,こ ん どは辞書 の意味記述 を詳 しくしなければな らないか らであ

(5)(6)る
。 ここで はARIANE-78 と,テ キサ ス大学の機械翻訳 システム

(7)をと り上げ る
。

(注)4.92の 各 項 目 は4.8.2の 各 項 目 に 対 応 し て い る 。
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ARIANE-78で は,形 態 素解 析 部 と,語 彙 トラ ンス フ ァ部,そ れ に

形 態 素生 成 部 にそ れぞ れ辞 書 を持 って い る(図4-35,た だ し生 成部 の

辞 書 は略)。 これ らは,そ れぞ れ,ATEF,TRANSF,SYGMORと

呼 ば れ る プ ロ グラ ムを 起動 した時 に参 照 され る(図4-15参 照)。 た だ

し語 彙 トラ ンス フ ァの 場合 で,木 の形 を変 換 す る必 要性 が 生 じた 時 は,

ROBRAの 方 で 行 う。

(・),、D..、,VP,(,,、T。 .,。).

DISPLAC.tV2(?Nl,DISPLACE).

DrSPLACEMENT-DVNI(PN】 」 ・DISPLACE).

注 〕 形 態 素 お よ び 構 文 フ ォ ー マ ッ ト に は,言 語 学

者 に よ っ て 次 の よ う な 解 釈 が 与 え ら れ て い る 。

INVPT.・CAT.V,SUBV・VB,TENSE・PRET,NUMtSIN/PLV.

V2・.CAT■V・SUBV-VB,VEND2.

DVNI・"CAT・N,SUBN.CN・DRVtVN,NUMgSIN・NEND・1.

PNITO亘.VLI#N,VL2■TO,SEM・PROC.

PNI・ ロVIＬL.N,SEM.PROC.

(b)'INcLUDE'tssvERB/o(1,2)/ocHolctAGsEM;

;=i㌫,、 、
　の リ ノ　 ユ　　ソロ 　ロ　 　 きム　ヨぴ フ

泊〕;=瀦 ふ・.
$CHOICE★ ★POLYSEMY、
tAGSEMttAGR£EMENTBYSE)tANTICCLASS .

SGNttGENERALUSE.

$CHEMI★tCHEMICALUSE.

図4-35ARIANE-78に お け る(a)形 態 素 解析 辞 書 お よび

(5)(b)語彙 トラ ン ス フ
ァ辞書

図4-35を 参 照 す れ ぼ分 る よ うに,形 態素 解 析 用 の辞書 は次 の よ うな

形 式 を持 って い る。

〈文 字 例 〉==〈 形 態素 フ ォー マ ッ ト〉(〈 構文 フ ォー マ ッ ト〉

〈語 彙 ユ ニ ッ ト〉)

ま た,語 彙 トラ ンス フ ァ用辞 書 は 次 の よ うな形 を とる。

〈元 の 言 語 の語 彙 ユ ニ ッ ト〉==〈 条件 〉/〈 目標 言 語 木構 造 〉/

〈 目標 言 語 語 彙 ユ ニ ッ トと構 文 情 報 〉

さ らに図 に は示 して い な いが,形 態 素 生 成 用辞 書 は次 の形 を して い る。
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〈語彙 ユニッ ト又は変数 〉==〈 条 件〉/〈 割付け〉/〈 文字例 〉

上の表記法か らも分 るように,こ れ らの辞書項 目は,言 語学者 に とっ

て比較的記述 しやす い形 にな っている。実際に,こ の部分は,言 語学者

が記述 してお り,そ れ によって システ ムの質の向上に役立 ってい る。

また,テ キサス大学 の翻訳 システ ムでは,格 フ レー ムを中心 とした構

文解析を行 っているが,そ の辞書項 目部分の記述は,構 文解析部では,

訳文 が うま く生 成できるように種 々の特徴値 を入れた表現 とな ってい る

のが特徴で ある。た とえばoutputと い う語 には,文 法 カテ ゴ リは名詞

語幹,異 形態はoutputの み,語 尾変化は単数ではナシ,複 数s,性 は

ummarkedな どの特 徴値がつけ られてい る。

このシステ ムの トラス ファ用の辞書 は図4-36に 示す よ うな もので ,

ご く簡単な対訳 と特徴値か ら成 ってい る。この辞書項 目記述か らもある

程度推察 され るよ うに,ARIANE-78な どのよ うに,深 層格 までふみ

こむ ことをなるべ くせず にシステムを構築 しよ うとしてい るのが この シ

ステ ムの特徴である。 しか しなが らこの システムで も言語学 的部分 と プ

ログラムとはかな りよ く分離 されてお り ,将 来辞書を大幅に改善す るこ

ともできそ うに思われ る。

れ ム　ヨアピロサしニ　

器,,、,

認E
)tACNETIC－ τAPε

AFTER
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.㍑A
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麟
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ET(XD
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(7)図4 -36テ キサ ス 大学 の翻訳 システ ムにお け る トランスファ辞 書 の 例

③ 融 合 方 式

融合方式では,前 述の ように,木 の陽な変形を行わない で,解 析,変

換,合 成を一気 に行 う。従 って融合方 式では,ト ラ ンスファ方式の よ う

に,構 文解析や語彙 トランスフ ァの部 分な どで別 々の辞書 を用い るの と
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は異 なって,辞 書項 目は一種類である。

辞 書の記述には,意 味表現言語が用い られ る。英語動詞open、 につい

ての記述 を図4「37に 示す 。 最初のVは 動詞,次 がいわぼ形態素辞書

にあたる。3行 目は,構 文解析の節点上 に送 る情 報である。そ して4行

目以下が意味表現部分であ る。 まず,す ぐに分 るようにopenに 対 して

「開 く(ku)」 とい う訳語が対応 してい る。通常 の場合は,こ れが訳語

にな る。part-of,selfは はそれぞれ全 体 と部分,上 位 と下位の関係を

表す。 また,sfは 意味素性(semanticfeature)を 表 し,こ こではop-

enが 行為 をす る動詞であることが示 されてい る。さらに,そ れ以下は,

前 にも説明 したslotの 部分が続 く。 これ以下が,い わば,訳 語の選択

を行 う部分 にな ってい る。 このslotが 適切なfillerで 埋まる と,求

める訳文が生成 され る。その時,図 か ら分 るように,元 々の訳語 「開 く」

ではな く,「 開ける」 とい う訳語 とな る部分は,slotの 記述の中に,

その ような書 きこみがな されてい る。

以上のよ うに,融 合方式においては,一 般 の辞書 とか な り似た よ うな

記述 にな ってい る。特 に訳語の選択にその ような傾 向が見 られる。機械

翻訳 システ ムの 中には,こ の よ うな訳 し分けに対 してそれぞれ別の辞書

項 目をたて るや り方 をとってい るもの もあるが,辞 書作成 の上か らは,

余 り項 目数を増 さない方がよい と思わ れる。ただ,語 彙が増加す るにつ

れ て記述が爆発的に増加す る恐れがないか,ま た辞書項 目の記述をある

程度対話的 に行 えないかな どとい った問題点 も今後検討 され る必要があ

ろ う。 ・
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((VIVT1)0)
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図4-37融 合方式 におけ るopenの 辞書項 目例(8)

(4)モ ソテギ ュー文法

モンテギュー文法による機械翻訳 システ ムでは,最 初の構文解析部分 の

ところは,通 常の句構造解析 と同 じであるため,辞 書項 目は品詞付け と

ほぼ等価 になってい る(図4-38(a))。 しか しなが ら,訳 語 にあた る部

分は,ト ラ ンスファ方式な どの場合 とは違 って,辞 書項 目を論理式に変

換す る過程 として表 され るために,辞 書 項 目の形ではな く,む しろ変換

規則 として与 えられてい る(図4-38(b))。 この図か ら分 るように,冠

詞や動詞 な どは論理式 を含んだ表現(λ はLISPな どで も用い られ る

ラムダ表現 のオペ レー タを表す)に 変換 され るが,名 詞は対応する訳語

がつ け られ てい る。矢印の右辺に クラスなどの条件をつけることによ っ

て訳語 の選択 もで きるようにな ってい る。 このよ うに,こ のシステムで

は,翻 訳 の核 部分を,辞 書ではな く,規 則で記述す るとい うのが特徴で

ある。

また,ミ ニコン上で稼動 しているシステムであるた めに,辞 書 に対 し
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て 余 り 大 き な 容 量 が 取 れ な い 。 そ の 防 止 策 と し て,辞 書 項 目 や 変 換 規 則

を 対 話 的 に 修 正 す る 機 能 を 付 け て い る の も こ の シ ス テ ム の 大 き な 特 徴 で

あ る 。 な お,対 話 的 修 正 に つ い て は4.10節 で さ ら に 述 べ る 。

(・)舌 培 項目,DET(d,,,,m・ 。,,,nt定詞)・

{a,no,the,…}

NOUN(noun,名 詞):

{student,textb◎ok,…}

VT(【itib他 動詞)=

{tlas,…}

(b)no⇒2PRqこ+否 定(g(ど のpも))]

a⇒).PAg〔q(一つのP)〕

textbook⇒教f寸書

studen⇔ 生徒

hnveO2Ut{ttがvを もつ]

図4-38モ ンテギ ュー文法 を用いた翻訳 システムにお ける

(a)構 文解析用辞書項 目 ㈲ 辞書項 目の翻訳規則(9)

(5)概 念依 存を用いた方法

概念依存を用いた機械翻訳 システ ムで は,概 念 を抽出す る過程 と,概

念か ら訳文 を生成す る過程 とが全 く分離 されてい るので,各 々の過程で

用い る辞書は全 く別に なる。

概 念を抽 出す る過程では,構 文解析 とい うよ りは,む しろパ ター ンマ

ッチ ング的 に文の解析が行われ る。従 って辞 書の記述 もslotを 開け て

おいて,そ れ を埋 めるとい う,む しろ プログラム的 な記述 で書かれ てい

る(図4-39)。

また,訳 文 を生成す る過程では,概 念表現の部分での対応語 をつける

とい った記述 の しかたで,む しろ対訳辞書の形で行 ってい るようであ る。

いずれ にせ よ,概 念の抽 出がきちん と行われていれ ば,生 成部ではむ し

ろ文の順序づけや形態素処理(活 用語 など)に プ ログラムの中心的部分

が注がれ てい るのは当然 であろう。
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{DEF・WORDJACK

{{ASSIGN'CD・FORM.'CPERSON{NAME(JACK)))
・PART・OF-SPEECH・tNOUN・PHRASE]

'GOTi
s∂verbthetmeenssomeoneATRANSedsomethingtothesub}ecし

'GOTlooks「oranounphrasetofilltheobjectslot ・

(DEF・WORDGOT

((ASSIGN・PART・OF・SPEECH・'VERB
・CD・FORM・'{ATRANS{ACTOR?GET・VAR3){OBJECT?GET・VAR2)

{TO?GET・VARI}{FROM?GET・VAR3))

GET-VAR1・SUBJECT・

GET・VAR2NIL

GET・VAR3NIL)

CNEXT・PACKET

((TEST(EOUAL・PART・OF・SPEECH・'NOUN・PHRASE})

(ASSIGNG∈T・VAR2・CD・FORM'1

図4-39概 念 を抽出するための辞書項 目⑫

⑥ ま と め

種 々の システムについて,そ の辞書項 目が どの よ うな記述にな ってい

るかを見 てきた。それに よれば,構 文解析の部分 を簡単にすれぼ(た と

えば単 なるパ ター ンマ ッチ ングで済ませ るな ど),そ の分 だけ辞書の部

分に負担がかか って くる し,構 文解析の部分 を詳細 にして,意 味解析 な

どを含 ませた場合にも,辞 書項 目にその部分を書 き こむ必 要があるので,

やは り辞書が複雑 にな る。将来の システ ムでは,ま す ます辞 書の記述が

詳細,複 雑化す るこ とは避け られない。 また,語 彙が増加すれば,も ち

ろん辞書項 目数 も増 大 してい く。従 って,メ ンテナ ンスしやすい よ うな

辞書構造 を作 った り,対 話的に辞書を作 る試みが必要 となるが,そ れ に

ついては次第で論 じる。

4.10辞 書構造 の一考察

辞書項 目を作 る場合 に留意すべ き点は,既 に56年 度報 告書にも指摘 され て

いるように,翻 訳 に要す る十分な語数を含んでい るこ とと,拡 張性 に富む こ

とであるが,そ の他にも次の よ うな点が肝要である。

。修正が容易にできるこ と一これは拡張 とい うこと ともつなが るが ,た と

えば辞書項 目のある語の内容 を書 きか えたい とか,意 味素性 を全体にわ

た って変更 したい とかい うときに,容 易 に修正で きるか否 か とい った点

である。
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。作成 された項 目の形 が見やすい こと一た とえばARIANE-78で は,言

語学老が,言 語学流 の フ ォーマ ッ トで記述 した辞書項 目が,ほ ぼ そのま

まの形で内部表現に書 き換 えられる とい う。いわば,計 算機の非専門家

がシステ ムの修正に参与で きる形にな っている。 また,融 合方式では,

英和辞典にかな り近い形式での記述が,そ のまま内部表現 となっている。

この よ うに見やすい項 目作成を してお くと,修 正 も容易になるのは論を

またない。

。アクセスが しやすい こと一辞書項 目が大規模化 して くると,主 記憶上に

辞書 を置 いてお くこ とが困難にな る。仮想記憶な どで大 きい記憶領域を

(見 かけ上)用 い るこ とができて も,や は り効率の よい辞書項 目のマ ッ

チ ングが必要である。そ こで,デ ータベースな どで盛ん に用い られてい

る種 々の手法 を用い て,辞 書項 目の検索を容易 にす るとい うや り方が行

われてい る。

また,辞 書項 目と直接 関連はないが,辞 書項 目に含 まれていない語が出て

きた時にど うす るか とい う問題がある。パ ターンマ ッチ ングに よる構文解析

では,こ の よ うな状況 に対処 しに くい し,通 常の構文解析 システムで も,い

ったい どの部分 が未定義語 にな っているの かを判 断す るのは非常 に困難 を伴

う問題で ある。 これ も今後の課題の一つで あろ う。

4.10.1で は,辞 書項 目の修正について,辞 書の構 成 とともに論ずる。また,

4.10.2で は,二 次記憶上で どの よ うに辞書 を構成 した らよいかについて簡単

に触れ る。 さらに,4.10.3で は,辞 書項 目の構成について論ず る。

4.10.1辞 書項 目の修正,

辞書項 目が システ ムの プ ログラム部分 と分離 してい るもの(ほ とん どの

システムはそ うであ るが)で は,外 部の エディタ(通 常計算機 システム上

でサポー トされ てい るよ うな)を 用い て項 目を修 正 し,再 び システムに組

み込むのが普通 である。 しか しなが ら多 くの システ ムでは,新 しい辞書項

目の追加や,古 い辞書項 目の削除,置 き換 えな どは,シ ステム内の機能(言
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語がLISPの 場合 には関数)を 用いて修 正が可能にな ってい る。 さらに,

システムが処理 を実行 中に項 目の修正追加 を対話的に行 って正 しい翻訳 を

出す システ ムもある。

ところが,稼 動 中に修正,追 加を許す システムでは,い わば人手 の介入

を認めたこ とになるとい う意見 もあ る。 また,辞 書項 目への ア クセスを速

やかに行 うために,項 目自身 を コンパイル して しまうような システ ムでは,

修 正そ のものが困難であ るとい う観点か ら,こ の機能のない もの も多い。

しか しなが ら完全 な機械翻訳が困難 な現状では,未 定義語が出現 した り ,

構文解析で きない文が 入力された時 には,何 らかの対話的機能 があ った方

が よい と思 われ る。 この機能 とは,た とえば,「 ～とい う語が辞書の中に

あ りません か」 とい うよ うな問を発 して,そ れ に自然言語で答 えさせる と

い った ものであ る。ただ,前 述の よ うに,未 定義語を見出す のはむずか し

い(特 に 日本語のよ うに分 かち書 きを しない語 では)し,こ の質問応答機

能 が余 り煩雑に起動 され るよ うにな ると,何 のための機械翻訳か分 らな く

な る恐れがあ る。機械翻訳 とは全 く分野 を異にす るが,今 後 この よ うな人

間一機械の 自然言語に よる質問応答 システムの研 究(特 にデータベースに

対す る問合せ とい う観点か らは多 くの研究があ る)の 成果を取 り入れて,

機械翻訳 システムのユーテ ィ リテ ィの一 つ とす る方 向が必 要になる と考 え

られ る。

4.10.2二 次記憶上の辞書項 目の構 成

辞書が大規模化,複 雑化 して くると,そ れ を うま く管理 して迅速 なアク

セスが実現で きるよ うにす る必要性が生 じる。 この ような大規模 なデー タ

を扱 う問題 とい うのは,昔 か ら情報検索 の問題 として扱わ れてきてお り,

さらに近年は,デ ー タベー スに対す る アクセスの研究として発展 している

(21)
。こ こでは 自然言語処理や機械翻訳 との関連 で ごく簡単 に触れ ることに

す る。

まず,よ く用い られ るのはハ ッシ ングの手法 である。 ハ ッシ ュ(hash:

一147一



ごた まぜにす る)と い う語か らも分 るよ うに簡単な計算式で計算 され た位

置 に,実 際 の辞書項 目を置いてお くとい うや り方をす る。た とえぼaに1,

bに2な どと割 り当てておいて,ス トリング列の和を計算式にすると,abな ら3,

abcな ら6と いう位置に配列 され る。 うまい計算式(通 常 これをハ ッシュ関

数 と呼んでいる)を 選ぶ と,ほ とん ど一回で,所 望の項 目を得 ることがで

きる。同 じところに異 なる項 目が重な った場合(た とえば上の例ではab,

ba,cは いずれ も同 じ場所になる)に は,た とえぼ後か ら入 ったものを1

つ後 ろ送 りす る とか,も う一度関数を作 り直す とい った方法がある。

また,ス トリング列 を木構造に並べてい く方法 もある。た とえば,abc

とい うス トリングは,aと い う根 を見つ けて,bと い う節点 に進み,さ ら

にcま で枝をた どるとい うや り方で辞書項 目を見 出す。辞書項 目の コンパ

イルの仕方を このように行 っているシステムもある。

ス トリング レベルではな く,辞 書項 目の順番 の レベル(各 辞書項 目をそ

れぞれ1レ コー ドと見た時 の レコー ド順)で 木構造的な索 引を編成す るの

が,B氏 木(B-tree)で ある。B氏 木 の特徴 は,拡 張性 に富む ことで,

内容をかな り大幅 に変 更 して も,木 構造 自体 をそんなにい じらな くても済

む。 また,木 自体がバ ラ ンスが とれて いて余 りいびつな格好 にな らない。

最近では,B氏 木の このよ うな特徴 を生 か し,さ らに機能を付 け加 えて辞

書が検索で きるようにした システムも作 られてい る閤 。

この ように,種 々の フ ァイル形態を工夫 して,二 次記憶上 に大規模 な辞

書 を置 くことにより,シ ステ ムの大規 模化 がはかれ ると考 えられ るが,そ

の作成をサポー トす る種 々の機能が必 要 なことももちろんである。

4.10.3辞 書項 目の構成

これ まで見てきた多 くの システムでは,辞 書項 目は,次 の ような形 をし

ていた。

(単 語 文法 カテゴ リ 構文情報 意味情報)

この順 序,内 容は システムに よって異 な っている し,構 文情報 と意味情
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報の間 に値 を入れ る欄を設 けて構文解析木上で評価 し,点 の高い木を優先

的に出力 させて曖昧性 を減 らす試み も見 られ る。 しか しなが ら,辞 書項 目

と文法規則 とい う形で シろテムを構成す る限 り,今 後 ともこの基 本形 に大

きな変化は ない と見て よい。

機械翻訳に残 された問題 は数多 くあるが,た とえぼその一つであ る談話

(discourse)の 問題な どは,文 法規則の上で扱われ る可能性が大きい と考

えられ る。ただ しその時に,構 文,意 味情報 とは異なる何 らかの情報 を辞

書項 目に付加す る必要があるか も知れ ないが,ま だ推 測の域を出ない。
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5.今 後 の 課 題

本 プロジェク トの主要な課題は 「データベー ス化され た大量の文章情報 を

分析 し,そ こに潜在す る徴候的情報,基 調的変化を的確かつ もれ な く把握す

る」 こ とをコンピュータの活用に よ り可能 とす ることである。

文章情報 におい ては,数 値 と異 な り1つ の情報が多 くの意味を持 ってい る

事が特徴で ある。 しか し,対 象 とす る分野を限定す る事 によって,多 様な意

味を一意的 に特 定す ることが可能 になってくる。 このよ うな点か らエネル ギ

ー分野をモデルに
,上 記課題に アプローチ してい くこ ととした。

本年度は,海 外で発行 され てい る主要50紙 誌 の 中か らエネルギー問題を

論及 した主要記事 を対象に,デ ータの整備を開始するとともに,デ ー タベー

ス構築のための作 成 ・更新 シ ステムの開発 を行 った。

また,内 容分析の検討素材 として,既 存の研究事例(国 際紛争に関す る研

究,GeneralInquirerの 内容分析,認 知構造 図分析等)の 調査を行 うとと

もに,認 知構造図分析手法のエ ネルギー分野での適用実験 を行い,必 要 な機

能及び入 力デー タを明 らかに してきた。

さらに,内 容分析のための基礎技 術であ り,か つ,最 近再び活発化 してき

た機械翻訳 に具体的に応用 されてい る自然言語処 理技術につい て,海 外 の先

進事例の調査を行 うとともに,最 近の技術動 向を把握 し,現 在の水準を明 ら

かに してきた。

以上の結果を踏 ま え,総 合解析 システムの基本構想 として,本 来 あるべ き

姿を検討 し,具 備すべ き機能 を明確に した。

しか し,現 在 の 自然言語処理技術の水準か らみ て,そ れ らの全 てを本調査

研究で解決す るこ とは不可能であ ると考 える。

本 プロジェク トでは,既 存の可能な限 りの利用技術を駆使 し,理 想的な シ

ス テムとは言わ ないまで も,目 的に合 った システムの実用化 をめ ざして検討

を進めてい る。
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今後は,各 種基礎技術の調査研究 を引 き続き行 うとともに,以 下の点 につ

いて具体的に着手す ることとす る。

① データベー スに蓄積す るデータの整備

② 検索機能の設計開発

③ 定量化分析モ デルの設計開発

④ 文の解析 ・変換 ・生成実験

⑤ 文法及び辞書の作成実験
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